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(57)【要約】
　本発明は、清浄組成物、および悪臭低減組成物を含み、粘度が約１ｍＰａ・ｓ～約５０
，０００ｍＰａ・ｓの組成物を含む、清浄組成物を含むデバイス、およびこのような組成
物の製造方法および使用方法に関する。開示される悪臭低減組成物は、清浄組成物の香り
を過度に妨害せず、これらの技術を含むデバイス、およびこのような清浄組成物およびデ
バイスで処理された芳香を放つ場所または芳香を放たない場所の香りを過度に妨害しない
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　清浄組成物であって、粘度が、１ｍＰａ・ｓ～５０，０００ｍＰａ・ｓ、好ましくは、
１ｍＰａ・ｓ～２０００ｍＰａ・ｓ、最も好ましくは、１ｍＰａ・ｓ～４００ｍＰａ・ｓ
であり、ｐＨが、３～１０、好ましくは、４～８、最も好ましくは、５～８であり、前記
清浄組成物が、清浄組成物全体の重量を基準として、
　（ａ）総量の０．０００１％～約２％、好ましくは、０．０００１％～１．５％、さら
に好ましくは、０．００１％～１％、最も好ましくは、０．００７％～０．７％の１種類
以上の悪臭低減材料、好ましくは、１～７５種類の悪臭低減材料、さらに好ましくは、１
～５０種類の悪臭低減材料、さらに好ましくは、１～３５種類の悪臭低減材料、最も好ま
しくは、１～２０種類の悪臭低減材料であって、前記悪臭低減材料は、それぞれ、ＭＯＲ
Ｖが少なくとも０．５、好ましくは、０．５～１０、さらに好ましくは、１～１０、最も
好ましくは、１～５であり、好ましくは、前記悪臭低減材料は、それぞれ、Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　ＭＯＲＶを有するか、または、総量の悪臭低減材料は、Ｂｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄ
ｅｘが３未満、さらに好ましくは、約２．５未満、さらになお好ましくは、約２未満、さ
らになお好ましくは、約１未満、最も好ましくは、０であり、および／または、Ｂｌｏｃ
ｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘの平均が３～約０．００１である、悪臭低減材料と；
　（ｂ）０．０１％～３％、好ましくは、０．４％～１％、さらに好ましくは、０．１％
～０．５％、最も好ましくは、０．１％～０．３％の可溶化剤であって、好ましくは、前
記可溶化剤は界面活性剤、溶媒およびこれらの混合物からなる群から選択され、好ましく
は
　　（ｉ）好ましくは、前記界面活性剤は、非イオン性界面活性剤を含み；
　　（ｉｉ）好ましくは、前記溶媒は、アルコール、ポリオールおよびこれらの混合物を
含む、可溶化剤と；
　（ｃ）場合により、補助成分とを含む、清浄組成物。
【請求項２】
　前記総量の悪臭低減材料は、Ｂｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘが３未満、さらに好ましくは
約２．５未満、さらになお好ましくは、約２未満、さらになお好ましくは、約１未満、最
も好ましくは、０であり、および／またはＢｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘの平均が３～約０
．００１である、請求項１に記載の清浄組成物。
【請求項３】
　前記悪臭低減材料は、それぞれ、ＭＯＲＶが少なくとも０．５、好ましくは、０．５～
１０、さらに好ましくは、１～１０、最も好ましくは、１～５であり、好ましくは、前記
悪臭低減材料は、それぞれ、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＭＯＲＶを有する、請求項１に記載の
清浄組成物。
【請求項４】
　前記悪臭低減材料は、それぞれ、ＭＯＲＶが少なくとも０．５、好ましくは、０．５～
１０、さらに好ましくは、１～１０、最も好ましくは、１～５であり、好ましくは、前記
悪臭低減材料は、それぞれ、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＭＯＲＶを有する、請求項２に記載の
清浄組成物。
【請求項５】
　前記総量の悪臭低減材料は、Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘの平
均が３～０．００１Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘであり、好まし
くは、前記総量の悪臭低減材料中の悪臭低減材料は、それぞれ、Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆ
ｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘが３未満、好ましくは、２未満、さらに好ましくは、１未満
であり、最も好ましくは、前記総量の悪臭低減材料中の悪臭低減材料は、それぞれ、Ｆｒ
ａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘが０である、請求項１に記載の清浄組成
物。
【請求項６】
　１つ以上の香料原材料を含み、前記清浄組成物は、前記悪臭低減材料の部分と香料の部
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分の重量比率が、１：２０，０００～３０００：１、好ましくは、１：１０，０００～１
，０００：１、さらに好ましくは、５０００：１～５００：１、最も好ましくは、１：１
５～２：１である、請求項１～５のいずれか一項に記載の清浄組成物。
【請求項７】
　前記悪臭低減材料は、２－エチルヘキシル（Ｚ）－３－（４－メトキシフェニル）アク
リレート；２，４－ジメチル－２－（５，５，８，８－テトラメチル－５，６，７，８－
テトラヒドロナフタレン－２－イル）－１，３－ジオキソラン；１，１－ジメトキシノン
－２－イン；２－（ｐ－トリル）プロパン－２－オール；３－メトキシ－７，７－ジメチ
ル－１０－メチレンビシクロ［４．３．１］デカン；メトキシシクロデカン；１，１－ジ
メトキシシクロドデカン；（Ｚ）－トリデカ－２－エンニトリル；（２－ヒドロキシ－４
－メトキシフェニル）（フェニル）メタノン；２，４ａ，５，８ａ－テトラメチル－１，
２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－イルホルメート；４－
メチル－１－オキサスピロ［５．５］ウンデカン－４－オール；７－メチル－２Ｈ－ベン
ゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ）－オン；１，８－ジオキサシクロヘプタデ
カン－９－オン；４－（ｔｅｒｔ－ペンチル）シクロヘキサン－１－オン；２－メトキシ
－１，１’－ビフェニル；３ａ，５，６，７，８，８ｂ－ヘキサヒドロ－２，２，６，６
，７，８，８－ヘプタメチル－４Ｈ－インデノ（４，５－ｄ）－１，３－ジオキソール；
７－イソプロピル－８，８－ジメチル－６，１０－ジオキサスピロ［４．５］デカン；オ
クチルフラン－２－カルボキシレート；酢酸オクチル；２－ヘプチル－４－メチル－１，
３－ジオキソラン；オクタナール；１，１－ジメトキシオクタン；７－メチル－３－メチ
レンオクタ－１，６－ジエン；２－メチル－６－メチレンオクタ－７－エン－２－オール
；２－メチル－６－メチレンオクタ－７－エン－２－イルアセテート；テトラデカナール
；４－メトキシ－６－プロパ－２－エニル－１，３－ベンゾジオキソール；テトラデカン
ニトリル；２，２，６，８－テトラメチル－１，２，３，４，４ａ，５，８，８ａ－オク
タヒドロナフタレン－１－オール；（Ｅ）－２，６－ジメチルオクタ－５，７－ジエン－
２－オール；（Ｅ）－２，７－ジメチルオクタ－１，５，７－トリエン－３－オール；２
－（（１Ｓ，５Ｒ）－６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－２－
イル）エチルアセテート；（４Ｒ，４ａＳ，６Ｒ）－４，４ａ－ジメチル－６－（プロパ
－１－エン－２－イル）－４，４ａ，５，６，７，８－ヘキサヒドロナフタレン－２（３
Ｈ）－オン；ノナン－１－オール；ノナナール；１２－メチル－１４－テトラデカ－９－
エノリド；Ｎ－エチル－２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキサン－１－カルボキサ
ミド；１－（３－メチルベンゾフラン－２－イル）エタン－１－オン；２－メトキシナフ
タレン；（Ｅ）－３，７，１１－トリメチルドデカ－１，６，１０－トリエン－３－オー
ル；（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－オール；１－エチル－３－
メトキシトリシクロ［２．２．１．０２，６］ヘプタン；メチル（Ｅ）－ノナ－２－エノ
エート；１０－イソプロピル－２，７－ジメチル－１－オキサスピロ［４．５］デカ－３
，６－ジエン；２－（２－（４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）プロピル）
シクロペンタン－１－オン；６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン
－２－カルバルデヒド；（Ｅ）－４－（２，２，３，６－テトラメチルシクロヘキシル）
ブタ－３－エン－２－オン；（４－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘ
キサ－３－エン－１－イル）メチルアセテート；２－（ｔｅｒｔ－ブチル）－４，５，６
－トリメチル－１，３－フェニレン二亜硝酸塩；１，７－ジオキサシクロヘプタデカン－
８－オン；１－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２，６－ジメチル－３，５－ジニトロフェ
ニル）エタン－１－オン；１－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－４－メチル－３，
５－ジニトロベンゼン；３－メチルシクロペンタデカン－１－オン；（Ｅ）－３－メチル
シクロペンタデカ－４－エン－１－オン；３－メチル－４－フェニルブタン－２－オール
；１－（４－イソプロピルシクロヘキシル）エタン－１－オール；（Ｅ）－デカ－５－エ
ン酸；メチルノナ－２－イノエート；２－メチルデカナール；６，６－ジメトキシ－２，
５，５－トリメチルヘキサ－２－エン；４－フェニルブタン－２－オール；ステアリン酸
メチル；１，１－ジメトキシ－２－メチルウンデカン；ウンデカン－２－オン；２－メチ
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ルウンデカナール；テトラデカン酸メチル；メチル（９Ｚ，１２Ｚ）－オクタデカ－９，
１２－ジエノエート；１－ヒドロキシデカン－３－オン；（Ｚ）－１，２－ジメトキシ－
４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；パルミチン酸メチル；４－アリル－１，
２－ジメトキシベンゼン；２－（（１Ｒ，２Ｒ）－３－ｏｘｏ－２－（（Ｚ）－ペンタ－
２－エン－１－イル）シクロペンチル）酢酸メチル；２－（３－オキソ－２－ペンチルシ
クロペンチル）酢酸メチル；１－メチル－２－フェノキシベンゼン；ケイ皮酸メチル；１
－アリル－４－メトキシベンゼン；１－（ナフタレン－２－イル）エタン－１－オン；メ
チルオクタ－２－イノエート；２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－カ
ルボン酸メチル；７－メトキシ－３，７－ジメチルオクタナール；７－イソプロピル－１
０－メチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］ウンデカン－３－オール；オクタヒドロ
－１Ｈ－４，７－メタノインデン－１－カルバルデヒド；３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル
）フェニル）－２－メチルプロパナール；（Ｅ）－４－（４，８－ジメチルノナ－３，７
－ジエン－１－イル）ピリジン；（Ｅ）－トリデカ－３，１２－ジエンニトリル；２，２
－ジメチル－３－（ｍ－トリル）プロパン－１－オール；２，４－ジメチル－４，４ａ，
５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；８－イソプロピ
ル－６－メチルビシクロ［２．２．２］オクタ－５－エン－２－カルボアルデヒド；４－
（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルバルデヒド
；（Ｓ）－１－メチル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン；
（Ｚ）－３－ヘキセン－１－イル－２－シクロペンテン－１－オン；３，７－ジメチルオ
クタ－１，６－ジエン－３－イルオクタノエート；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジ
エン－３－イルイソブチレート；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－イルベ
ンゾエート；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－イル２－アミノベンゾエー
ト；２－（５－メチル－５－ビニルテトラヒドロフラン－２－イル）プロパン－２－オー
ル；６－メチル－２－（オキシラン－２－イル）ヘプタ－５－エン－２－オール；（２Ｚ
，６Ｅ）－３，７－ジメチルノナ－２，６－ジエンニトリル；３－（４－メチルシクロヘ
キサ－３－エン－１－イル）ブタナール；（２，５－ジメチル－１，３－ジヒドロインデ
ン－２－イル）メタノール；３－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプ
ロパナール；（Ｅ）－１－（１－メトキシプロポキシ）ヘキサ－３－エン；（Ｅ）－１－
（１－エトキシエトキシ）ヘキサ－３－エン；（１Ｓ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロ
パ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－２－エン－１－オール；ドデカン－１－オール
；酢酸ドデシル；ドデカン酸；５－ヘキシル－５－メチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－
オン；ドデカナール；３，６－ジメチルヘキサヒドロベンゾフラン－２（３Ｈ）－オン；
４－（１－エトキシビニル）－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキサン－１－オン
；（（３Ｓ，３ａＲ，６Ｒ，８ａＳ）－７，７－ジメチル－８－メチレンオクタヒドロ－
１Ｈ－３ａ，６－メタノアズレン－３－イル）メタノール；５－（ｓｅｃ－ブチル）－２
－（２，４－ジメチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）－５－メチル－１，３－ジオ
キサン；（１－メチル－２－（（１，２，２－トリメチルビシクロ［３．１．０］ヘキサ
ン－３－イル）メチル）シクロプロピル）メタノール；２－プロピルヘプタンニトリル；
（Ｅ）－６－（ペンタ－３－エン－１－イル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；
２－ヘキシルシクロペンタン－１－オン；２－メチル－４－フェニル－１，３－ジオキソ
ラン；２，６，９，１０－テトラメチル－１－オキサスピロ（４．５）デカ－３，６－ジ
エン；（１Ｒ，２Ｓ，５Ｒ）－５－メチル－２－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロ
ヘキサン－１－オール；パルミチン酸イソプロピル；テトラデカン酸イソプロピル；ドデ
カン酸イソプロピル；４，９－ジメトキシ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］クロメン－７－オ
ン；（Ｅ）－シクロヘキサデカ－８－エン－１－オン；（２Ｓ，５Ｓ）－２－イソプロピ
ル－５－メチルシクロヘキサン－１－オン；２－ヘキシルシクロペンタ－２－エン－１－
オン；（２Ｓ，５Ｓ）－２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキサン－１－オン；４－
（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルボアルデ
ヒド；（Ｚ）－１－（ベンジルオキシ）－２－メトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－
イル）ベンゼン；１－（（２Ｓ，３Ｓ）－２，３，８，８－テトラメチル－１，２，３，
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４，５，６，７，８－オクタヒドロナフタレン－２－イル）エタン－１－オン；２，５，
６－トリメチルシクロヘキサ－３－エン－１－カルバルデヒド；６－（ｓｅｃ－ブチル）
キノリン；２－（シクロヘキシルオキシ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．
１］ヘプタン；（１Ｒ，２Ｒ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］
ヘプタン－２－イルプロピオネート；（１Ｓ，２Ｓ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビ
シクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルイソブチレート；４－（（２Ｒ）－１，７，７
－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール
；（１Ｒ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イル
アセテート；２－（４－イソプロピルシクロヘキサ１，４－ジエン－１－イル）エチルホ
ルメート；イソペンチル（Ｅ）－ウンデカ－６－エノエート；ドデカン酸イソペンチル；
（Ｅ）－オキサシクロヘプタデカ－１０－エン－２－オン；（Ｅ）－ノナ－２－エンニト
リル；（Ｅ）－８－（１Ｈ－インドール－１－イル）－２，６－ジメチルオクタ－７－エ
ン－２－オール；８，８－ジ（１Ｈ－インドール－１－イル）－２，６－ジメチルオクタ
ン－２－オール；４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，３］
ジオキシン；３，７－ジメチルオクタン－１，７－ジオール；２－シクロドデシルプロパ
ン－１－オール；３－メチル－５－フェニルペンタンニトリル；３－フェニルプロパン－
１－オール；（１，１－ジメトキシプロパン－２－イル）ベンゼン；５－エチル－４－ヒ
ドロキシ－２－メチルフラン－３（２Ｈ）－オン；２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル
－１Ｈ－インデン－５－プロパナール；３－（３，３－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インデン－５－イル）プロパナール；オクタン酸ヘキシル；ヘキサン酸ヘキシル；（
Ｚ）－２－ベンジリデンオクタナール；安息香酸ヘキシル；（Ｚ）－ヘキサ－１－エン－
１－イル（Ｚ）－２－メチルブタ－２－エノエート；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－
２，６－ジエン－１－イルパルミテート；オキサシクロヘプタデカン－２－オン；２－ブ
チル－４，４，６－トリメチル－１，３－ジオキサン；（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－３
－イソプロピルビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－エン－２－カルボン酸エチル；３ａ
，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルアセ
テート；２－（１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）エトキシ）－２－メチルプロピ
ルプロピオネート；５－（ジエトキシメチル）ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール；３
－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）－２－メチルプロパナール；（Ｅ
）－オキサシクロヘキサデカ－１３－エン－２－オン；６－ブチル－２，４－ジメチル－
３，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン；２－（（３Ｓ，５Ｒ，８Ｓ）－３，８－ジメチル－１
，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロアズレン－５－イル）プロパン－２－オー
ル
；１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ペンタン－３－オ
ン；２－エチル－６，６－ジメチルシクロヘキサ－２－エン－１－カルボン酸エチル；（
１Ｚ，５Ｚ）－１，５－ジメチル－８－（プロパン－２－イリデン）シクロデカ－１，５
－ジエン；（１Ｅ，６Ｅ）－８－イソプロピル－１－メチル－５－メチレンシクロデカ－
１，６－ジエン；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イル２－フェ
ニルアセテート；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イル２－フェ
ニルアセテート；（６Ｅ，１０Ｅ）－３，７，１１，１５－テトラメチルヘキサデカ－１
，６，１０，１４－テトラエン－３－オール；（Ｅ）－２－（３，７－ジメチルオクタ－
２，６－ジエン－１－イル）シクロペンタン－１－オン；５－ヘプチルジヒドロフラン－
２（３Ｈ）－オン；１－メチル－４－（プロパン－２－イリデン）シクロヘキシルアセテ
ート；１－メチル－４－（プロパン－２－イリデン）シクロヘキサン－１－オール；５－
ペンチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；（１Ｒ，４ａＲ，８ａＳ）－１－イソプロ
ピル－７－メチル－４－メチレン－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロ
ナフタレン；５－［（Ｚ）－ヘキサ－３－エニル］オキソラン－２－オン；（Ｚ）－４－
（２，２－ジメチル－６－メチレンシクロヘキシル）ブタ－３－エン－２－オン；（４ａ
Ｓ，９ａＲ）－３，５，５，９－テトラメチル－２，４ａ，５，６，７，９ａ－ヘキサヒ
ドロ－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレン；（１Ｒ，３ａＲ，４Ｒ，７Ｒ）－１，４－ジメチル
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－７－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，２，３，３ａ，４，５，６，７－オクタヒ
ドロアズレン；２－（（２Ｒ，４ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，
５，６，７－オクタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン－２－オール；５－オクチル
ジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；（Ｚ）－１－（２，２－ジメチル－６－メチレンシ
クロヘキシル）ブタ－２－エン－１－オン；５－ヘキシルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－
オン；（１Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－イソプロピル－７－メチル－４－メチレン－１，
２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；１－（３，３－ジメチルシ
クロヘキシル）ペンタ－４－エン－１－オン；４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－
１，３，４，６，７，８－ヘキサヒドロシクロペンタ［ｇ］イソクロメン；フラン－２－
イルメチルオクタノエート；フラン－２－イルメチルヘキサノエート；フラン－２－イル
メチルヘプタノエート；２－メチルデカンニトリル；８，８－ジメチル－３ａ，４，５，
６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルプロピオネート
；（３ａＲ，４Ｓ，７Ｒ，７ａＲ）－オクタヒドロ－３ａＨ－４，７－メタノインデン－
３ａ－カルボン酸エチル；シクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ジエチル；（６－イソ
プロピル－９－メチル－１，４－ジオキサスピロ［４．５］デカン－２－イル）メタノー
ル；２－イソブチル－４－メチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－オール；ウンデカ－
１０－エンニトリル；（Ｚ）－６－エチリデンオクタヒドロ－２Ｈ－５，８－メタノクロ
メン－２－オン；３－（２－エチルフェニル）－２，２－ジメチルプロパナール；（Ｅ）
－４，８－ジメチルデカ－４，９－ジエナール；（Ｅ）－４－（（３ａＲ，４Ｒ，７Ｒ，
７ａＲ）－１，３ａ，４，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－５Ｈ－４，７－メタノインデン
－５－イリデン）－３－メチルブタン－２－オール；８，８－ジメチル－３ａ，４，５，
６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルアセテート；３
－（４－エチルフェニル）－２，２－ジメチルプロパンニトリル；２－ヘプチルシクロペ
ンタン－１－オン；１－エトキシエトキシシクロドデカン；３－シクロヘキセン－１－カ
ルボン酸，２，６，６－トリメチル－，メチルエステル；（２Ｅ，６Ｅ）－３，７，１１
－トリメチルドデカ－２，６，１０－トリエン－１－イルアセテート；（２Ｅ，６Ｅ）－
３，７，１１－トリメチルドデカ－２，６，１０－トリエン－１－オール；オキサシクロ
ヘキサデカン－２－オン；（Ｅ）－シクロペンタデカ－４－エン－１－オン；１－シクロ
ペンタデカ－４－エン－１－オン；２－メトキシ－４－（４－メチレンテトラヒドロ－２
Ｈ－ピラン－２－イル）フェノール；４－アリル－２－メトキシフェニルアセテート；４
－アリル－２－メトキシフェノール；３－メチル－３－フェニルオキシラン－２－カルボ
ン酸エチル；１，４－ジオキサシクロヘプタデカン－５，１７－ジオン；エチルウンデカ
－１０－エノエート；パルミチン酸エチル；ノナン酸エチル；テトラデカン酸エチル；（
Ｅ）－３，７－ジメチルノナ－１，６－ジエン－３－オール；ドデカン酸エチル；ノナン
－３－オン；デカン酸エチル；６，６－ジメチル－２－メチレンシクロヘキサ－３－エン
－１－カルボン酸エチル；３－フェニルオキシラン－２－カルボン酸エチル；６－エチル
－２，１０，１０－トリメチル－１－オキサスピロ［４．５］デカ－３，６－ジエン；２
－（（１Ｒ，３Ｓ，４Ｓ）－４－メチル－３－（プロパ－１－エン－２－イル）－４－ビ
ニルシクロヘキシル）プロパン－２－オール；（２－（１－エトキシエトキシ）エチル）
ベンゼン；（Ｅ）－３－メチル－５－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン
－１－イル）ペンタ－４－エン－２－オール；（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３，４，５－
テトラヒドロキシペンタナール；（Ｅ）－４－（（３ａＳ，７ａＳ）－オクタヒドロ－５
Ｈ－４，７－メタノインデン－５－イリデン）ブタナール；１，１－ジメトキシドデカン
；（Ｒ）－１－メチル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン；
２－（２－ヒドロキシプロポキシ）プロパン－１－オール；７，９－ジメチルスピロ［５
．５］ウンデカン－３－オン；オキシジベンゼン；ジフェニルメタン；２－メチル－１－
フェニルプロパン－２－イルブチレート；２，６－ジメチルオクタ－７－エン－４－オン
；オクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－５－イルアセテート；２－メチル－５
－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキシルアセテート；２－メチル－５－（プロ
パ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；３，７－ジメチルオクタ－６－
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エン－３－オール；２－ヘキシル－３－オキソシクロペンタン－１－カルボン酸メチル；
ジブチルスルファン；１，２－ジフェニルエタン；６－ヘキシルテトラヒドロ－２Ｈ－ピ
ラン－２－オン；（３Ｒ，４Ｒ）－１－イソプロピル－４－メチル－３－（プロパ－１－
エン－２－イル）－４－ビニルシクロヘキサ－１－エン；（３Ｓ，３ａＳ，５Ｒ）－３，
８－ジメチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，２，３，３ａ，４，５，６，
７－オクタヒドロアズレン；６－ヘプチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；６－
ペンチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；（１Ｓ，８ａＲ）－４，７－ジメチル
－１－（プロパン－２－イル）－１，２，３，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；
（Ｚ）－１－（（１Ｒ，２Ｓ）－２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－３－エン－１－
イル）ブタ－２－エン－１－オン；（１Ｓ，８ａＳ）－１－イソプロピル－４，７－ジメ
チル－１，２，３，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；３，７，７－トリメチルビ
シクロ［４．１．０］ヘプタ－３－エン；デカ－９－エン－１－オール；プロピオン酸デ
シル；１，１－ジエトキシデカン；デカヒドロナフタレン－２－オール；１－シクロヘキ
シルエチル（Ｅ）－ブタ－２－エノエート；３－（４－イソプロピルフェニル）－２－メ
チルプロパナール；シクロテトラデカン；シクロペンタデカノン；２－ヒドロキシ安息香
酸シクロヘキシル；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノ
インデン－６－イルブチレート；１，４－ジオキサシクロヘキサデカン－５，１６－ジオ
ン；８，８－ジメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロナフタレン－２
－カルバルデヒド；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノ
インデン－５－イルイソブチレート；（５Ｒ，６Ｒ）－３，６－ジメチル－５－（プロパ
－１－エン－２－イル）－６－ビニル－４，５，６，７－テトラヒドロベンゾフラン；（
４－イソプロピルフェニル）メタノール；１－（ベンゾフラン－２－イル）エタン－１－
オン；２－（３－フェニルプロピル）ピリジン；ドデカンニトリル；（Ｅ）－シクロヘプ
タデカ－９－エン－１－オン；３－（４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ブ
タ－３－エン－１－イルアセテート；３－（４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イ
ル）ブタン－１－オール；（Ｅ）－３－メチル－５－フェニルペンタ－２－エンニトリル
；（Ｅ）－２－（２，６－ジメチルヘプタ－１，５－ジエン－１－イル）－４－メチル－
１，３－ジオキソラン；（Ｅ）－１，１－ジメトキシ－３，７－ジメチルオクタ－２，６
－ジエン；（Ｅ）－１，１－ジエトキシ－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン；（
Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－１，３，６－トリエン；（１Ｒ，４Ｒ，６Ｓ）－１－メ
チル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタ
ン；（Ｅ）－オキサシクロヘプタデカ－１１－エン－２－オン；（Ｚ）－ノナ－６－エン
－１－オール；（１Ｒ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シク
ロヘキサ－２－エン－１－オール；（Ｚ）－デカ－４－エナール；（Ｅ）－ヘキサ－３－
エン－１－イル（Ｅ）－ヘキサ－３－エノエート；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イル
２－ヒドロキシベンゾエート；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルベンゾエート；（Ｚ
）－ヘキサ－３－エン－１－イル２－メチルブタノエート；（３Ｚ，６Ｚ）－ノナ－３，
６－ジエン－１－オール；プロピオン酸シンナミル；イソブタン酸シンナミル；ギ酸シン
ナミル；ケイ皮酸シンナミル；酢酸シンナミル；（Ｅ）－３－フェニルプロパ－２－エン
－１－オール；ヘキサデカン－１－オール；（Ｅ）－１－（２，６，６－トリメチルシク
ロヘキサ－２－エン－１－イル）ヘプタ－１，６－ジエン－３－オン；２－メチル－４－
（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１－エン－１－イル）ブタナール；（３ａＲ，
５ａＲ，９ａＲ，９ｂＲ）－３ａ，６，６，９ａ－テトラメチルドデカヒドロナフト［２
，１－ｂ］フラン；１，６－ジオキサシクロヘプタデカン－７－オン；１－（６－（ｔｅ
ｒｔ－ブチル）－１，１－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）エ
タン－１－オン；（３Ｒ，３ａＲ，６Ｓ，７Ｓ，８ａＳ）－６－メトキシ－３，６，８，
８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン；（３Ｒ，３ａＳ，６
Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メ
タノアズレン－３－イルホルメート；（３Ｒ，３ａＳ，６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，
８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－６－イルアセテ
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ート；（４Ｚ，８Ｚ）－１，５，９－トリメチル－１３－オキサビシクロ［１０．１．０
］トリデカ－４，８－ジエン；（３Ｒ，３ａＳ，６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８
－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－６－オール；５－メチ
ル－１－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）－６－オキサビ
シクロ［３．２．１］オクタン；５－メチル－１－（２，２，３－トリメチルシクロペン
タ－３－エン－１－イル）－６－オキサビシクロ［３．２．１］オクタン；１，１，２，
３，３－ペンタメチル－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒドロ－４Ｈ－インデン－４－
オン；（Ｚ）－４，１１，１１－トリメチル－８－メチレンビシクロ［７．２．０］ウン
デカ－３－エン－５－イルアセテート；（１Ｓ，２Ｓ，５Ｒ，８Ｓ）－４，４，８－トリ
メチルトリシクロ［６．３．１．０２，５］ドデカン－１－オール；２－メチル－５－（
プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－２－エン－１－イルアセテート；オクタン
ニ
トリル；オクタン－１－オール；オクタン酸；ドデカン酸；デカナール；３－（４－メト
キシフェニル）－２－メチルプロパナール；１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．
１］ヘプタン－２，３－ジオン；２，２－ジメチル－３－メチレンビシクロ［２．２．１
］ヘプタン；２－メチル－４－オキソ－６－ペンチルシクロヘキサ－２－エン－１－カル
ボン酸エチル；２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール；ステアリン酸ブ
チル；１－ブトキシ－１－オキソプロパン－２－イルブチレート；ブチルウンデカ－１０
－エノエート；２－メチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１
－イル）ブタン－１－オール；３－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）プロパナール
；（１Ｓ，２Ｓ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イル
イソブチレート；１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルア
セテート；２－エトキシ－２，６，６－トリメチル－９－メチレンビシクロ［３．３．１
］ノナン；（エトキシメトキシ）シクロドデカン；（Ｅ）－１－メチル－４－（６－メチ
ルヘプタ－５－エン－２－イリデン）シクロヘキサ－１－エン；３，３，６，７－テトラ
メチルオクタヒドロ－２Ｈ－クロメン；（５Ｒ，１０Ｒ）－６，１０－ジメチル－２－（
プロパン－２－イリデン）スピロ［４．５］デカ－６－エン－８－オン；１－メチル－４
－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキシルアセテート；１－メチル－４－（プロ
パ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；（２Ｚ，６Ｅ）－２，６－ジメ
チル－１０－メチレンドデカ－２，６，１１－トリエナール；（Ｒ）－３－メチレン－６
－（（Ｓ）－６－メチルヘプタ－５－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン；（４ａ
Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－４ａ－メチル－１－メチレン－７－（プロパ－１－エン－２－イル
）デカヒドロナフタレン；（Ｚ）－２－メチル－５－（（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－２－メチ
ル－３－メチレンビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イル）ペンタ－２－エン－１－
オール；６，６－ジメチル－２－メチレンビシクロ［３．１．１］ヘプタン；２－エトキ
シナフタレン；（１Ｓ，４Ｒ，７Ｒ）－１，４，９，９－テトラメチル－１，２，３，４
，５，６，７，８－オクタヒドロ－４，７－メタノアズレン；（１ａＳ，５ａＲ，９ａＲ
）－１ａ，５，５，７－テトラメチル－１ａ，２，３，４，５，５ａ，８，９－オクタヒ
ドロベンゾ［１，７］シクロヘプタ［１，２－ｂ］オキシレン；（Ｒ）－３，５，５，９
－テトラメチル－２，４ａ，５，６，７，８－ヘキサヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレ
ン；（１Ｓ，４Ｓ）－１，４－ジメチル－７－（プロパン－２－イリデン）－１，２，３
，４，５，６，７，８－オクタヒドロアズレン；（２，２－ジメトキシエチル）ベンゼン
；（Ｅ）－７，１１－ジメチル－３－メチレンドデカ－１，６，１０－トリエン；（１Ｒ
，２Ｓ，６Ｓ，７Ｓ，８Ｓ）－８－イソプロピル－１－メチル－３－メチレントリシクロ
［４．４．０．０２，７］デカン；（３Ｒ，３ａＳ，７Ｓ，８ａＳ）－３，８，８－トリ
メチル－６－メチレンオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン；（１Ｒ，９Ｓ，
Ｚ）－４，１１，１１－トリメチル－８－メチレンビシクロ［７．２．０］ウンデカ－４
－エン；（Ｓ）－４－メチル－１－（（Ｓ）－６－メチルヘプタ－５－エン－２－イル）
シクロヘキサ－３－エン－１－オール；（Ｚ）－４－（２，２，６－トリメチル－７－オ
キサビシクロ［４．１．０］ヘプタン－１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；４－メト
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キシ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］クロメン－７－オン；２－メチル－４－フェニルブタン
－２－オール；ドデカン酸ベンジル；２－メチル－１－フェニルプロパン－２－オール；
ケイ皮酸ベンジル；安息香酸ベンジル；ベンゾフェノン；７－イソペンチル－２Ｈ－ベン
ゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ）－オン；２’－イソプロピル－１，７，７
－トリメチルスピロ［ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２，４’－［１，３］ジオキサ
ン］／Ａ；４－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘキサ－３－エン－１
－カルボニトリル；（Ｅ）－２－（（７－ヒドロキシ－３，７－ジメチルオクチリデン）
アミノ）安息香酸メチル；４－メトキシベンジル２－フェニルアセテート；メチル（Ｅ）
－オクタ－４，７－ジエノエート；（Ｚ）－３－フェニルアクリル酸ペンチル；（３ａＲ
，５ａＳ，９ａＳ，９ｂＲ）－３ａ，６，６，９ａ－テトラメチルドデカヒドロナフト［
２，１－ｂ］フラン；（４ａＲ，５Ｒ，７ａＳ，９Ｒ）－２，２，５，８，８，９ａ－ヘ
キサメチルオクタヒドロ－４Ｈ－４ａ，９－メタノアズレノ［５，６－ｄ］［１，３］ジ
オキソール；２，５，５－トリメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ
ナフタレン－２－オール；２，５，５－トリメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，７
－オクタヒドロナフタレン－２－オール；１－（（２－（ｔｅｒｔ－ブチル）シクロヘキ
シル）オキシ）ブタン－２－オール；（３Ｓ，５ａＲ，７ａＳ，１１ａＳ，１１ｂＲ）－
３，８，８，１１ａ－テトラメチルドデカヒドロ－５Ｈ－３，５ａ－エポキシナフト［２
，１－ｃ］オキセピン；２，２，６，６，７，８，８－ヘプタメチルデカヒドロ－２Ｈ－
インデノ［４，５－ｂ］フラン；２，２，７，７，８，９，９－ヘプタメチルデカヒドロ
インデノ［４，３ａ－ｂ］フラン；２－（ｓｅｃ－ブチル）－１－ビニルシクロヘキシル
アセテート；（１Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－イソプロピル－４－メチルビシクロ［３．１．
０］ヘキサン－３－オン；（４Ｒ，４ａＳ）－４，４ａ－ジメチル－６－（プロパン－２
－イリデン）－４，４ａ，５，６，７，８－ヘキサヒドロナフタレン－２（３Ｈ）－オン
；２－（４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）プロパン－２－イルプロピオオ
ネート；（２Ｚ，６Ｅ，９Ｅ）－２，６，１０－トリメチルドデカ－２，６，９，１１－
テトラエナール；（２Ｒ，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－２－（プロパ－１－
エン－２－イル）－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；１
，７－ジメチル－７－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）トリシクロ［２．２．
１．０２，６］ヘプタン；（Ｅ）－５－（２，３－ジメチルトリシクロ［２．２．１．０
２，６］ヘプタン－３－イル）－２－メチルペンタ－２－エン－１－オール；（１Ｒ，３
ａＳ，７Ｓ，８ａＲ）－１，４，９，９－テトラメチル－２，３，６，７，８，８ａ－ヘ
キサヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン；１－（５，５－ジメチルシクロヘキサ－
１－エン－１－イル）ペンタ－４－エン－１－オン；（１Ｓ，４ａＳ，８ａＲ）－１－イ
ソプロピル－４，７－ジメチル－１，２，４ａ，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン
；（Ｒ，Ｚ）－１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ペン
タ－１－エン－３－オン；１－メチル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキ
サ－１－エン；（Ｚ）－４－（２，５，６，６－テトラメチルシクロヘキサ－２－エン－
１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；（１Ｚ，４Ｅ，８Ｚ）－２，６，６，９－テトラ
メチルシクロウンデカ－１，４，８－トリエン；（４ａＲ，８Ｓ，９ａＳ）－３，５，５
，８－テトラメチル－９－メチレン－２，４ａ，５，６，７，８，９，９ａ－オクタヒド
ロ－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレン；（１ａＲ，４Ｒ，４ａＲ，７ｂＳ）－１，１，４，７
－テトラメチル－１ａ，２，３，４，４ａ，５，６，７ｂ－オクタヒドロ－１Ｈ－シクロ
プロパ［ｅ］アズレン；１，４－ジメチル－７－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，
２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロアズレン；（３Ｅ，６Ｅ）－３，７，１１－
トリメチルドデカ－１，３，６，１０－テトラエン；７，７－ジメチル－２－メチレンビ
シクロ［２．２．１］ヘプタン；２－（（２Ｒ，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル
－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン
－２－オール；（Ｒ）－１－メチル－４－（６－メチルヘプタ－５－エン－２－イル）ベ
ンゼン；（３ａＲ，３ｂＲ，４Ｓ，７Ｒ，７ａＳ）－４－イソプロピル－７－メチル－３
ａ，３ｂ，４，５，６，７－ヘキサヒドロ－１Ｈ－シクロペンタ［１，３］シクロプロパ



(10) JP 2017-537173 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

［１，２］ベンゼン；（１ａＳ，２ａＲ，３Ｒ，５ａＳ，７Ｒ，７ａＲ）－３，６，６，
７ａ－テトラメチルオクタヒドロ－２Ｈ－２ａ，７－メタノアズレノ［５，６－ｂ］オキ
シレン；（１Ｒ，４Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－４－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，
２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－オール；（１Ｓ，４ａ
Ｒ，８ａＲ）－１－イソプロピル－４，７－ジメチル－１，２，４ａ，５，６，８ａ－ヘ
キサヒドロナフタレン；（Ｒ）－２－（（Ｒ）－４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１
－イル）ヘキサ－５－エン－２－オール；（Ｚ）－１－メチル－４－（６－メチルヘプタ
－２，５－ジエン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン；２，６－ジメチル－６－（４－
メチルペンタ－３－エン－１－イル）ビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン；（Ｅ）
－２－ベンジリデンヘプタン－１－オール；（Ｅ）－２－ベンジリデンヘプチルアセテー
ト；（Ｚ）－（２－（ジエトキシメチル）ヘプタ－１－エン－１－イル）ベンゼン；（Ｅ
）－２－ベンジリデンヘプタナール；（１Ｓ，４ａＲ，８ａＳ）－１－イソプロピル－４
，７－ジメチル－１，２，４ａ，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；（３Ｒ，５ａ
Ｓ，９ａＲ）－２，２，５ａ，９－テトラメチル－３，４，５，５ａ，６，７－ヘキサヒ
ドロ－２Ｈ－３，９ａ－メタノベンゾ［ｂ］オキセピン；１－メチル－４－（４－メチル
ペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルバルデヒド；１－フェ
ニルペンタン－２－オール；３－メチル－１－フェニルペンタン－３－オール；２，３，
４－トリメトキシベンズアルデヒド；２，４，５－トリメトキシベンズアルデヒド；２，
４，６－トリメトキシベンズアルデヒド；トランス，トランス－２，４－ノナジエナール
；２，６，１０－トリメチルウンデカナール；α－４－ジメチルベンゼンプロパナール；
３－シクロヘキシルプロパン酸アリル；２－（イソペンチルオキシ）酢酸アリル；（１ａ
Ｒ，４ａＳ，７Ｒ，７ａＲ，７ｂＳ）－１，１，７－トリメチル－４－メチレンデカヒド
ロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン；（Ｅ）－ウンデカ－９－エナール；（Ｅ）－２
－（（（３，５－ジメチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）メチレン）アミノ）安息
香酸メチル；２，６，１０－トリメチルウンデカ－９－エナール；（７，７，８，８－テ
トラメチルオクタヒドロ－２，３ｂ－メタノシクロペンタ［１，３］シクロプロパ［１，
２］ベンゼン－４－イル）メチルアセテート；酢酸ノニル；（２－（１－プロピルエトキ
シ）エチル）ベンゼン；１－（１－プロポキシエトキシ）プロパン；（（１－（２－メト
キシエトキシ）エトキシ）メチル）ベンゼン；（Ｚ）－２－（４－メチルベンジリデン）
ヘプタナール；デカ－９－エナール；（Ｚ）－オキサシクロヘプタデカ－８－エン－２－
オン；７－メトキシ－２Ｈ－クロメン－２－オン；（２Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８
－ジメチル－２－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，２，３，４，４ａ，５，６，８
ａ－オクタヒドロナフタレン；２－（（２Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－
１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン－
２－オール；１－（３，５，５，６，８，８－ヘキサメチル－５，６，７，８－テトラヒ
ドロナフタレン－２－イル）エタン－１－オン；６－イソプロピルキノリン；３－（６，
６－ジメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－２－イル）プロパナール；６，
１０，１４－トリメチルペンタデカン－２－オン；２－メチル－５－（プロパ－１－エン
－２－イル）－２－ビニルテトラヒドロフラン；（Ｅ）－シクロヘキサデカ－５－エン－
１－オン；１－イソプロピル－４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－オール；１－フ
ェ
ニルペンタ－４－エン－１－オン；１－イソプロピル－４－メチルシクロヘキサ－３－エ
ン－１－オール；３，６－ジメチル－４，５，６，７－テトラヒドロベンゾフラン；４－
（４－メトキシフェニル）ブタン－２－オン；（１ａＲ，２Ｓ，４ａＳ）－２，４ａ，８
，８－テトラメチルオクタヒドロシクロプロパ［ｄ］ナフタレン－３（１Ｈ）－オン；（
Ｅ）－３－プロピリデンイソベンゾフラン－１（３Ｈ）－オン；（Ｚ）－ドデカ－２－エ
ナール；３－メチル－５－フェニルペンタナール；（Ｅ）－ヘキサ－３－エン－１－イル
３－メチルブタノエート；３，６－ジメチルオクタン－３－イルアセテート；３，４，５
－トリメトキシベンズアルデヒド；３－（４－イソプロピルフェニル）プロパナール；（
Ｚ）－ウンデカ－２－エンニトリル；（Ｅ）－ウンデカ－２－エナール；（２Ｅ，６Ｅ）
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－ノナ－２，６－ジエナール；酪酸フェネチル；（Ｚ）－３－（フラン－２－イル）－２
－フェニルアクリルアルデヒド；２－フェノキシエタン－１－オール；（Ｚ）－ノナ－２
－エナール；ノナン－２－オール；ノナン－２－オン；２－イソブチルキノリン；（Ｅ）
－２－ヘキシリデンシクロペンタン－１－オン；２－ヘプチルテトラヒドロフラン；（Ｅ
）－デカ－２－エナール；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエナール；（２Ｅ，６Ｅ）
－ノナ－２，６－ジエン－１－オール；２，６－ジメチルオクタナール；デカン－１－オ
ール；（Ｅ）－ヘプタ－１－エン－１－イルアセテート；ウンデカ－１０－エン－１－オ
ール；ウンデカ－１０－エナール；２－（（２Ｒ，４ａＳ）－４ａ，８－ジメチル－１，
２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン－２－オ
ール；１－イソプロピル－４－メチル－７－チアビシクロ［２．２．１］ヘプタン；（３
Ｅ，５Ｚ）－ウンデカ－１，３，５－トリエン；３，７－ジメチルオクタ－６－エン－３
－オール；１，３，３－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルアセテー
ト；１，１，２，３，３－ペンタメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン；（Ｚ）－
６，１０－ジメチルウンデカ－５，９－ジエン－２－イルアセテート；（Ｚ）－ドデカ－
３－エナール；（Ｓ）－５－ヘプチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；（Ｒ）－５－
ヘプチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；（Ｅ）－６，１０－ジメチルウンデカ－５
，９－ジエン－２－イルアセテート；（Ｚ）・|３－メチル－５－フェニルペンタ－２－
エンニトリル；（２Ｓ，５Ｓ，６Ｓ）－２，６，１０，１０－テトラメチル－１－オキサ
スピロ［４．５］デカン－６－オール；（２Ｅ）－３－メチル－５－フェニル－２－ペン
テンニトリル；（１Ｓ，２Ｓ，５Ｓ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル
）シクロヘキサン－１－オール；（２Ｓ，５Ｒ）－２－イソプロピル－５－メチルシクロ
ヘキサン－１－オン；（Ｒ，Ｅ）－２－メチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペ
ンタ－３－エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オール；２－（８－イソプロピル－６
－メチルビシクロ［２．２．２］オクタ－５－エン－２－イル）－１，３－ジオキソラン
；（Ｅ）－４－（２，２－ジメチル－６－メチレンシクロヘキシル）－３－メチルブタ－
３－エン－２－オン；３－（３－イソプロピルフェニル）ブタナール；３－（１－エトキ
シエトキシ）－３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン；３ａ，４，５，６，７，７ａ
－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルプロピオネート；２－（（３
Ｓ，３ａＳ，５Ｒ）－３，８－ジメチル－１，２，３，３ａ，４，５，６，７－オクタヒ
ドロアズレン－５－イル）プロパン－２－オール；２－フェニル酢酸ベンジル；２－ヒド
ロキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オン；（Ｅ）－１，２，４－トリメトキシ－５
－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；３－（６，６－ジメチルビシクロ［３．１
．１］ヘプタ－２－エン－２－イル）－２，２－ジメチルプロパナール；２－メチル－５
－（６－メチルヘプタ－５－エン－２－イル）ビシクロ［３．１．０］ヘキサ－２－エン
；１－（１，１，２，３，３，６－ヘキサメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－
５－イル）エタン－１－オン；２－（ｍ－トリル）エタン－１－オール；（３Ｅ，６Ｅ）
－ノナ－３，６－ジエン－１－オール；（Ｅ）－トリデカ－２－エナール；（１Ｒ，４Ｓ
，４ａＳ，６Ｒ，８ａＳ）－４，８ａ，９，９－テトラメチルオクタヒドロ－１，６－メ
タノナフタレン－１（２Ｈ）－オール；イソブタン酸ｐ－トリル；ヘキサン酸ｐ－トリル
；５－ヘキシル－４－メチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；エチル（２Ｚ，４Ｅ）
－デカ－２，４－ジエノエート；２，４－ジメチル－６－フェニル－３，６－ジヒドロ－
２Ｈ－ピラン；２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセトニトリル；４－（プロパ－
１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン－１－カルバルデヒド；（４－（プロパ－
１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン－１－イル）メチルアセテート；（４－（
プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン－１－イル）メタノール；（２－
イソプロポキシエチル）ベンゼン；２－シクロヘキシルヘプタ－１，６－ジエン－３－オ
ン；（２－（シクロヘキシルオキシ）エチル）ベンゼン；２－メチル酪酸フェネチル；２
－フェニルエタン－１－オール；２－フェニル酢酸フェネチル；３－メチル－５－フェニ
ルペンタン－１－オール；安息香酸フェニル；安息香酸フェネチル；２－ベンジル－１，
３－ジオキソラン；２－（６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－
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２－イル）アセトアルデヒド；６，６－ジメチル－２－メチレンビシクロ［３．１．１］
ヘプタン－３－オール；４－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）ブタン
－２－オン；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデ
ン－６－イルピバレート；（４ａＲ，８ａＳ）－７－メチルオクタヒドロ－１，４－メタ
ノナフタレン－６（２Ｈ）－オン；４－イソプロピル－１－メチルシクロヘキサ－３－エ
ン－１－オール；（Ｅ）－３，３－ジメチル－５－（２，２，３－トリメチルシクロペン
タ－３－エン－１－イル）ペンタ－４－エン－２－オール；１－メチル－４－（４－メチ
ルペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルバルデヒド；プロパ
ン－１，２－ジオール；２－フェニル酢酸ｐ－トリル；２，４，７－デカトリエン酸エチ
ル；２－ベンジル－４，４，６－トリメチル－１，３－ジオキサン；２，４－ジメチル－
４－フェニルテトラヒドロフラン；（２Ｒ，４ａ’Ｒ，８ａ’Ｒ）－３，７’－ジメチル
－３’，４’，４ａ’，５’，８’，８ａ’－ヘキサヒドロ－１’Ｈ－スピロ［オキシラ
ン－２，２’－［１，４］メタノナフタレン］；（Ｚ）－６－エチリデンオクタヒドロ－
２Ｈ－５，８－メタノクロメン；２－（（Ｓ）－１－（（Ｓ）－３，３－ジメチルシクロ
ヘキシル）エトキシ）－２－オキソエチルプロピオネート；２，２－ジメチル－６－メチ
レンシクロヘキサン－１－カルボン酸メチル；２－メチル－５－フェニルペンタン－１－
オール；４－メチル－２－フェニル－３，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン；（１Ｓ，３Ｒ，
５Ｓ）－１－イソプロピル－４－メチレンビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－オール
；５－アリルベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール；２，２，７，９－テトラメチルスピ
ロ（５．５）ウンデカ－８－エン－１－オン；３－メチル－５－（２，２，３－トリメチ
ルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ペンタン－２－オール；（Ｚ）－２－エチル－４
－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－
オール；（Ｅ）－２－メチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－
１－イル）ブタ－２－エン－１－オール；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メ
タノインデン－２－カルバルデヒド；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノ
インデン－２－カルバルデヒド；１－（３－ヒドロキシ－３－メチルペンタ－４－エン－
１－イル）－２，５，５，８ａ－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２－オール；（４
ａＲ，６ａＳ，１０ａＳ，１０ｂＲ）－３，４ａ，７，７，１０ａ－ペンタメチル－４ａ
，５，６，６ａ，７，８，９，１０，１０ａ，１０ｂ－デカヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［ｆ］
クロメン；（４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－２－（プロパン－２－イリデン）
－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；２－（１－（３，３
－ジメチルシクロヘキシル）エトキシ）－２－メチルプロピルシクロプロパンカルボキシ
レート；３－（４－イソブチルフェニル）－２－メチルプロパナール；（１ａＲ，４ａＲ
，７Ｓ，７ａＲ，７ｂＲ）－１，１，７－トリメチル－４－メチレンデカヒドロ－１Ｈ－
シクロプロパ［ｅ］アズレン－７－オール；（１Ｒ，３Ｒ，６Ｒ）－２’，２’，３，７
，７－ペンタメチルスピロ［ビシクロ［４．１．０］ヘプタン－２，５’－［１，３］ジ
オキサン］；２－メチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］ウンデカン；１－（スピロ
［４．５］デカ－７－エン－７－イル）ペンタ－４－エン－１－オン；２－（４－メチル
チアゾール－５－イル）エタン－１－オール；２－（ヘプタン－３－イル）－１，３－ジ
オキソラン；（Ｚ）－ドデカ－４－エナール；（１Ｓ，４Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－４－イ
ソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒドロナ
フタレン－１－オール；（１Ｓ，４Ｓ，４ａＲ，８ａＳ）－４－イソプロピル－１，６－
ジメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－オール
；３－メチル－２－ペンチルシクロペンタン－１－オン；２，６，１０，１０－テトラメ
チル－１－オキサスピロ［４．５］デカ－６－エン；２－（２－メルカプトプロパン－２
－イル）－５－メチルシクロヘキサン－１－オン；（１ａＲ，４ａＳ）－２，４ａ，８，
８－テトラメチル－１，１ａ，４，４ａ，５，６，７，８－オクタヒドロシクロプロパ［
ｄ］ナフタレン；１－イソプロピル－２－メトキシ－４－メチルベンゼン；１－（２，２
，６－トリメチルシクロヘキシル）ヘキサン－３－オール；（２Ｚ，４Ｅ）－ノナ－２，
４－ジエナール；（２Ｅ，６Ｅ）－３，７，１１－トリメチルドデカ－２，６，１０－ト
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リエン－１－オール；（２Ｅ，６Ｚ）－ノナ－２，６－ジエナール；（Ｚ）－デカ－２－
エナール；（Ｅ）－ノナ－２－エナール；（３Ｅ，６Ｚ）－ノナ－３，６－ジエン－１－
オール；（Ｅ）－デカ－４－エナール；（Ｚ）－オキサシクロヘプタデカ－８－エン－２
－オン；（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－１，３，６－トリエン；（Ｚ）－３，７－ジ
メチルオクタ－１，３，６－トリエン；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエ
ン－１－オール；２－（（１Ｓ，２Ｓ）－３－オキソ－２－ペンチルシクロペンチル）酢
酸メチル；７－（１，１－ジメチルエチル）－２Ｈ－１，５－ベンゾジオキセピン－３（
４Ｈ）－オン；（１Ｒ－（１α，３α，４ａα））－２，３，４，４ａ，５，６－ヘキサ
ヒドロ－２，２－ジメチル－１，３－メタノナフタレン－７（１Ｈ）－オン；トリデカン
－１－オール；２－ヒドロキシプロパン－１，２，３－トリカルボン酸トリエチル；２－
（（１－ヒドロキシ－３－フェニルブチル）アミノ）安息香酸メチル；１－（（２Ｅ，５
Ｚ，９Ｚ）－２，６，１０－トリメチルシクロドデカ－２，５，９－トリエン－１－イル
）エタン－１－オン；デカヒドロ－２，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－２ｈ－イン
デノ（４，５－ｂ）フラン；１３－メチルオキサシクロペンタデカ－１０－エン－２－オ
ン；ウンデカナール；（Ｅ）－４－メチルデカ－３－エン－５－オール；（３Ｒ，４ａＳ
，５Ｒ）－４ａ，５－ジメチル－３－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，２，３，４
，４ａ，５，６，７－オクタヒドロナフタレン；２－（（２Ｒ，８Ｒ，８ａＳ）－８，８
ａ－ジメチル－１，２，３，４，６，７，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－２－イル
）プロパン－２－オール；４－ホルミル－２－メトキシフェニルイソブチレート；（Ｚ）
－
２－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ブタ－
２－エナール；２，４－ジヒドロキシ－３，６－ジメチル安息香酸メチル；１－メトキシ
－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン；（Ｚ）
－２－（（３－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプロピリデン）アミ
ノ）安息香酸メチル；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルイソブチレート；２，４，６
－トリメチル－４－フェニル－１，３－ジオキサン；１－（（３Ｒ，３ａＲ，７Ｒ，８ａ
Ｓ）－３，６，８，８－テトラメチル－２，３，４，７，８，８ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ
－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル）エタン－１－オン；（Ｚ）－２－（（（２，４
－ジメチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）メチレン）アミノ）安息香酸メチル；４
，８－ジメチル－２－（プロパン－２－イリデン）－１，２，３，３ａ，４，５，６，８
ａ－オクタヒドロアズレン－６－オール；４，８－ジメチル－２－（プロパン－２－イリ
デン）－１，２，３，３ａ，４，５，６，８ａ－オクタヒドロアズレン－６－イルアセテ
ート；デカヒドロ－３Ｈ－スピロ［フラン－２，５’－［４，７］メタノインデン］；（
２Ｚ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエンニトリル；（Ｚ）－シクロオクタ－４－エン－１－
イルメチルカーボネート；（１ａＲ，４Ｓ，４ａＳ，７Ｒ，７ａＳ，７ｂＳ）－１，１，
４，７－テトラメチルデカヒドロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン－４－オール；３
，５，５，６，７，８，８－ヘプタメチル－５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－
２－カルボニトリル；（１Ｓ，２Ｓ，３Ｓ，５Ｒ）－２，６，６－トリメチルスピロ［ビ
シクロ［３．１．１］ヘプタン－３，１’－シクロヘキサン］－２’－エン－４’－オン
；１’，１’，５’，５’－テトラメチルヘキサヒドロ－２’Ｈ，５’Ｈ－スピロ［［１
，３］ジオキソラン－２，８’－［２，４ａ］メタノナフタレン］；（２’Ｓ，４ａ’Ｓ
，８ａ’Ｓ）－１’，１’，５’，５’－テトラメチルヘキサヒドロ－２’Ｈ，５’Ｈ－
スピロ［［１，３］ジオキソラン－２，８’－［２，４ａ］メタノナフタレン］；４－（
４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）ブタン－２－オン；（１Ｒ，８ａＲ）－４－イ
ソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，７，８，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；
２，４－ジメチル－２－（５，５，８，８－テトラメチル－５，６，７，８－テトラヒド
ロナフタレン－２－イル）－１，３－ジオキソラン；３ａ，５，６，７，８，８ｂ－ヘキ
サヒドロ－２，２，６，６，７，８，８－ヘプタメチル－４Ｈ－インデノ（４，５－ｄ）
－１，３－ジオキソール；２，４－ジメチル－４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデ
ノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；（１－メチル－２－（（１，２，２－トリメチ
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ルビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－イル）メチル）シクロプロピル）メタノール；
２－（シクロヘキシルオキシ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタ
ン；４－（（２Ｒ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イ
ル）シクロヘキサン－１－オール；８，８－ジ（１Ｈ－インドール－１－イル）－２，６
－ジメチルオクタン－２－オール；（７，７，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－２，
３ｂ－メタノシクロペンタ［１，３］シクロプロパ［１，２］ベンゼン－４－イル）メタ
ノール；８，８－ジメチル－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７
－メタノインデン－６－イルプロピオネート；（Ｅ）－４－（（３ａＲ，４Ｒ，７Ｒ，７
ａＲ）－１，３ａ，４，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－５Ｈ－４，７－メタノインデン－
５－イリデン）－３－メチルブタン－２－オール；（３Ｒ，３ａＲ，６Ｓ，７Ｓ，８ａＳ
）－６－メトキシ－３，６，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタ
ノアズレン；（１Ｒ，２Ｓ，６Ｓ，７Ｓ，８Ｓ）－８－イソプロピル－１－メチル－３－
メチレントリシクロ［４．４．０．０２，７］デカン；２’－イソプロピル－１，７，７
－トリメチルスピロ［ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２，４’－［１，３］ジオキサ
ン］；（４ａＲ，５Ｒ，７ａＳ，９Ｒ）－２，２，５，８，８，９ａ－ヘキサメチルオク
タヒドロ－４Ｈ－４ａ，９－メタノアズレノ［５，６－ｄ］［１，３］ジオキソール；（
３Ｓ，５ａＲ，７ａＳ，１１ａＳ，１１ｂＲ）－３，８，８，１１ａ－テトラメチルドデ
カヒドロ－５Ｈ－３，５ａ－エポキシナフト［２，１－ｃ］オキセピン；２，２，６，６
，７，８，８－ヘプタメチルデカヒドロ－２Ｈ－インデノ［４，５－ｂ］フラン；（１ａ
Ｓ，２ａＲ，３Ｒ，５ａＳ，７Ｒ，７ａＲ）－３，６，６，７ａ－テトラメチルオクタヒ
ドロ－２Ｈ－２ａ，７－メタノアズレノ［５，６－ｂ］オキシレン；（７，７，８，８－
テトラメチルオクタヒドロ－２，３ｂ－メタノシクロペンタ［１，３］シクロプロパ［１
，２］ベンゼン－４－イル）メチルアセテート；１－（３－ヒドロキシ－３－メチルペン
タ－４－エン－１－イル）－２，５，５，８ａ－テトラメチルデカヒドロナフタレン－２
－オール；デカヒドロ－２，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－２ｈ－インデノ（４，
５－ｂ）フラン；２－エチルヘキシル（Ｚ）－３－（４－メトキシフェニル）アクリレー
ト；メトキシシクロドデカン；１－エトキシ－４－（ｔｅｒｔ－ペンチル）シクロヘキサ
ン；（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）（フェニル）メタノン；（３Ｚ）－１－
（２－ブテン－１－イルオキシ）－３－ヘキセン；４－（２－メトキシプロパン－２－イ
ル）－１－メチルシクロヘキサ－１－エン；４－（ｔｅｒｔ－ペンチル）シクロヘキサン
－１－オン；３－メトキシ－３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン；７－イソプロピ
ル－８，８－ジメチル－６，１０－ジオキサスピロ［４．５］デカン；（Ｅ）－３－（２
－メトキシフェニル）アクリルアルデヒド；３，７－ジメチルオクタナール；１，１－ジ
メトキシオクタン；２－メチル－６－メチレンオクタ－７－エン－２－オール；４－メト
キシ－６－プロパ－２－エニル－１，３－ベンゾジオキソール；テトラデカンニトリル；
（Ｅ）－２，７－ジメチルオクタ－１，５，７－トリエン－３－オール；３，３－ジメチ
ル－５（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－４－ペンテン－２
－オール；２－ヒドロキシ安息香酸ヘキシル；ヘキシル（Ｚ）－ブタ－２－エノエート；
（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イルホルメート；（Ｚ）－３，
７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－オール；１－エチル－３－メトキシトリシク
ロ［２．２．１．０２，６］ヘプタン；１０－イソプロピル－２，７－ジメチル－１－オ
キサスピロ［４．５］デカ－３，６－ジエン；６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］
ヘプタ－２－エン－２－カルバルデヒド；（Ｅ）－４－（２，２，３，６－テトラメチル
シクロヘキシル）ブタ－３－エン－２－オン；（Ｚ）－１－（２，６，６－トリメチルシ
クロヘキサ－１－エン－１－イル）ペンタ１－エン－３－オン；（Ｅ）－２，２－ジメチ
ル－３－（３－メチルペンタ－２，４－ジエン－１－イル）オキシラン；３－メチルシク
ロペンタデカン－１－オン；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－４，６－ジエン－３－オ
ール；３－メチル－４－フェニルブタン－２－オール；１－（４－イソプロピルシクロヘ
キシル）エタン－１－オール；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルシクロプロパンカル
ボキシレート；（Ｅ）－デカ－５－エン酸；プロピオン酸１－フェニルエチル；２－フェ
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ニル酢酸メチル；４－フェニルブタン－２－オール；ステアリン酸メチル；メチル（９Ｚ
，１２Ｚ）－オクタデカ－９，１２－ジエノエート；１－ヒドロキシデカン－３－オン；
２－メチル－６－オキサスピロ［４．５］デカン－７－オン；（Ｚ）－１，２－ジメトキ
シ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；パルミチン酸メチル；４－アリル－
１，２－ジメトキシベンゼン；メチル（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエノ
エート；１－メチル－２－フェノキシベンゼン；２－エトキシ－４－（メトキシメチル）
フェノール；２－シクロペンチリデン酢酸メチル；１－アリル－４－メトキシベンゼン；
６－メトキシ－２，６－ジメチルヘプタナール；７－メトキシ－３，７－ジメチルオクタ
ナール；（（１ｓ，４ｓ）－４－イソプロピルシクロヘキシル）メタノール；３－（３－
（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプロパナール；（Ｅ）－４－（４，８－ジ
メチルノナ－３，７－ジエン－１－イル）ピリジン；（Ｅ）－トリデカ－３，１２－ジエ
ンニトリル；２，２－ジメチル－３－（ｍ－トリル）プロパン－１－オール；８－イソプ
ロピル－６－メチルビシクロ［２．２．２］オクタ－５－エン－２－カルボアルデヒド；
４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルバルデ
ヒド；（Ｚ）－３－ヘキセン－１－イル－２－シクロペンテン－１－オン；３，７－ジメ
チルオクタ－１，６－ジエン－３－イルプロピオネート；３，７－ジメチルオクタ－１，
６－ジエン－３－イルオクタノエート；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－
イルホルメート；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－イルブチレート；３，
７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－イルベンゾエート；３，７－ジメチルオクタ
－１，６－ジエン－３－イル２－アミノベンゾエート；３，７－ジメチルオクタ－１，６
－ジエン－３－イルアセテート；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－オール
；３－（４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ブタナール；３－（４－（ｔｅ
ｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプロパナール；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－
イルメチルカーボネート；４－メチルキノリン；（Ｅ）－１－（１－メトキシプロポキシ
）ヘキサ－３－エン；２－メチル－５－（１－メチルエテニル）－２－シクロヘキセノン
；ドデカナール；２，２－ジメチル－５－フェニルヘキサンニトリル；（Ｅ）－６－（ペ
ンタ－３－エン－１－イル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；２－ヘキシルシク
ロペンタン－１－オン；（Ｚ）－４－（６，６－ジメチルシクロヘキサ－２－エン－１－
イル）－３－メチルブタ－３－エン－２－オン；２，６，９，１０－テトラメチル－１－
オキサスピロ（４．５）デカ－３，６－ジエン；４－メチルペンタ－１－エン－３－オー
ル；パルミチン酸イソプロピル；ドデカン酸イソプロピル；２－メチルブタン酸イソプロ
ピル；４－メチルペンタ－４－エン－２－イルイソブチレート；７－メチルオクチルアセ
テート；７－メチルオクタン－１－オール；４－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イ
ル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルボアルデヒド；（Ｚ）－２－メトキシ－４－（プ
ロパ－１－エン－１－イル）フェニルアセテート；（Ｚ）－２－メトキシ－４－（プロパ
－１－エン－１－イル）フェノール；（１Ｒ，２Ｒ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビ
シクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルプロピオネート；（１Ｒ，４Ｓ）－１，７，７
－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルアセテート；１，７，７－トリ
メチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－オール；２－（４－イソプロピルシクロヘ
キサ１，４－ジエン－１－イル）エチルホルメート；イソペンチル（Ｅ）－ウンデカ－６
－エノエート；オクタン酸イソペンチル；ドデカン酸イソペンチル；イソ酪酸イソペンチ
ル；（Ｅ）－オキサシクロヘプタデカ－１０－エン－２－オン；８，８－ジ（１Ｈ－イン
ドール－１－イル）－２，６－ジメチルオクタン－２－オール；２－シクロドデシルプロ
パン－１－オール；３－フェニルプロパン－１－オール；３－フェニルプロパン酸；（１
，１－ジメトキシプロパン－２－イル）ベンゼン；２－フェニルプロパン－１－オール；
プロピオン酸ヘキシル；酪酸ヘキシル；２－メチル酪酸ヘキシル；ヘキシルフラン－２－
カルボキシレート；オキサシクロヘプタデカン－２－オン；ヘプタン－１－オール；酢酸
ヘプチル；ヘプタナール；２－（１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）エトキシ）－
２
－メチルプロピルプロピオネート；５－（ジエトキシメチル）ベンゾ［ｄ］［１，３］ジ
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オキソール；ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－カルバルデヒド；３－（ベンゾ
［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）－２－メチルプロパナール；（Ｅ）－オキサ
シクロヘキサデカ－１３－エン－２－オン；６－ブチル－２，４－ジメチル－３，６－ジ
ヒドロ－２Ｈ－ピラン；２－（（３Ｓ，５Ｒ，８Ｓ）－３，８－ジメチル－１，２，３，
４，５，６，７，８－オクタヒドロアズレン－５－イル）プロパン－２－オール；１－（
２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ペンタン－３－オン；（１
Ｚ，５Ｚ）－１，５－ジメチル－８－（プロパン－２－イリデン）シクロデカ－１，５－
ジエン；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イル２－フェニルアセ
テート；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イル２－フェニルアセ
テート；（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエンニトリル；（Ｅ）－３，７－
ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イルホルメート；（Ｅ）－３，７－ジメチルオク
タ－２，６－ジエン－１－イルオクタノエート；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，
６－ジエン－１－イルベンゾエート；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエナ
ール；Ｎ，２－ジメチル－Ｎ－フェニルブタンアミド；１－イソプロピル－４－メチルシ
クロヘキサ－１，４－ジエン；（１Ｒ，４ａＲ，８ａＳ）－１－イソプロピル－７－メチ
ル－４－メチレン－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；５
－［（Ｚ）－ヘキサ－３－エニル］オキソラン－２－オン；（４ａＳ，９ａＲ）－３，５
，５，９－テトラメチル－２，４ａ，５，６，７，９ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［
７］アヌレン；（Ｚ）－１－（２，２－ジメチル－６－メチレンシクロヘキシル）ブタ－
２－エン－１－オン；（１Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－イソプロピル－７－メチル－４－
メチレン－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；１－（３，
３－ジメチルシクロヘキシル）ペンタ－４－エン－１－オン；フラン－２－イルメチルオ
クタノエート；フラン－２－イルメチルヘキサノエート；フラン－２－イルメチルヘプタ
ノエート；（３ａＲ，４Ｓ，７Ｒ，７ａＲ）－オクタヒドロ－３ａＨ－４，７－メタノイ
ンデン－３ａ－カルボン酸エチル；２－（ｓｅｃ－ブチル）シクロヘキサン－１－オン；
３－（２－エチルフェニル）－２，２－ジメチルプロパナール；２－（ｔｅｒｔ－ブチル
）シクロヘキシルエチルカーボネート；３－（２－エチルフェニル）－２，２－ジメチル
プロパナール；（Ｅ）－４，８－ジメチルデカ－４，９－ジエナール；３－（４－エチル
フェニル）－２，２－ジメチルプロパンニトリル；２－ヘプチルシクロペンタン－１－オ
ン；１－エトキシエトキシシクロドデカン；（Ｚ）－５－メチルヘプタ－２－エン－４－
オン；１，３，３－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－オール；オキサシ
クロヘキサデカン－２－オン；（Ｅ）－シクロペンタデカ－４－エン－１－オン；１－シ
クロペンタデカ－４－エン－１－オン；４－アリル－２－メトキシフェニルアセテート；
４－アリル－２－メトキシフェノール；１，３，３－トリメチル－２－オキサビシクロ［
２．２．２］オクタン；３－メチル－３－フェニルオキシラン－２－カルボン酸エチル；
１，４－ジオキサシクロヘプタデカン－５，１７－ジオン；２－エトキシ－４－ホルミル
フェニルアセテート；エチルウンデカ－１０－エノエート；パルミチン酸エチル；オクタ
ン酸エチル；テトラデカン酸エチル；（Ｅ）－３，７－ジメチルノナ－１，６－ジエン－
３－オール；ケイ皮酸エチル；３－フェニルオキシラン－２－カルボン酸エチル；２－シ
クロヘキシルプロパン酸エチル；６－エチル－２，１０，１０－トリメチル－１－オキサ
スピロ［４．５］デカ－３，６－ジエン；（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３，４，５－テト
ラヒドロキシペンタナール；（Ｅ）－４－（（３ａＳ，７ａＳ）－オクタヒドロ－５Ｈ－
４，７－メタノインデン－５－イリデン）ブタナール；（２Ｒ，５Ｒ）－２－メチル－５
－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オン；４－メチル－２－フェニ
ルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン；オキシジベンゼン；ジフェニルメタン；２－メチル－１
－フェニルプロパン－２－イルブチレート；２，６－ジメチルオクタ－７－エン－２－オ
ール；３－メチル－２－ペンチルシクロペンタ－２－エン－１－オン；３，３，５－トリ
メチルシクロヘキサン－１－オン；２－メトキシ－４－プロピルフェノール；クロマン－
２－オン；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オン
；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキシルアセテート；２－（
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４－メチルシクロヘキシル）プロパン－２－イルアセテート；４－（２，６，６－トリメ
チルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ブタン－２－オン；（オキシビス（メチレン）
）ジベンゼン；フタル酸ジブチル；１，２－ジフェニルエタン；（３Ｒ，４Ｒ）－１－イ
ソプロピル－４－メチル－３－（プロパ－１－エン－２－イル）－４－ビニルシクロヘキ
サ－１－エン；（１Ｓ，８ａＲ）－４，７－ジメチル－１－（プロパン－２－イル）－１
，２，３，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；（１Ｓ，８ａＳ）－１－イソプロピ
ル－４，７－ジメチル－１，２，３，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；２－ペン
チルシクロペンタン－１－オン；２－アミノ安息香酸デシル；デカヒドロナフタレン－２
－オール；（１ｓ，４ｓ）－１，４－ジメチルシクロヘキサン－１－カルボン酸メチル；
３－（４－イソプロピルフェニル）－２－メチルプロパナール；シクロテトラデカン；シ
クロペンタデカノン；酢酸２－シクロヘキシルエチル；２－ヒドロキシ安息香酸シクロヘ
キシル；１，４－ジオキサシクロヘキサデカン－５，１６－ジオン；（４－イソプロピル
フェニル）メタノール；２－メトキシ－４－メチルフェノール；（３Ｚ，５Ｚ）－２，６
－ジメチルオクタ－１，３，５，７－テトラエン；４－シクロヘキシル－２－メチルブタ
ン－２－オール；２－（３－フェニルプロピル）ピリジン；３－（４－メチルシクロヘキ
サ－３－エン－１－イル）ブタ－３－エン－１－イルアセテート；３－（４－メチルシク
ロヘキサ－３－エン－１－イル）ブタン－１－オール；２－ベンジル－２－メチルブタ－
３－エンニトリル；３，７－ジメチルオクタ－６－エンニトリル；３，７－ジメチルオク
タ－６－エン－１－イル２－フェニルアセテート；３，７－ジメチルオクタ－６－エン－
１－イルホルメート；３，７－ジメチルオクタ－６－エン－１－イルベンゾエート；３，
７－ジメチルオクタ－６－エン－１－オール；３，７－ジメチルオクタ－６－エナール；
（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエナール；（１Ｒ，２Ｓ，５Ｒ）－２，６
，６－トリメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタン；（Ｚ）－３－メチル－２－（ペンタ
－２－エン－１－イル）シクロペンタ－２－エン－１－オン；（Ｅ）－２－メトキシ－４
－（プロパ－１－エン－１－イル）フェノール；（Ｅ）－オキサシクロヘプタデカ－１１
－エン－２－オン；（Ｚ）－ノナ－６－エン－１－オール；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－
１－イルペンタノエート；（Ｅ）－ヘキサ－３－エン－１－イル（Ｅ）－２－メチルブタ
－２－エノエート；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イル２－ヒドロキシベンゾエート；
（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルプロピオネート；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－
イルブチレート；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルベンゾエート；（Ｚ）－ヘキサ－
３－エン－１－オール；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イル２－メチルブタノエート；
（Ｚ）－ヘキサ－２－エン－１－オール；シンナモニトリル；イソブタン酸シンナミル；
シンナムアルデヒド；（Ｅ）－３－フェニルプロパ－２－エン－１－オール；シンナモニ
トリル；４－クロロ－３，５－ジメチルフェノール；ヘキサデカン－１－オール；（Ｅ）
－１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ヘプタ－１，６－
ジエン－３－オン；２－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１－エン
－１－イル）ブタナール；（３ａＲ，５ａＲ，９ａＲ，９ｂＲ）－３ａ，６，６，９ａ－
テトラメチルドデカヒドロナフト［２，１－ｂ］フラン；（４Ｚ，８Ｚ）－１，５，９－
トリメチル－１３－オキサビシクロ［１０．１．０］トリデカ－４，８－ジエン；５－メ
チル－１－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）－６－オキサ
ビシクロ［３．２．１］オクタン；１，１，２，３，３－ペンタメチル－１，２，３，５
，６，７－ヘキサヒドロ－４Ｈ－インデン－４－オン；５－イソプロピル－２－メチルフ
ェノール；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－２－エン－
１－オン；２－（２－エトキシエトキシ）エタン－１－オール；ヘキサン－１－オール；
２－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）アセトニトリル；１
，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－オン；２，２－ジメチル－
３－メチレンビシクロ［２．２．１］ヘプタン；２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メ
チルフェノール；ステアリン酸ブチル；ブチルウンデカ－１０－エノエート；２－メチル
－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ブタン－１－オー
ル；（Ｅ）－２－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１－エン－１－
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イル）ブタ－２－エナール；１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－
２－イルアセテート；（１Ｓ，２Ｒ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２
．１］ヘプタン－２－オール；３，３，６，７－テトラメチルオクタヒドロ－２Ｈ－クロ
メン；６，６－ジメチルスピロ［ビシクロ［３．１．１］ヘプタン－２，２’－オキシラ
ン］；３－イソプロピル－６－メチレンシクロヘキサ－１－エン；２－エトキシナフタレ
ン；（Ｒ）－３，５，５，９－テトラメチル－２，４ａ，５，６，７，８－ヘキサヒドロ
－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレン；（１Ｓ，４Ｓ）－１，４－ジメチル－７－（プロパン－
２－イリデン）－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロアズレン；（１Ｒ，９
Ｓ，Ｚ）－４，１１，１１－トリメチル－８－メチレンビシクロ［７．２．０］ウンデカ
－４－エン；（Ｚ）－４－（２，２，６－トリメチル－７－オキサビシクロ［４．１．０
］ヘプタン－１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；４－メトキシ－７Ｈ－フロ［３，２
－ｇ］クロメン－７－オン；４－フェニルブタン－２－オン；２－ヒドロキシ安息香酸ベ
ンジル；ドデカン酸ベンジル；３－メチル酪酸ベンジル；イソ酪酸ベンジル；ケイ皮酸ベ
ンジル；酪酸ベンジル；フェニルメタノール；安息香酸ベンジル；１－（３，３－ジメチ
ルシクロヘキシル）エチルホルメート；４－メトキシベンジルアセテート；４－メトキシ
ベンジルホルメート；（Ｚ）－１－メトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベン
ゼン；安息香酸ペンチル；（３ａＲ，５ａＳ，９ａＳ，９ｂＲ）－３ａ，６，６，９ａ－
テトラメチルドデカヒドロナフト［２，１－ｂ］フラン；２，５，５－トリメチル－１，
２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロナフタレン－２－オール；２，５，５－トリ
メチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒドロナフタレン－２－オール；２
－（ｓｅｃ－ブチル）－１－ビニルシクロヘキシルアセテート；（１Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－
１－イソプロピル－４－メチルビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－オン；２－（４－
メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）プロパン－２－イルプロピオネート；２－（
４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）プロパン－２－イルアセテート；１，７
－ジメチル－７－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）トリシクロ［２．２．１．
０２，６］ヘプタン；１－（５，５－ジメチルシクロヘキサ－１－エン－１－イル）ペン
タ－４－エン－１－オン；（１Ｓ，４ａＳ，８ａＲ）－１－イソプロピル－４，７－ジメ
チ
ル－１，２，４ａ，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；４－シクロヘキシルブタン
－２－オール；（Ｒ，Ｚ）－１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１
－イル）ペンタ－１－エン－３－オン；（Ｅ）－２－メチル－３－フェニルアクリルアル
デヒド；（Ｚ）－３－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－
１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；（Ｚ）－４－（２，５，６，６－テトラメチルシ
クロヘキサ－２－エン－１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；（１Ｚ，４Ｅ，８Ｚ）－
２，６，６，９－テトラメチルシクロウンデカ－１，４，８－トリエン；（４ａＲ，８Ｓ
，９ａＳ）－３，５，５，８－テトラメチル－９－メチレン－２，４ａ，５，６，７，８
，９，９ａ－オクタヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレン；（１Ｒ，４Ｓ，４ａＲ，８ａ
Ｒ）－４－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オ
クタヒドロナフタレン－１－オール；（１Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－１－イソプロピル－４
，７－ジメチル－１，２，４ａ，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；（Ｒ）－２－
（（Ｒ）－４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ヘキサ－５－エン－２－オー
ル；（Ｅ）－２－ベンジリデンヘプチルアセテート；（１Ｓ，４ａＲ，８ａＳ）－１－イ
ソプロピル－４，７－ジメチル－１，２，４ａ，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン
；１－フェニルペンタン－２－オール；４－メトキシ－２，５－ジメチルフラン－３（２
Ｈ）－オン；α－４－ジメチルベンゼンプロパナール；２－フェノキシ酢酸アリル；（２
－（アリルオキシ）エチル）ベンゼン；ヘプタン酸アリル；３－シクロヘキシルプロパン
酸アリル；Ｎ－エチル－Ｎ－（ｍ－トリル）プロピオンアミド；２，６，１０－トリメチ
ルウンデカ－９－エナール；３－ヒドロキシブタン－２－オン；１－（４－メトキシフェ
ニル）エタン－１－オン；（Ｚ）－２－（４－メチルベンジリデン）ヘプタナール；（Ｚ
）－オキサシクロヘプタデカ－８－エン－２－オン；７－メトキシ－２Ｈ－クロメン－２
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－オン；６－メチルキノリン；６，８－ジメチルノナン－２－オール；６，１０，１４－
トリメチルペンタデカン－２－オン；５－メチルヘプタン－３－オン；４－ビニルフェノ
ール；１－フェニルペンタ－４－エン－１－オン；（Ｅ）－３－（４－ヒドロキシ－３－
メトキシフェニル）アクリルアルデヒド；４－エチル－２－メトキシフェノール；５－メ
チル－５－フェニルヘキサン－３－オン；４－（４－メトキシフェニル）ブタン－２－オ
ン；（Ｅ）－３－プロピリデンイソベンゾフラン－１（３Ｈ）－オン；（Ｚ）－ドデカ－
２－エナール；３－メチル－５－フェニルペンタナール；３－メチル－４－フェニル－１
Ｈ－ピラゾール；３－メチルシクロペンタン－１，２－ジオン；３－メトキシ－５－メチ
ルフェノール；３－メトキシ－３－メチルブタン－１－オール；（Ｅ）－ヘキサ－３－エ
ン－１－オール；３，７－ジメチル－２－メチレンオクタ－６－エナール；３，７－ジメ
チルオクタン－１－オール；（Ｚ）－ウンデカ－２－エンニトリル；（Ｅ）－ウンデカ－
２－エナール；酢酸フェネチル；（Ｚ）－３－（フラン－２－イル）－２－フェニルアク
リルアルデヒド；プロピオン酸フェネチル；２－ペンチルシクロペンタン－１－オール；
（２Ｓ，４Ｓ）－２－ヘプチル－２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン；ノナン－２
－オール；２－（ｓｅｃ－ブチル）－３－メトキシピラジン；２－イソプロピル－Ｎ，２
，３－トリメチルブタンアミド；（Ｅ）－２－イソプロピル－５－メチルヘキサ－２－エ
ナール；２－イソプロピル－４－メチルチアゾール；（Ｅ）－２－ヘキシリデンシクロペ
ンタン－１－オン；（Ｅ）－ヘキサ－２－エン－１－オール；２－ブトキシエタン－１－
オール；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエン－１－オール；１－イソプロピル－４－
メチル－７－オキサビシクロ［２．２．１］ヘプタン；１，３，３－トリメチルビシクロ
［２．２．１］ヘプタン－２－イルアセテート；１，１，２，３，３－ペンタメチル－２
，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン；（Ｚ）－１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ
－２－エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オン；（Ｚ）－６，１０－ジメチルウンデ
カ－５，９－ジエン－２－イルアセテート；（Ｚ）－ヘプタ－３－エン－１－イルアセテ
ート；（１Ｓ，５Ｓ）－４，６，６－トリメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－３－エ
ン－２－オン；（Ｒ）－３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－オール；３，７
－ジメチルオクタ－６－エナール；（Ｅ）－６，１０－ジメチルウンデカ－５，９－ジエ
ン－２－イルアセテート；（Ｒ）－３，７－ジメチルオクタ－６－エナール；（２Ｓ，５
Ｓ，６Ｓ）－２，６，１０，１０－テトラメチル－１－オキサスピロ［４．５］デカン－
６－オール；３，７－ジメチルオクタ－６－エン－１－オール；３，７－ジメチルオクタ
－６－エン－１－オール；（１Ｒ，５Ｒ）－２，６，６－トリメチルビシクロ［３．１．
１］ヘプタ－２－エン；（Ｓ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シク
ロヘキサ－２－エン－１－オン；（１Ｓ，５Ｓ）－２，６，６－トリメチルビシクロ［３
．１．１］ヘプタ－２－エン；２－メチル酪酸メチル；ヘキシル（Ｚ）－２－メチルブタ
－２－エノエート；２－（８－イソプロピル－６－メチルビシクロ［２．２．２］オクタ
－５－エン－２－イル）－１，３－ジオキソラン；３－（３－イソプロピルフェニル）ブ
タナール；２－（シクロヘキシルオキシ）酢酸アリル；２－（（３Ｓ，３ａＳ，５Ｒ）－
３，８－ジメチル－１，２，３，３ａ，４，５，６，７－オクタヒドロアズレン－５－イ
ル）プロパン－２－オール；１，５－ジメチルビシクロ［３．２．１］オクタン－８－オ
ンオキシム；２－フェニル酢酸ベンジル；２－ヒドロキシ－１，２－ジフェニルエタン－
１－オン；（Ｅ）－トリデカ－２－エナール；酢酸１－フェニルビニル；イソブタン酸ｐ
－トリル；ヘキサン酸ｐ－トリル；ｐ－シメン；５－ヘキシル－４－メチルジヒドロフラ
ン－２（３Ｈ）－オン；２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセトニトリル；４－（
プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン－１－カルバルデヒド；（４－（
プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン－１－イル）メチルアセテート；
（４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン－１－イル）メタノール
；（２－（シクロヘキシルオキシ）エチル）ベンゼン；２－メチル酪酸フェネチル；ギ酸
フェネチル；イソ酪酸フェネチル；２－フェニル酢酸フェネチル；フェネチル（Ｚ）－２
－メチルブタ－２－エノエート；安息香酸フェニル；安息香酸フェネチル；メタクリル酸
フェネチル；２－（４－イソプロピルフェニル）アセトアルデヒド；１，２－ジメチル－
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３－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロペンタン－１－オール；１－（４－メトキシ
フェニル）プロパン－２－オン；（２Ｚ，５Ｚ）－５，６，７－トリメチルオクタ－２，
５－ジエン－４－オン；１－メトキシ－４－プロピルベンゼン；２－（４－（ｔｅｒｔ－
ブチル）フェニル）アセトアルデヒド；４－（ｔｅｒｔ－ペンチル）シクロヘキサン－１
－オール；２－フェニル酢酸ｐ－トリル；２，４，７－デカトリエン酸エチル；２，６，
６－トリメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン；４－（４－ヒドロキシフェニ
ル）ブタン－２－オン；２－ベンジル－４，４，６－トリメチル－１，３－ジオキサン；
３，７－ジメチルオクタ－７－エン－１－オール；エチル（２，３，６－トリメチルシク
ロヘキシル）カーボネート；（Ｚ）－６－エチリデンオクタヒドロ－２Ｈ－５，８－メタ
ノクロメン；２－（（Ｓ）－１－（（Ｓ）－３，３－ジメチルシクロヘキシル）エトキシ
）－２－オキソエチルプロピオネート；２，２－ジメチル－６－メチレンシクロヘキサン
－１－カルボン酸メチル；１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）エチルアセテート；
（Ｓ）－３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－オール；１－イソプロピル－４
－メチレンビシクロ［３．１．０］ヘキサン；５－イソプロピル－２－メチルビシクロ［
３．１．０］ヘキサン－２－オール；（１Ｓ，３Ｒ，５Ｓ）－１－イソプロピル－４－メ
チレンビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－オール；３－メチル－５－（２，２，３－
トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ペンタン－２－オール；５－メトキシオ
クタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－２－カルバルデヒド；（Ｓ）－２－（ｔｅ
ｒｔ－ペンチルオキシ）プロパン酸プロピル；（４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル
－２－（プロパン－２－イリデン）－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒド
ロナフタレン；２－（１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）エトキシ）－２－メチル
プロピルシクロプロパンカルボキシレート；（１Ｒ，３Ｒ，６Ｒ）－２’，２’，３，７
，７－ペンタメチルスピロ［ビシクロ［４．１．０］ヘプタン－２，５’－［１，３］ジ
オキサン］；１－オキサスピロ（４，５）デカン－２－オン；（Ｚ）－５－メチルヘプタ
ン－３－オンオキシム；酢酸１－フェニルエチル；（１Ｓ，４Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－４
－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒド
ロナフタレン－１－オール；（１Ｓ，４Ｓ，４ａＲ，８ａＳ）－４－イソプロピル－１，
６－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－オ
ール；３，７－ジメチルオクタナール；４－（２，２，６－トリメチルシクロヘキシル）
ブタン－２－オール；３－メチル－２－ペンチルシクロペンタン－１－オン；３，７－ジ
メチルオクタン－３－オール；３，７－ジメチルオクタン－３－イルアセテート；２，６
，１０，１０－テトラメチル－１－オキサスピロ［４．５］デカ－６－エン；（１Ｒ，６
Ｓ）－２，２，６－トリメチルシクロヘキサン－１－カルボン酸エチル；２－イソプロピ
ル－５－メチルフェノール；１－イソプロピル－２－メトキシ－４－メチルベンゼン；１
－（２，２，６－トリメチルシクロヘキシル）ヘキサン－３－オール；（Ｅ）－ヘキサ－
２－エン－１－オール；（１Ｒ，２Ｓ）－２－（ｔｅｒｔ－ブチル）シクロヘキサン－１
－オール；（Ｚ）－１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）
ブタ－２－エン－１－オン；（Ｚ）－オキサシクロヘプタデカ－８－エン－２－オン；（
Ｚ）－１－メトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；ケイ皮酸；（２Ｒ
，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オン
；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－オール；（Ｚ）－２－メトキ
シ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）フェノール；２，２，２－トリクロロ－１－フ
ェニルエチルアセテート；２－ヒドロキシプロパン－１，２，３－トリカルボン酸トリエ
チル；２－（（１－ヒドロキシ－３－フェニルブチル）アミノ）安息香酸メチル；１－（
（２Ｅ，５Ｚ，９Ｚ）－２，６，１０－トリメチルシクロドデカ－２，５，９－トリエン
－１－イル）エタン－１－オン；２－メルカプト－２－メチルペンタン－１－オール；１
３－メチルオキサシクロペンタデカ－１０－エン－２－オン；ウンデカナール；（Ｅ）－
４－メチルデカ－３－エン－５－オール；（３Ｒ，４ａＳ，５Ｒ）－４ａ，５－ジメチル
－３－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒ
ドロナフタレン；４－ホルミル－２－メトキシフェニルアセテート；４－ホルミル－２－
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メトキシフェニルイソブチレート；（Ｚ）－２－エトキシ－５－（プロパ－１－エン－１
－イル）フェノール；２，２，５－トリメチル－５－ペンチルシクロペンタン－１－オン
；（Ｚ）－２－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イ
ル）ブタ－２－エナール；３，４－ジメトキシベンズアルデヒド；（１Ｒ，５Ｒ）－４，
６，６－トリメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－３－エン－２－オン；１－メトキシ
－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン；２－（
ｔ
ｅｒｔ－ブチル）シクロヘキサン－１－オール；ｃｉｓ－（４－ｔｅｒｔ－ブチルシクロ
ヘキシル）アセテート；４－（ｔｅｒｔ－ブチル）シクロヘキシルアセテート；２，４－
ジエトキシ－５－メチルピリミジン；４－メチル－４－フェニルペンタン－２－イルアセ
テート；４，８－ジメチル－２－（プロパン－２－イリデン）－１，２，３，３ａ，４，
５，６，８ａ－オクタヒドロアズレン－６－オール；（Ｚ）－シクロオクタ－４－エン－
１－イルメチルカーボネート；（Ｚ）－１－（（２－メチルアリル）オキシ）ヘキサ－３
－エン；４－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）ブタン－２－オン；（１Ｒ，８
ａＲ）－４－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，７，８，８ａ－ヘキサヒド
ロナフタレン；４，５－エポキシ－４，１１，１１－トリメチル－８－メチレンビシクロ
（７．２．０）ウンデカン；１，３，４，６，７，８α－ヘキサヒドロ－１，１，５，５
－テトラメチル－２Ｈ－２，４α－メタノフタレン－８（５Ｈ）－オンおよびこれらの混
合物からなる群から選択され、好ましくは、前記悪臭低減材料は、２－エチルヘキシル（
Ｚ）－３－（４－メトキシフェニル）アクリレート；２，４－ジメチル－２－（５，５，
８，８－テトラメチル－５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－イル）－１，３
－ジオキソラン；１，１－ジメトキシノン－２－イン；２－（ｐ－トリル）プロパン－２
－オール；３－メトキシ－７，７－ジメチル－１０－メチレンビシクロ［４．３．１］デ
カン；メトキシシクロドデカン；１，１－ジメトキシシクロドデカン；（Ｚ）－トリデカ
－２－エンニトリル；（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）（フェニル）メタノン
；２，４ａ，５，８ａ－テトラメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒ
ドロナフタレン－１－イルホルメート；４－メチル－１－オキサスピロ［５．５］ウンデ
カン－４－オール；７－メチル－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ
）－オン；１，８－ジオキサシクロヘプタデカン－９－オン；４－（ｔｅｒｔ－ペンチル
）シクロヘキサン－１－オン；２－メトキシ－１，１’－ビフェニル；３ａ，５，６，７
，８，８ｂ－ヘキサヒドロ－２，２，６，６，７，８，８－ヘプタメチル－４Ｈ－インデ
ノ（４，５－ｄ）－１，３－ジオキソール；７－イソプロピル－８，８－ジメチル－６，
１０－ジオキサスピロ［４．５］デカン；オクチルフラン－２－カルボキシレート；酢酸
オクチル；２－ヘプチル－４－メチル－１，３－ジオキソラン；オクタナール；１，１－
ジメトキシオクタン；７－メチル－３－メチレンオクタ－１，６－ジエン；２－メチル－
６－メチレンオクタ－７－エン－２－オール；２－メチル－６－メチレンオクタ－７－エ
ン－２－イルアセテート；テトラデカナール；４－メトキシ－６－プロパ－２－エニル－
１，３－ベンゾジオキソール；テトラデカンニトリル；２，２，６，８－テトラメチル－
１，２，３，４，４ａ，５，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－オール；（Ｅ）－
２，６－ジメチルオクタ－５，７－ジエン－２－オール；（Ｅ）－２，７－ジメチルオク
タ－１，５，７－トリエン－３－オール；２－（（１Ｓ，５Ｒ）－６，６－ジメチルビシ
クロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－２－イル）エチルアセテート；（４Ｒ，４ａＳ，
６Ｒ）－４，４ａ－ジメチル－６－（プロパ－１－エン－２－イル）－４，４ａ，５，６
，７，８－ヘキサヒドロナフタレン－２（３Ｈ）－オン；ノナン－１－オール；ノナナー
ル；１２－メチル－１４－テトラデカ－９－エノリド；Ｎ－エチル－２－イソプロピル－
５－メチルシクロヘキサン－１－カルボキサミド；１－（３－メチルベンゾフラン－２－
イル）エタン－１－オン；２－メトキシナフタレン；（Ｅ）－３，７，１１－トリメチル
ドデカ－１，６，１０－トリエン－３－オール；（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－２，
６－ジエン－１－オール；１－エチル－３－メトキシトリシクロ［２．２．１．０２，６
］ヘプタン；メチル（Ｅ）－ノナ－２－エノエート；１０－イソプロピル－２，７－ジメ



(22) JP 2017-537173 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

チル－１－オキサスピロ［４．５］デカ－３，６－ジエン；２－（２－（４－メチルシク
ロヘキサ－３－エン－１－イル）プロピル）シクロペンタン－１－オン；６，６－ジメチ
ルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－２－カルバルデヒド；（Ｅ）－４－（２，
２，３，６－テトラメチルシクロヘキシル）ブタ－３－エン－２－オン；（４－（４－メ
チルペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘキサ－３－エン－１－イル）メチルアセテー
ト；２－（ｔｅｒｔ－ブチル）－４，５，６－トリメチル－１，３－フェニレン二亜硝酸
塩；１，７－ジオキサシクロヘプタデカン－８－オン；１－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）
－２，６－ジメチル－３，５－ジニトロフェニル）エタン－１－オン；１－（ｔｅｒｔ－
ブチル）－２－メトキシ－４－メチル－３，５－ジニトロベンゼン；３－メチルシクロペ
ンタデカン－１－オン；（Ｅ）－３－メチルシクロペンタデカ－４－エン－１－オン；３
－メチル－４－フェニルブタン－２－オール；１－（４－イソプロピルシクロヘキシル）
エタン－１－オール；（Ｅ）－デカ－５－エン酸；メチルノナ－２－イノエート；２－メ
チルデカナール；６，６－ジメトキシ－２，５，５－トリメチルヘキサ－２－エン；４－
フェニルブタン－２－オール；ステアリン酸メチル；１，１－ジメトキシ－２－メチルウ
ンデカン；ウンデカン－２－オン；２－メチルウンデカナール；テトラデカン酸メチル；
メチル（９Ｚ，１２Ｚ）－オクタデカ－９，１２－ジエノエート；１－ヒドロキシデカン
－３－オン；（Ｚ）－１，２－ジメトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼ
ン；パルミチン酸メチル；４－アリル－１，２－ジメトキシベンゼン；２－（（１Ｒ，２
Ｒ）－３－ｏｘｏ－２－（（Ｚ）－ペンタ－２－エン－１－イル）シクロペンチル）酢酸
メチル；２－（３－オキソ－２－ペンチルシクロペンチル）酢酸メチル；１－メチル－２
－フェノキシベンゼン；ケイ皮酸メチル；１－アリル－４－メトキシベンゼン；１－（ナ
フタレン－２－イル）エタン－１－オン；メチルオクタ－２－イノエート；２，６，６－
トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－カルボン酸メチル；７－メトキシ－３，７－ジ
メチルオクタナール；７－イソプロピル－１０－メチル－１，５－ジオキサスピロ［５．
５］ウンデカン－３－オール；オクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－１－カル
バルデヒド；３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプロパナール；（
Ｅ）－４－（４，８－ジメチルノナ－３，７－ジエン－１－イル）ピリジン；（Ｅ）－ト
リデカ－３，１２－ジエンニトリル；２，２－ジメチル－３－（ｍ－トリル）プロパン－
１－オール；２，４－ジメチル－４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－
ｄ］［１，３］ジオキシン；８－イソプロピル－６－メチルビシクロ［２．２．２］オク
タ－５－エン－２－カルボアルデヒド；４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）シ
クロヘキサ－３－エン－１－カルバルデヒド；（Ｓ）－１－メチル－４－（プロパ－１－
エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン；（Ｚ）－３－ヘキセン１－イル－２－シクロ
ペンテン－１－オン；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－イルオクタノエー
ト；３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－イルイソブチレート；３，７－ジメ
チルオクタ－１，６－ジエン－３－イルベンゾエート；３，７－ジメチルオクタ－１，６
－ジエン－３－イル２－アミノベンゾエート；２－（５－メチル－５－ビニルテトラヒド
ロフラン－２－イル）プロパン－２－オール；６－メチル－２－（オキシラン－２－イル
）ヘプタ－５－エン－２－オール；（２Ｚ，６Ｅ）－３，７－ジメチルノナ－２，６－ジ
エンニトリル；３－（４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ブタナール；（２
，５－ジメチル－１，３－ジヒドロインデン－２－イル）メタノール；３－（４－（ｔｅ
ｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプロパナール；（Ｅ）－１－（１－メトキシプロ
ポキシ）ヘキサ－３－エン；（Ｅ）－１－（１－エトキシエトキシ）ヘキサ－３－エン；
（１Ｓ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－２－
エン－１－オール；ドデカン－１－オール；酢酸ドデシル；ドデカン酸；５－ヘキシル－
５－メチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；ドデカナール；３，６－ジメチルヘキサ
ヒドロベンゾフラン－２（３Ｈ）－オン；４－（１－エトキシビニル）－３，３，５，５
－テトラメチルシクロヘキサン－１－オン；（（３Ｓ，３ａＲ，６Ｒ，８ａＳ）－７，７
－ジメチル－８－メチレンオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，６－メタノアズレン－３－イル）
メタノール；５－（ｓｅｃ－ブチル）－２－（２，４－ジメチルシクロヘキサ－３－エン
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－１－イル）－５－メチル－１，３－ジオキサン；（１－メチル－２－（（１，２，２－
トリメチルビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－イル）メチル）シクロプロピル）メタ
ノール；２－プロピルヘプタンニトリル；（Ｅ）－６－（ペンタ－３－エン－１－イル）
テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；２－ヘキシルシクロペンタン－１－オン；２－
メチル－４－フェニル－１，３－ジオキソラン；２，６，９，１０－テトラメチル－１－
オキサスピロ（４．５）デカ－３，６－ジエン；（１Ｒ，２Ｓ，５Ｒ）－５－メチル－２
－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；パルミチン酸イソプロ
ピル；テトラデカン酸イソプロピル；ドデカン酸イソプロピル；４，９－ジメトキシ－７
Ｈ－フロ［３，２－ｇ］クロメン－７－オン；（Ｅ）－シクロヘキサデカ－８－エン－１
－オン；（２Ｓ，５Ｓ）－２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキサン－１－オン；２
－ヘキシルシクロペンタ－２－エン－１－オン；（２Ｓ，５Ｓ）－２－イソプロピル－５
－メチルシクロヘキサン－１－オン；４－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）シ
クロヘキサ－３－エン－１－カルボアルデヒド；（Ｚ）－１－（ベンジルオキシ）－２－
メトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；１－（（２Ｓ，３Ｓ）－２，
３，８，８－テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロナフタレン
－２－イル）エタン－１－オン；２，５，６－トリメチルシクロヘキサ－３－エン－１－
カルバルデヒド；６－（ｓｅｃ－ブチル）キノリン；２－（シクロヘキシルオキシ）－１
，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン；（１Ｒ，２Ｒ，４Ｓ）－１，７
，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルプロピオネート；（１Ｓ，
２Ｓ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルイソ
ブチレート；４－（（２Ｒ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン
－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；（１Ｒ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビ
シクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルアセテート；２－（４－イソプロピルシクロヘ
キサ－１，４－ジエン－１－イル）エチルホルメート；イソペンチル（Ｅ）－ウンデカ－
６－エノエート；ドデカン酸イソペンチル；（Ｅ）－オキサシクロヘプタデカ－１０－エ
ン－２－オン；（Ｅ）－ノナ－２－エンニトリル；（Ｅ）－８－（１Ｈ－インドール－１
－イル）－２，６－ジメチルオクタ－７－エン－２－オール；８，８－ジ（１Ｈ－インド
ール－１－イル）－２，６－ジメチルオクタン－２－オール；４，４ａ，５，９ｂ－テト
ラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；３，７－ジメチルオクタン－１
，７－ジオール；２－シクロドデシルプロパン－１－オール；３－メチル－５－フェニル
ペンタンニトリル；３－フェニルプロパン－１－オール；（１，１－ジメトキシプロパン
－２－イル）ベンゼン；５－エチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフラン－３（２Ｈ）－
オン；２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル－１Ｈ－インデン－５－プロパナール；３－
（３，３－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－５－イル）プロパナール；オ
クタン酸ヘキシル；ヘキサン酸ヘキシル；（Ｚ）－２－ベンジリデンオクタナール；安息
香
酸ヘキシル；（Ｚ）－ヘキサ－１－エン－１－イル（Ｚ）－２－メチルブタ－２－エノエ
ート；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イルパルミテート；オキ
サシクロヘプタデカン－２－オン；２－ブチル－４，４，６－トリメチル－１，３－ジオ
キサン；（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－３－イソプロピルビシクロ［２．２．１］ヘプタ
－５－エン－２－カルボン酸エチル；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ
－４，７－メタノインデン－６－イルアセテート；２－（１－（３，３－ジメチルシクロ
ヘキシル）エトキシ）－２－メチルプロピルプロピオネート；５－（ジエトキシメチル）
ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール；３－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５
－イル）－２－メチルプロパナール；（Ｅ）－オキサシクロヘキサデカ－１３－エン－２
－オン；６－ブチル－２，４－ジメチル－３，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン；２－（（３
Ｓ，５Ｒ，８Ｓ）－３，８－ジメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ
アズレン－５－イル）プロパン－２－オール；１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキ
サ－２－エン－１－イル）ペンタン－３－オン；２－エチル－６，６－ジメチルシクロヘ
キサ－２－エン－１－カルボン酸エチル；（１Ｚ，５Ｚ）－１，５－ジメチル－８－（プ
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ロパン－２－イリデン）シクロデカ－１，５－ジエン；（１Ｅ，６Ｅ）－８－イソプロピ
ル－１－メチル－５－メチレンシクロデカ－１，６－ジエン；（Ｅ）－３，７－ジメチル
オクタ－２，６－ジエン－１－イル２－フェニルアセテート；（Ｅ）－３，７－ジメチル
オクタ－２，６－ジエン－１－イル２－フェニルアセテート；（６Ｅ，１０Ｅ）－３，７
，１１，１５－テトラメチルヘキサデカ－１，６，１０，１４－テトラエン－３－オール
；（Ｅ）－２－（３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－イル）シクロペンタン
－１－オン；５－ヘプチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；１－メチル－４－（プロ
パン－２－イリデン）シクロヘキシルアセテート；１－メチル－４－（プロパン－２－イ
リデン）シクロヘキサン－１－オール；５－ペンチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン
；（１Ｒ，４ａＲ，８ａＳ）－１－イソプロピル－７－メチル－４－メチレン－１，２，
３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；５－［（Ｚ）－ヘキサ－３－エ
ニル］オキソラン－２－オン；（Ｚ）－４－（２，２－ジメチル－６－メチレンシクロヘ
キシル）ブタ－３－エン－２－オン；（４ａＳ，９ａＲ）－３，５，５，９－テトラメチ
ル－２，４ａ，５，６，７，９ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレン；（１Ｒ
，３ａＲ，４Ｒ，７Ｒ）－１，４－ジメチル－７－（プロパ－１－エン－２－イル）－１
，２，３，３ａ，４，５，６，７－オクタヒドロアズレン；２－（（２Ｒ，４ａＲ）－４
ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒドロナフタレン－２－
イル）プロパン－２－オール；５－オクチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；（Ｚ）
－１－（２，２－ジメチル－６－メチレンシクロヘキシル）ブタ－２－エン－１－オン；
５－ヘキシルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；（１Ｒ，４ａＳ，８ａＳ）－１－イソ
プロピル－７－メチル－４－メチレン－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒ
ドロナフタレン；１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）ペンタ－４－エン－１－オン
；４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－１，３，４，６，７，８－ヘキサヒドロシク
ロペンタ［ｇ］イソクロメン；フラン－２－イルメチルオクタノエート；フラン－２－イ
ルメチルヘキサノエート；フラン－２－イルメチルヘプタノエート；２－メチルデカンニ
トリル；８，８－ジメチル－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７
－メタノインデン－６－イルプロピオネート；（３ａＲ，４Ｓ，７Ｒ，７ａＲ）－オクタ
ヒドロ－３ａＨ－４，７－メタノインデン－３ａ－カルボン酸エチル；シクロヘキサン－
１，４－ジカルボン酸ジエチル；（６－イソプロピル－９－メチル－１，４－ジオキサス
ピロ［４．５］デカン－２－イル）メタノール；２－イソブチル－４－メチルテトラヒド
ロ－２Ｈ－ピラン－４－オール；ウンデカ－１０－エンニトリル；（Ｚ）－６－エチリデ
ンオクタヒドロ－２Ｈ－５，８－メタノクロメン－２－オン；３－（２－エチルフェニル
）－２，２－ジメチルプロパナール；（Ｅ）－４，８－ジメチルデカ－４，９－ジエナー
ル；（Ｅ）－４－（（３ａＲ，４Ｒ，７Ｒ，７ａＲ）－１，３ａ，４，６，７，７ａ－ヘ
キサヒドロ－５Ｈ－４，７－メタノインデン－５－イリデン）－３－メチルブタン－２－
オール；８，８－ジメチル－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７
－メタノインデン－６－イルアセテート；３－（４－エチルフェニル）－２，２－ジメチ
ルプロパンニトリル；２－ヘプチルシクロペンタン－１－オン；１－エトキシエトキシシ
クロドデカン；３－シクロヘキセン－１－カルボン酸，２，６，６－トリメチル－，メチ
ルエステル；（２Ｅ，６Ｅ）－３，７，１１－トリメチルドデカ－２，６，１０－トリエ
ン－１－イルアセテート；（２Ｅ，６Ｅ）－３，７，１１－トリメチルドデカ－２，６，
１０－トリエン－１－オール；オキサシクロヘキサデカン－２－オン；（Ｅ）－シクロペ
ンタデカ－４－エン－１－オン；１－シクロペンタデカ－４－エン－１－オン；２－メト
キシ－４－（４－メチレンテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）フェノール；４－ア
リル－２－メトキシフェニルアセテート；４－アリル－２－メトキシフェノール；３－メ
チル－３－フェニルオキシラン－２－カルボン酸エチル；１，４－ジオキサシクロヘプタ
デカン－５，１７－ジオン；エチルウンデカ－１０－エノエート；パルミチン酸エチル；
ノナン酸エチル；テトラデカン酸エチル；（Ｅ）－３，７－ジメチルノナ－１，６－ジエ
ン－３－オール；ドデカン酸エチル；ノナン－３－オン；デカン酸エチル；６，６－ジメ
チル－２－メチレンシクロヘキサ－３－エン－１－カルボン酸エチル；３－フェニルオキ
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シラン－２－カルボン酸エチル；６－エチル－２，１０，１０－トリメチル－１－オキサ
スピロ［４．５］デカ－３，６－ジエン；２－（（１Ｒ，３Ｓ，４Ｓ）－４－メチル－３
－（プロパ－１－エン－２－イル）－４－ビニルシクロヘキシル）プロパン－２－オール
；（２－（１－エトキシエトキシ）エチル）ベンゼン；（Ｅ）－３－メチル－５－（２，
２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ペンタ－４－エン－２－オール
；（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３，４，５－テトラヒドロキシペンタナール；（Ｅ）－４
－（（３ａＳ，７ａＳ）－オクタヒドロ－５Ｈ－４，７－メタノインデン－５－イリデン
）ブタナール；１，１－ジメトキシドデカン；（Ｒ）－１－メチル－４－（プロパ－１－
エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン；２－（２－ヒドロキシプロポキシ）プロパン
－１－オール；７，９－ジメチルスピロ［５．５］ウンデカン－３－オン；オキシジベン
ゼン；ジフェニルメタン；２－メチル－１－フェニルプロパン－２－イルブチレート；２
，６－ジメチルオクタ－７－エン－４－オン；オクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノイン
デン－５－イルアセテート；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘ
キシルアセテート；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－
１－オール；３，７－ジメチルオクタ－６－エン－３－オール；２－ヘキシル－３－オキ
ソシクロペンタン－１－カルボン酸メチル；ジブチルスルファン；１，２－ジフェニルエ
タン；６－ヘキシルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；（３Ｒ，４Ｒ）－１－イソ
プロピル－４－メチル－３－（プロパ－１－エン－２－イル）－４－ビニルシクロヘキサ
－１－エン；（３Ｓ，３ａＳ，５Ｒ）－３，８－ジメチル－５－（プロパ－１－エン－２
－イル）－１，２，３，３ａ，４，５，６，７－オクタヒドロアズレン；６－ヘプチルテ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；６－ペンチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－
オン；（１Ｓ，８ａＲ）－４，７－ジメチル－１－（プロパン－２－イル）－１，２，３
，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；（Ｚ）－１－（（１Ｒ，２Ｓ）－２，６，６
－トリメチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オン；（１Ｓ，
８ａＳ）－１－イソプロピル－４，７－ジメチル－１，２，３，５，６，８ａ－ヘキサヒ
ドロナフタレン；３，７，７－トリメチルビシクロ［４．１．０］ヘプタ－３－エン；デ
カ－９－エン－１－オール；プロピオン酸デシル；１，１－ジエトキシデカン；デカヒド
ロナフタレン－２－オール；１－シクロヘキシルエチル（Ｅ）－ブタ－２－エノエート；
３－（４－イソプロピルフェニル）－２－メチルプロパナール；シクロテトラデカン；シ
クロペンタデカノン；２－ヒドロキシ安息香酸シクロヘキシル；３ａ，４，５，６，７，
７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルブチレート；１，４－ジ
オキサシクロヘキサデカン－５，１６－ジオン；８，８－ジメチル－１，２，３，４，５
，６，７，８－オクタヒドロナフタレン－２－カルバルデヒド；３ａ，４，５，６，７，
７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－５－イルイソブチレート；（５Ｒ
，６Ｒ）－３，６－ジメチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）－６－ビニル－４，
５，６，７－テトラヒドロベンゾフラン；（４－イソプロピルフェニル）メタノール；１
－（ベンゾフラン－２－イル）エタン－１－オン；２－（３－フェニルプロピル）ピリジ
ン；ドデカンニトリル；（Ｅ）－シクロヘプタデカ－９－エン－１－オン；３－（４－メ
チルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ブタ－３－エン－１－イルアセテート；３－（
４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ブタン－１－オール；（Ｅ）－３－メチ
ル－５－フェニルペンタ－２－エンニトリル；（Ｅ）－２－（２，６－ジメチルヘプタ－
１，５－ジエン－１－イル）－４－メチル－１，３－ジオキソラン；（Ｅ）－１，１－ジ
メトキシ－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン；（Ｅ）－１，１－ジエトキシ－３
，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン；（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－１，３，６
－トリエン；（１Ｒ，４Ｒ，６Ｓ）－１－メチル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）
－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタン；（Ｅ）－オキサシクロヘプタデカ－１１
－エン－２－オン；（Ｚ）－ノナ－６－エン－１－オール；（１Ｒ，５Ｒ）－２－メチル
－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－２－エン－１－オール；（Ｚ）－
デカ－４－エナール；（Ｅ）－ヘキサ－３－エン－１－イル（Ｅ）－ヘキサ－３－エノエ
ート；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イル２－ヒドロキシベンゾエート；（Ｚ）－ヘキ
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サ－３－エン－１－イルベンゾエート；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イル２－メチル
ブタノエート；（３Ｚ，６Ｚ）－ノナ－３，６－ジエン－１－オール；プロピオン酸シン
ナミル；イソブタン酸シンナミル；ギ酸シンナミル；ケイ皮酸シンナミル；酢酸シンナミ
ル；（Ｅ）－３－フェニルプロパ－２－エン－１－オール；ヘキサデカン－１－オール；
（Ｅ）－１－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ヘプタ－１
，６－ジエン－３－オン；２－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１
－エン－１－イル）ブタナール；（３ａＲ，５ａＲ，９ａＲ，９ｂＲ）－３ａ，６，６，
９ａ－テトラメチルドデカヒドロナフト［２，１－ｂ］フラン；１，６－ジオキサシクロ
ヘプタデカン－７－オン；１－（６－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１，１－ジメチル－２，３
－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）エタン－１－オン；（３Ｒ，３ａＲ，６Ｓ，７
Ｓ，８ａＳ）－６－メトキシ－３，６，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ
，７－メタノアズレン；（３Ｒ，３ａＳ，６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テト
ラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－３－イルホルメート；（３Ｒ
，３ａＳ，６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－
３
ａ，７－メタノアズレン－６－イルアセテート；（４Ｚ，８Ｚ）－１，５，９－トリメチ
ル－１３－オキサビシクロ［１０．１．０］トリデカ－４，８－ジエン；（３Ｒ，３ａＳ
，６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７
－メタノアズレン－６－オール；５－メチル－１－（２，２，３－トリメチルシクロペン
タ－３－エン－１－イル）－６－オキサビシクロ［３．２．１］オクタン；５－メチル－
１－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）－６－オキサビシク
ロ［３．２．１］オクタン；１，１，２，３，３－ペンタメチル－１，２，３，５，６，
７－ヘキサヒドロ－４Ｈ－インデン－４－オン；（Ｚ）－４，１１，１１－トリメチル－
８－メチレンビシクロ［７．２．０］ウンデカ－３－エン－５－イルアセテート；（１Ｓ
，２Ｓ，５Ｒ，８Ｓ）－４，４，８－トリメチルトリシクロ［６．３．１．０２，５］ド
デカン－１－オール；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－
２－エン－１－イルアセテート；オクタンニトリル；オクタン－１－オール；オクタン酸
；ドデカン酸；デカナール；３－（４－メトキシフェニル）－２－メチルプロパナール；
１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２，３－ジオン；２，２－ジ
メチル－３－メチレンビシクロ［２．２．１］ヘプタン；２－メチル－４－オキソ－６－
ペンチルシクロヘキサ－２－エン－１－カルボン酸エチル；２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－４－メチルフェノール；ステアリン酸ブチル；１－ブトキシ－１－オキソプロパン－
２－イルブチレート；ブチルウンデカ－１０－エノエート；２－メチル－４－（２，２，
３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ブタン－１－オール；３－（４－（
ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）プロパナール；（１Ｓ，２Ｓ）－１，７，７－トリメチル
ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルイソブチレート；１，７，７－トリメチルビ
シクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルアセテート；２－エトキシ－２，６，６－トリ
メチル－９－メチレンビシクロ［３．３．１］ノナン；（エトキシメトキシ）シクロドデ
カン；（Ｅ）－１－メチル－４－（６－メチルヘプタ－５－エン－２－イリデン）シクロ
ヘキサ－１－エン；３，３，６，７－テトラメチルオクタヒドロ－２Ｈ－クロメン；（５
Ｒ，１０Ｒ）－６，１０－ジメチル－２－（プロパン－２－イリデン）スピロ［４．５］
デカ－６－エン－８－オン；１－メチル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘ
キシルアセテート；１－メチル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－
１－オール；（２Ｚ，６Ｅ）－２，６－ジメチル－１０－メチレンドデカ－２，６，１１
－トリエナール；（Ｒ）－３－メチレン－６－（（Ｓ）－６－メチルヘプタ－５－エン－
２－イル）シクロヘキサ－１－エン；（４ａＲ，７Ｒ，８ａＳ）－４ａ－メチル－１－メ
チレン－７－（プロパ－１－エン－２－イル）デカヒドロナフタレン；（Ｚ）－２－メチ
ル－５－（（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－２－メチル－３－メチレンビシクロ［２．２．１］ヘ
プタン－２－イル）ペンタ－２－エン－１－オール；６，６－ジメチル－２－メチレンビ
シクロ［３．１．１］ヘプタン；２－エトキシナフタレン；（１Ｓ，４Ｒ，７Ｒ）－１，
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４，９，９－テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－４，７－
メタノアズレン；（１ａＳ，５ａＲ，９ａＲ）－１ａ，５，５，７－テトラメチル－１ａ
，２，３，４，５，５ａ，８，９－オクタヒドロベンゾ［１，７］シクロヘプタ［１，２
－ｂ］オキシレン；（Ｒ）－３，５，５，９－テトラメチル－２，４ａ，５，６，７，８
－ヘキサヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレン；（１Ｓ，４Ｓ）－１，４－ジメチル－７
－（プロパン－２－イリデン）－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロアズレ
ン；（２，２－ジメトキシエチル）ベンゼン；（Ｅ）－７，１１－ジメチル－３－メチレ
ンドデカ－１，６，１０－トリエン；（１Ｒ，２Ｓ，６Ｓ，７Ｓ，８Ｓ）－８－イソプロ
ピル－１－メチル－３－メチレントリシクロ［４．４．０．０２，７］デカン；（３Ｒ，
３ａＳ，７Ｓ，８ａＳ）－３，８，８－トリメチル－６－メチレンオクタヒドロ－１Ｈ－
３ａ，７－メタノアズレン；（１Ｒ，９Ｓ，Ｚ）－４，１１，１１－トリメチル－８－メ
チレンビシクロ［７．２．０］ウンデカ－４－エン；（Ｓ）－４－メチル－１－（（Ｓ）
－６－メチルヘプタ－５－エン－２－イル）シクロヘキサ－３－エン－１－オール；（Ｚ
）－４－（２，２，６－トリメチル－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタン－１－
イル）ブタ－３－エン－２－オン；４－メトキシ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］クロメン－
７－オン；２－メチル－４－フェニルブタン－２－オール；ドデカン酸ベンジル；２－メ
チル－１－フェニルプロパン－２－オール；ケイ皮酸ベンジル；安息香酸ベンジル；ベン
ゾフェノン；７－イソペンチル－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ
）－オン；２’－イソプロピル－１，７，７－トリメチルスピロ［ビシクロ［２．２．１
］ヘプタン－２，４’－［１，３］ジオキサン］／Ａ；４－（４－メチルペンタ－３－エ
ン－１－イル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルボニトリル；（Ｅ）－２－（（７－ヒ
ドロキシ－３，７－ジメチルオクチリデン）アミノ）安息香酸メチル；４－メトキシベン
ジル２－フェニルアセテート；メチル（Ｅ）－オクタ－４，７－ジエノエート；（Ｚ）－
３－フェニルアクリル酸ペンチル；（３ａＲ，５ａＳ，９ａＳ，９ｂＲ）－３ａ，６，６
，９ａ－テトラメチルドデカヒドロナフト［２，１－ｂ］フラン；（４ａＲ，５Ｒ，７ａ
Ｓ，９Ｒ）－２，２，５，８，８，９ａ－ヘキサメチルオクタヒドロ－４Ｈ－４ａ，９－
メタノアズレノ［５，６－ｄ］［１，３］ジオキソール；２，５，５－トリメチル－１，
２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロナフタレン－２－オール；２，５，５－トリ
メチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒドロナフタレン－２－オール；１
－（（２－（ｔｅｒｔ－ブチル）シクロヘキシル）オキシ）ブタン－２－オール；（３Ｓ
，５ａＲ，７ａＳ，１１ａＳ，１１ｂＲ）－３，８，８，１１ａ－テトラメチルドデカヒ
ドロ－５Ｈ－３，５ａ－エポキシナフト［２，１－ｃ］オキセピン；２，２，６，６，７
，８，８－ヘプタメチルデカヒドロ－２Ｈ－インデノ［４，５－ｂ］フラン；２，２，７
，７，８，９，９－ヘプタメチルデカヒドロインデノ［４，３ａ－ｂ］フラン；２－（ｓ
ｅｃ－ブチル）－１－ビニルシクロヘキシルアセテート；（１Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－イ
ソプロピル－４－メチルビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－オン；（４Ｒ，４ａＳ）
－４，４ａ－ジメチル－６－（プロパン－２－イリデン）－４，４ａ，５，６，７，８－
ヘキサヒドロナフタレン－２（３Ｈ）－オン；２－（４－メチルシクロヘキサ－３－エン
－１－イル）プロパン－２－イルプロピオネート；（２Ｚ，６Ｅ，９Ｅ）－２，６，１０
－トリメチルドデカ－２，６，９，１１－テトラエナール；（２Ｒ，４ａＲ，８ａＲ）－
４ａ，８－ジメチル－２－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，２，３，４，４ａ，５
，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；１，７－・Wメチル－７－（４－メチルペンタ－
３－エン－１－イル）トリシクロ［２．２．１．０２，６］ヘプタン；（Ｅ）－５－（２
，３－ジメチルトリシクロ［２．２．１．０２，６］ヘプタン－３－イル）－２－メチル
ペンタ－２－エン－１－オール；（１Ｒ，３ａＳ，７Ｓ，８ａＲ）－１，４，９，９－テ
トラメチル－２，３，６，７，８，８ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレ
ン；１－（５，５－ジメチルシクロヘキサ－１－エン－１－イル）ペンタ－４－エン－１
－オン；（１Ｓ，４ａＳ，８ａＲ）－１－イソプロピル－４，７－ジメチル－１，２，４
ａ，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；（Ｒ，Ｚ）－１－（２，６，６－トリメチ
ルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ペンタ－１－エン－３－オン；１－メチル－４－
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（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン；（Ｚ）－４－（２，５，６，
６－テトラメチルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；（１
Ｚ，４Ｅ，８Ｚ）－２，６，６，９－テトラメチルシクロウンデカ－１，４，８－トリエ
ン；（４ａＲ，８Ｓ，９ａＳ）－３，５，５，８－テトラメチル－９－メチレン－２，４
ａ，５，６，７，８，９，９ａ－オクタヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［７］アヌレン；（１ａＲ
，４Ｒ，４ａＲ，７ｂＳ）－１，１，４，７－テトラメチル－１ａ，２，３，４，４ａ，
５，６，７ｂ－オクタヒドロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン；１，４－ジメチル－
７－（プロパ－１－エン－２－イル）－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ
アズレン；（３Ｅ，６Ｅ）－３，７，１１－トリメチルドデカ－１，３，６，１０－テト
ラエン；７，７－ジメチル－２－メチレンビシクロ［２．２．１］ヘプタン；２－（（２
Ｒ，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オ
クタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン－２－オール；（Ｒ）－１－メチル－４－（
６－メチルヘプタ－５－エン－２－イル）ベンゼン；（３ａＲ，３ｂＲ，４Ｓ，７Ｒ，７
ａＳ）－４－イソプロピル－７－メチル－３ａ，３ｂ，４，５，６，７－ヘキサヒドロ－
１Ｈ－シクロペンタ［１，３］シクロプロパ［１，２］ベンゼン；（１ａＳ，２ａＲ，３
Ｒ，５ａＳ，７Ｒ，７ａＲ）－３，６，６，７ａ－テトラメチルオクタヒドロ－２Ｈ－２
ａ，７－メタノアズレノ［５，６－ｂ］オキシレン；（１Ｒ，４Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－
４－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒ
ドロナフタレン－１－オール；（１Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－１－イソプロピル－４，７－
ジメチル－１，２，４ａ，５，６，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；（Ｒ）－２－（（Ｒ
）－４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）ヘキサ－５－エン－２－オール；（
Ｚ）－１－メチル－４－（６－メチルヘプタ－２，５－ジエン－２－イル）シクロヘキサ
－１－エン；２，６－ジメチル－６－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）ビシク
ロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン；（Ｅ）－２－ベンジリデンヘプタン－１－オール；
（Ｅ）－２－ベンジリデンヘプチルアセテート；（Ｚ）－（２－（ジエトキシメチル）ヘ
プタ－１－エン－１－イル）ベンゼン；（Ｅ）－２－ベンジリデンヘプタナール；（１Ｓ
，４ａＲ，８ａＳ）－１－イソプロピル－４，７－ジメチル－１，２，４ａ，５，６，８
ａ－ヘキサヒドロナフタレン；（３Ｒ，５ａＳ，９ａＲ）－２，２，５ａ，９－テトラメ
チル－３，４，５，５ａ，６，７－ヘキサヒドロ－２Ｈ－３，９ａ－メタノベンゾ［ｂ］
オキセピン；１－メチル－４－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘキサ
－３－エン－１－カルバルデヒド；１－フェニルペンタン－２－オール；３－メチル－１
－フェニルペンタン－３－オール；２，３，４－トリメトキシベンズアルデヒド；２，４
，５－トリメトキシベンズアルデヒド；２，４，６－トリメトキシベンズアルデヒド；ト
ランス，トランス－２，４－ノナジエナール；２，６，１０－トリメチルウンデカナール
；α－４－ジメチルベンゼンプロパナール；３－シクロヘキシルプロパン酸アリル；２－
（イソペンチルオキシ）酢酸アリル；（１ａＲ，４ａＳ，７Ｒ，７ａＲ，７ｂＳ）－１，
１，７－トリメチル－４－メチレンデカヒドロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン；（
Ｅ）－ウンデカ－９－エナール；（Ｅ）－２－（（（３，５－ジメチルシクロヘキサ－３
－エン－１－イル）メチレン）アミノ）安息香酸メチル；２，６，１０－トリメチルウン
デカ－９－エナール；（７，７，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－２，３ｂ－メタノ
シクロペンタ［１，３］シクロプロパ［１，２］ベンゼン－４－イル）メチルアセテート
；酢酸ノニル；（２－（１－プロポキシエトキシ）エチル）ベンゼン；１－（１－プロポ
キシエトキシ）プロパン；（（１－（２－メトキシエトキシ）エトキシ）メチル）ベンゼ
ン
；（Ｚ）－２－（４－メチルベンジリデン）ヘプタナール；デカ－９－エナール；（Ｚ）
－オキサシクロヘプタデカ－８－エン－２－オン；７－メトキシ－２Ｈ－クロメン－２－
オン；（２Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－２－（プロパ－１－エン－２－
イル）－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン；２－（（２Ｓ
，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オク
タヒドロナフタレン－２－イル）プロパン－２－オール；１－（３，５，５，６，８，８
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－ヘキサメチル－５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－イル）エタン－１－オ
ン；６－イソプロピルキノリン；３－（６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ
－２－エン－２－イル）プロパナール；６，１０，１４－トリメチルペンタデカン－２－
オン；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）－２－ビニルテトラヒドロフラ
ン；（Ｅ）－シクロヘキサデカ－５－エン－１－オン；１－イソプロピル－４－メチルシ
クロヘキサ－３－エン－１－オール；１－フェニルペンタ－４－エン－１－オン；１－イ
ソプロピル－４－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－オール；３，６－ジメチル－４，
５，６，７－テトラヒドロベンゾフラン；４－（４－メトキシフェニル）ブタン－２－オ
ン；（１ａＲ，２Ｓ，４ａＳ）－２，４ａ，８，８－テトラメチルオクタヒドロシクロプ
ロパ［ｄ］ナフタレン－３（１Ｈ）－オン；（Ｅ）－３－プロピリデンイソベンゾフラン
－１（３Ｈ）－オン；（Ｚ）－ドデカ－２－エナール；３－メチル－５－フェニルペンタ
ナール；（Ｅ）－ヘキサ－３－エン－１－イル３－メチルブタノエート；３，６－ジメチ
ルオクタン－３－イルアセテート；３，４，５－トリメトキシベンズアルデヒド；３－（
４－イソプロピルフェニル）プロパナール；（Ｚ）－ウンデカ－２－エンニトリル；（Ｅ
）－ウンデカ－２－エナール；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエナール；酪酸フェネ
チル；（Ｚ）－３－（フラン－２－イル）－２－フェニルアクリルアルデヒド；２－フェ
ノキシエタン－１－オール；（Ｚ）－ノナ－２－エナール；ノナン－２－オール；ノナン
－２－オン；２－イソブチルキノリン；（Ｅ）－２－ヘキシリデンシクロペンタン－１－
オン；２－ヘプチルテトラヒドロフラン；（Ｅ）－デカ－２－エナール；（２Ｅ，６Ｅ）
－ノナ－２，６－ジエナール；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエン－１－オール；２
，６－ジメチルオクタナール；デカン－１－オール；（Ｅ）－ヘプタ－１－エン－１－イ
ルアセテート；ウンデカ－１０－エン－１－オール；ウンデカ－１０－エナール；２－（
（２Ｒ，４ａＳ）－４ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒ
ドロナフタレン－２－イル）プロパン－２－オール；１－イソプロピル－４－メチル－７
－チアビシクロ［２．２．１］ヘプタン；（３Ｅ，５Ｚ）－ウンデカ－１，３，５－トリ
エン；３，７－ジメチルオクタ－６－エン－３－オール；１，３，３－トリメチルビシク
ロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルアセテート；１，１，２，３，３－ペンタメチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン；（Ｚ）－６，１０－ジメチルウンデカ－５，９－ジ
エン－２－イルアセテート；（Ｚ）－ドデカ－３－エナール；（Ｓ）－５－ヘプチルジヒ
ドロフラン－２（３Ｈ）－オン；（Ｒ）－５－ヘプチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オ
ン；（Ｅ）－６，１０－ジメチルウンデカ－５，９－ジエン－２－イルアセテート；（Ｚ
）－３－メチル－５－フェニルペンタ－２－エンニトリル；（２Ｓ，５Ｓ，６Ｓ）－２，
６，１０，１０－テトラメチル－１－オキサスピロ［４．５］デカン－６－オール；（２
Ｅ）－３－メチル－５－フェニル－２－ペンテンニトリル；（１Ｓ，２Ｓ，５Ｓ）－２－
メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；（２Ｓ，５
Ｒ）－２－イソプロピル－５－メチルシクロヘキサン－１－オン；（Ｒ，Ｅ）－２－メチ
ル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ブタ－２－エン
－１－オール；２－（８－イソプロピル－６－メチルビシクロ［２．２．２］オクタ－５
－エン－２－イル）－１，３－ジオキソラン；（Ｅ）－４－（２，２－ジメチル－６－メ
チレンシクロヘキシル）－３－メチルブタ－３－エン－２－オン；３－（３－イソプロピ
ルフェニル）ブタナール；３－（１－エトキシエトキシ）－３，７－ジメチルオクタ－１
，６－ジエン；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノイン
デン－６－イルプロピオネート；２－（（３Ｓ，３ａＳ，５Ｒ）－３，８－ジメチル－１
，２，３，３ａ，４，５，６，７－オクタヒドロアズレン－５－イル）プロパン－２－オ
ール；２－フェニル酢酸ベンジル；２－ヒドロキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オ
ン；（Ｅ）－１，２，４－トリメトキシ－５－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン
；３－（６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－２－イル）－２，
２－ジメチルプロパナール；２－メチル－５－（６－メチルヘプタ－５－エン－２－イル
）ビシクロ［３．１．０］ヘキサ－２－エン；１－（１，１，２，３，３，６－ヘキサメ
チル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－５－イル）エタン－１－オン；２－（ｍ－ト
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リル）エタン－１－オール；（３Ｅ，６Ｅ）－ノナ－３，６－ジエン－１－オール；（Ｅ
）－トリデカ－２－エナール；（１Ｒ，４Ｓ，４ａＳ，６Ｒ，８ａＳ）－４，８ａ，９，
９－テトラメチルオクタヒドロ－１，６－メタノナフタレン－１（２Ｈ）－オール；イソ
ブタン酸ｐ－トリル；ヘキサン酸ｐ－トリル；５－ヘキシル－４－メチルジヒドロフラン
－２（３Ｈ）－オン；エチル（２Ｚ，４Ｅ）－デカ－２，４－ジエノエート；２，４－ジ
メチル－６－フェニル－３，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン；２－シクロヘキシリデン－２
－フェニルアセトニトリル；４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エ
ン－１－カルバルデヒド；（４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エ
ン－１－イル）メチルアセテート；（４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ
－１－エン－１－イル）メタノール；（２－イソプロポキシエチル）ベンゼン；２－シク
ロヘキシルヘプタ－１，６－ジエン－３－オン；（２－（シクロヘキシルオキシ）エチル
）ベンゼン；２－メチル酪酸フェネチル；２－フェニルエタン－１－オール；２－フェニ
ル酢酸フェネチル；３－メチル－５－フェニルペンタン－１－オール；安息香酸フェニル
；安息香酸フェネチル；２－ベンジル－１，３－ジオキソラン；２－（６，６－ジメチル
ビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－２－イル）アセトアルデヒド；６，６－ジメ
チル－２－メチレンビシクロ［３．１．１］ヘプタン－３－オール；４－（ベンゾ［ｄ］
［１，３］ジオキソール－５－イル）ブタン－２－オン；３ａ，４，５，６，７，７ａ－
ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルピバレート；（４ａＲ，８ａＳ
）－７－メチルオクタヒドロ－１，４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オン；４－イソ
プロピル－１－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－オール；（Ｅ）－３，３－ジメチル
－５－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ペンタ－４－エン
－２－オール；１－メチル－４－（４－メチルペンタ－３－エン－１－イル）シクロヘキ
サ－３－エン－１－カルバルデヒド；プロパン－１，２－ジオール；２－フェニル酢酸ｐ
－トリル；２，４，７－デカトリエン酸エチル；２－ベンジル－４，４，６－トリメチル
－１，３－ジオキサン；２，４－ジメチル－４－フェニルテトラヒドロフラン；（２Ｒ，
４ａ’Ｒ，８ａ’Ｒ）－３，７’－ジメチル－３’，４’，４ａ’，５’，８’，８ａ’
－ヘキサヒドロ－１’Ｈ－スピロ［オキシラン－２，２’－［１，４］メタノナフタレン
］；（Ｚ）－６－エチリデンオクタヒドロ－２Ｈ－５，８－メタノクロメン；２－（（Ｓ
）－１－（（Ｓ）－３，３－ジメチルシクロヘキシル）エトキシ）－２－オキソエチルプ
ロピオネート；２，２－ジメチル－６－メチレンシクロヘキサン－１－カルボン酸メチル
；２－メチル－５－フェニルペンタン－１－オール；４－メチル－２－フェニル－３，６
－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン；（１Ｓ，３Ｒ，５Ｓ）－１－イソプロピル－４－メチレンビ
シクロ［３．１．０］ヘキサン－３－オール；５－アリルベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキ
ソール；２，２，７，９－テトラメチルスピロ（５．５）ウンデカ－８－エン－１－オン
；３－メチル－５－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ペン
タン－２－オール；（Ｚ）－２－エチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－
３－エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オール；（Ｅ）－２－メチル－４－（２，２
，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オール；５
－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－２－カルバルデヒド；５－メ
トキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－２－カルバルデヒド；１－（３－
ヒドロキシ－３－メチルペンタ－４－エン－１－イル）－２，５，５，８ａ－テトラメチ
ルデカヒドロナフタレン－２－オール；（４ａＲ，６ａＳ，１０ａＳ，１０ｂＲ）－３，
４ａ，７，７，１０ａ－ペンタメチル－４ａ，５，６，６ａ，７，８，９，１０，１０ａ
，１０ｂ－デカヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［ｆ］クロメン；（４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－
ジメチル－２－（プロパン－２－イリデン）－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オ
クタヒドロナフタレン；２－（１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）エトキシ）－２
－メチルプロピルシクロプロパンカルボキシレート；３－（４－イソブチルフェニル）－
２－メチルプロパナール；（１ａＲ，４ａＲ，７Ｓ，７ａＲ，７ｂＲ）－１，１，７－ト
リメチル－４－メチレンデカヒドロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン－７－オール；
（１Ｒ，３Ｒ，６Ｒ）－２’，２’，３，７，７－ペンタメチルスピロ［ビシクロ［４．



(31) JP 2017-537173 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

１．０］ヘプタン－２，５’－［１，３］ジオキサン］；２－メチル－１，５－ジオキサ
スピロ［５．５］ウンデカン；１－（スピロ［４．５］デカ－７－エン－７－イル）ペン
タ－４－エン－１－オン；２－（４－メチルチアゾール－５－イル）エタン－１－オール
；２－（ヘプタン－３－イル）－１，３－ジオキソラン；（Ｚ）－ドデカ－４－エナール
；（１Ｓ，４Ｓ，４ａＲ，８ａＲ）－４－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３
，４，４ａ，７，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－オール；（１Ｓ，４Ｓ，４ａ
Ｒ，８ａＳ）－４－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８，
８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－オール；３－メチル－２－ペンチルシクロペンタン
－１－オン；２，６，１０，１０－テトラメチル－１－オキサスピロ［４．５］デカ－６
－エン；２－（２－メルプロパン－２－イル）－５－メチルシクロヘキサン－１－オン；
（１ａＲ，４ａＳ）－２，４ａ，８，８－テトラメチル－１，１ａ，４，４ａ，５，６，
７，８－オクタヒドロシクロプロパ［ｄ］ナフタレン；１－イソプロピル－２－メトキシ
－４－メチルベンゼン；１－（２，２，６－トリメチルシクロヘキシル）ヘキサン－３－
オール；（２Ｚ，４Ｅ）－ノナ－２，４－ジエナール；（２Ｅ，６Ｅ）－３，７，１１－
トリメチルドデカ－２，６，１０－トリエン－１－オール；（２Ｅ，６Ｚ）－ノナ－２，
６－ジエナール；（Ｚ）－デカ－２－エナール；（Ｅ）－ノナ－２－エナール；（３Ｅ，
６Ｚ）－ノナ－３，６－ジエン－１－オール；（Ｅ）－デカ－４－エナール；（Ｚ）－オ
キサシクロヘプタデカ－８－エン－２－オン；（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－１，３
，６－トリエン；（Ｚ）－３，７－ジメチルオクタ－１，３，６－トリエン；（Ｅ）－３
，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエン－１－オール；２－（（１Ｓ，２Ｓ）－３－オキ
ソ－２－ペンチルシクロペンチル）酢酸メチル；７－（１，１－ジメチルエチル）－２Ｈ
－１，５－ベンゾジオキセピン－３（４Ｈ）－オン；（１Ｒ－（１α，３α，４ａα））
－
２，３，４，４ａ，５，６－ヘキサヒドロ－２，２－ジメチル－１，３－メタノナフタレ
ン－７（１Ｈ）－オン；トリデカン－１－オール；２－ヒドロキシプロパン－１，２，３
－トリカルボン酸トリエチル；２－（（１－ヒドロキシ－３－フェニルブチル）アミノ）
安息香酸メチル；１－（（２Ｅ，５Ｚ，９Ｚ）－２，６，１０－トリメチルシクロドデカ
－２，５，９－トリエン－１－イル）エタン－１－オン；デカヒドロ－２，６，６，７，
８，８－ヘキサメチル－２ｈ－インデノ（４，５－ｂ）フラン；１３－メチルオキサシク
ロペンタデカ－１０－エン－２－オン；ウンデカナール；（Ｅ）－４－メチルデカ－３－
エン－５－オール；（３Ｒ，４ａＳ，５Ｒ）－４ａ，５－ジメチル－３－（プロパ－１－
エン－２－イル）－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒドロナフタレン；２－
（（２Ｒ，８Ｒ，８ａＳ）－８，８ａ－ジメチル－１，２，３，４，６，７，８，８ａ－
オクタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン－２－オール；４－ホルミル－２－メトキ
シフェニルイソブチレート；（Ｚ）－２－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロ
ヘキサ－２－エン－１－イル）ブタ－２－エナール；２，４－ジヒドロキシ－３，６－ジ
メチル安息香酸メチル；１－メトキシ－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１
Ｈ－４，７－メタノインデン；（Ｚ）－２－（（３－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニ
ル）－２－メチルプロピリデン）アミノ）安息香酸メチル；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－
１－イルイソブチレート；２，４，６－トリメチル－４－フェニル－１，３－ジオキサン
；１－（（３Ｒ，３ａＲ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチル－２，３，４
，７，８，８ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル）エタン－
１－オン；（Ｚ）－２－（（（２，４－ジメチルシクロヘキサ－３－エン－１－イル）メ
チレン）アミノ）安息香酸メチル；４，８－ジメチル－２－（プロパン－２－イリデン）
－１，２，３，３ａ，４，５，６，８ａ－オクタヒドロアズレン－６－オール；４，８－
ジメチル－２－（プロパン－２－イリデン）－１，２，３，３ａ，４，５，６，８ａ－オ
クタヒドロアズレン－６－イルアセテート；デカヒドロ－３Ｈ－スピロ［フラン－２，５
’－［４，７］メタノインデン］；（２Ｚ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエンニトリル；（
Ｚ）－シクロオクタ－４－エン－１－イルメチルカーボネート；（１ａＲ，４Ｓ，４ａＳ
，７Ｒ，７ａＳ，７ｂＳ）－１，１，４，７－テトラメチルデカヒドロ－１Ｈ－シクロプ
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ロパ［ｅ］アズレン－４－オール；３，５，５，６，７，８，８－ヘプタメチル－５，６
，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－カルボニトリル；（１Ｓ，２Ｓ，３Ｓ，５Ｒ）
－２，６，６－トリメチルスピロ［ビシクロ［３．１．１］ヘプタン－３，１’－シクロ
ヘキサン］－２’－エン－４’－オン；１’，１’，５’，５’－テトラメチルヘキサヒ
ドロ－２’Ｈ，５’Ｈ－スピロ［［１，３］ジオキソラン－２，８’－［２，４ａ］メタ
ノナフタレン］；（２’Ｓ，４ａ’Ｓ，８ａ’Ｓ）－１’，１’，５’，５’－テトラメ
チルヘキサヒドロ－２’Ｈ，５’Ｈ－スピロ［［１，３］ジオキソラン－２，８’－［２
，４ａ］メタノナフタレン］；４－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）ブタン－
２－オン；（１Ｒ，８ａＲ）－４－イソプロピル－１，６－ジメチル－１，２，３，７，
８，８ａ－ヘキサヒドロナフタレン；２，４－ジメチル－２－（５，５，８，８－テトラ
メチル－５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－イル）－１，３－ジオキソラン
；３ａ，５，６，７，８，８ｂ－ヘキサヒドロ－２，２，６，６，７，８，８－ヘプタメ
チル－４Ｈ－インデノ（４，５－ｄ）－１，３－ジオキソール；２，４－ジメチル－４，
４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；（１－メ
チル－２－（（１，２，２－トリメチルビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－イル）メ
チル）シクロプロピル）メタノール；２－（シクロヘキシルオキシ）－１，７，７－トリ
メチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン；４－（（２Ｒ）－１，７，７－トリメチルビシ
クロ［２．２．１］ヘプタン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；８，８－ジ（１
Ｈ－インドール－１－イル）－２，６－ジメチルオクタン－２－オール；（７，７，８，
８－テトラメチルオクタヒドロ－２，３ｂ－メタノシクロペンタ［１，３］シクロプロパ
［１，２］ベンゼン－４－イル）メタノール；８，８－ジメチル－３ａ，４，５，６，７
，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルプロピオネート；（Ｅ
）－４－（（３ａＲ，４Ｒ，７Ｒ，７ａＲ）－１，３ａ，４，６，７，７ａ－ヘキサヒド
ロ－５Ｈ－４，７－メタノインデン－５－イリデン）－３－メチルブタン－２－オール；
（３Ｒ，３ａＲ，６Ｓ，７Ｓ，８ａＳ）－６－メトキシ－３，６，８，８－テトラメチル
オクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン；（１Ｒ，２Ｓ，６Ｓ，７Ｓ，８Ｓ）－
８－イソプロピル－１－メチル－３－メチレントリシクロ［４．４．０．０２，７］デカ
ン；２’－イソプロピル－１，７，７－トリメチルスピロ［ビシクロ［２．２．１］ヘプ
タン－２，４’－［１，３］ジオキサン］；（４ａＲ，５Ｒ，７ａＳ，９Ｒ）－２，２，
５，８，８，９ａ－ヘキサメチルオクタヒドロ－４Ｈ－４ａ，９－メタノアズレノ［５，
６－ｄ］［１，３］ジオキソール；（３Ｓ，５ａＲ，７ａＳ，１１ａＳ，１１ｂＲ）－３
，８，８，１１ａ－テトラメチルドデカヒドロ－５Ｈ－３，５ａ－エポキシナフト［２，
１－ｃ］オキセピン；２，２，６，６，７，８，８－ヘプタメチルデカヒドロ－２Ｈ－イ
ンデノ［４，５－ｂ］フラン；（１ａＳ，２ａＲ，３Ｒ，５ａＳ，７Ｒ，７ａＲ）－３，
６，６，７ａ－テトラメチルオクタヒドロ－２Ｈ－２ａ，７－メタノアズレノ［５，６－
ｂ］オキシレン；（７，７，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－２，３ｂ－メタノシク
ロペンタ［１，３］シクロプロパ［１，２］ベンゼン－４－イル）メチルアセテート；１
－（３－ヒドロキシ－３－メチルペンタ－４－エン－１－イル）－２，５，５，８ａ－テ
トラメチルデカヒドロナフタレン－２－オール；デカヒドロ－２，６，６，７，８，８－
ヘキサメチル－２ｈ－インデノ（４，５－ｂ）フラン；４，５－エポキシ－４，１１，１
１－トリメチル－８－メチレンビシクロ（７．２．０）ウンデカン；１，３，４，６，７
，８α－ヘキサヒドロ－１，１，５，５－テトラメチル－２Ｈ－２，４α－メタノフタレ
ン－８（５Ｈ）－オンおよびこれらの混合物からなる群から選択され、さらに好ましくは
、前記悪臭低減材料は、３－メトキシ－７，７－ジメチル－１０－メチレンビシクロ［４
．３．１］デカン；２，４ａ，５，８ａ－テトラメチル－１，２，３，４，４ａ，７，８
，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－イルホルメート；２，２，６，８－テトラメチル
－１，２，３，４，４ａ，５，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－１－オール；（４Ｒ
，４ａＳ，６Ｒ）－４，４ａ－ジメチル－６－（プロパ－１－エン－２－イル）－４，４
ａ，５，６，７，８－ヘキサヒドロナフタレン－２（３Ｈ）－オン；（（３Ｓ，３ａＲ，
６Ｒ，８ａＳ）－７，７－ジメチル－８－メチレンオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，６－メタ
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ノアズレン－３－イル）メタノール；４，９－ジメトキシ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］ク
ロメン－７－オン；（Ｅ）－シクロヘキサデカ－８－エン－１－オン；（Ｚ）－１－ベン
ジルオキシ）－２－メトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；１－（（
２Ｓ，３Ｓ）－２，３，８，８－テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オク
タヒドロナフタレン－２－イル）エタン－１－オン；（１Ｓ，２Ｓ，４Ｓ）－１，７，７
－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルイソブチレート；２，３－ジヒ
ドロ－３，３－ジメチル－１Ｈ－インデン－５－プロパナール；３－（３，３－ジメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－５－イル）プロパナール；３ａ，４，５，６，７
，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルアセテート；２－（（
２Ｒ，４ａＲ）－４ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒド
ロナフタレン－２－イル）プロパン－２－オール；４，６，６，７，８，８－ヘキサメチ
ル－１，３，４，６，７，８－ヘキサヒドロシクロペンタ［ｇ］イソクロメン；（Ｚ）－
６－エチリデンオクタヒドロ－２Ｈ－５，８－メタノクロメン－２－オン；８，８－ジメ
チル－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６
－イルアセテート；オクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－５－イルアセテート
；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イ
ルブチレート；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノイン
デン－５－イルイソブチレート；（５Ｒ，６Ｒ）－３，６－ジメチル－５－（プロパ－１
－エン－２－イル）－６－ビニル－４，５，６，７－テトラヒドロベンゾフラン；（Ｅ）
－シクロヘプタデカ－９－エン－１－オン；（３Ｒ，３ａＳ，６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３
，６，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－３－イル
ホルメート；（３Ｒ，３ａＳ，６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチルオ
クタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－６－イルアセテート；（３Ｒ，３ａＳ，
６Ｒ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチルオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－
メタノアズレン－６－オール；５－メチル－１－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ
－３－エン－１－イル）－６－オキサビシクロ［３．２．１］オクタン；（Ｚ）－４，１
１，１１－トリメチル－８－メチレンビシクロ［７．２．０］ウンデカ－３－エン－５－
イルアセテート；（１Ｓ，２Ｓ，５Ｒ，８Ｓ）－４，４，８－トリメチルトリシクロ［６
．３．１．０２，５］ドデカン－１－オール；（１Ｓ，２Ｓ）－１，７，７－トリメチル
ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－イルイソブチレート；（Ｚ）－２－メチル－５－
（（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－２－メチル－３－メチレンビシクロ［２．２．１］ヘプタン－
２－イル）ペンタ－２－エン－１－オール；（１Ｓ，４Ｒ，７Ｒ）－１，４，９，９－テ
トラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－４，７－メタノアズレン
；（１ａＳ，５ａＲ，９ａＲ）－１ａ，５，５，７－テトラメチル－１ａ，２，３，４，
５，５ａ，８，９－オクタヒドロベンゾ［１，７］シクロヘプタ［１，２－ｂ］オキシレ
ン；（２，２－ジメトキシエチル）ベンゼン；（３Ｒ，３ａＳ，７Ｓ，８ａＳ）－３，８
，８－トリメチル－６－メチレンオクタヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン；４－
メトキシベンジル２－フェニルアセテート；２，２，７，７，８，９，９－ヘプタメチル
デカヒドロインデノ［４，３ａ－ｂ］フラン；（４Ｒ，４ａＳ）－４，４ａ－ジメチル－
６－（プロパン－２－イリデン）－４，４ａ，５，６，７，８－ヘキサヒドロナフタレン
－２（３Ｈ）－オン；（Ｅ）－５－（２，３－ジメチルトリシクロ［２．２．１．０２，
６］ヘプタン－３－イル）－２－メチルペンタ－２－エン－１－オール；（１Ｒ，３ａＳ
，７Ｓ，８ａＲ）－１，４，９，９－テトラメチル－２，３，６，７，８，８ａ－ヘキサ
ヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン；（１ａＲ，４Ｒ，４ａＲ，７ｂＳ）－１，１
，４，７－テトラメチル－１ａ，２，３，４，４ａ，５，６，７ｂ－オクタヒドロ－１Ｈ
－シクロプロパ［ｅ］アズレン；２－（（２Ｒ，４ａＲ，８ａＲ）－４ａ，８－ジメチル
－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン
－２－オール；（３ａＲ，３ｂＲ，４Ｓ，７Ｒ，７ａＳ）－４－イソプロピル－７－メチ
ル－３ａ，３ｂ，４，５，６，７－ヘキサヒドロ－１Ｈ－シクロペンタ［１，３］シクロ
プロパ［１，２］ベンゼン；（３Ｒ，５ａＳ，９ａＲ）－２，２，５ａ，９－テトラメチ
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ル－３，４，５，５ａ，６，７－ヘキサヒドロ－２Ｈ－３，９ａ－メタノベンゾ［ｂ］オ
キ
セピン；（１ａＲ，４ａＳ，７Ｒ，７ａＲ，７ｂＳ）－１，１，７－トリメチル－４－メ
チレンデカヒドロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン；２－（（２Ｓ，４ａＲ，８ａＲ
）－４ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，８ａ－オクタヒドロナフタレ
ン－２－イル）プロパン－２－オール；１－（３，５，５，６，８，８－ヘキサメチル－
５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－イル）エタン－１－オン；（Ｅ）－シク
ロヘキサデカ－５－エン－１－オン；（１ａＲ，２Ｓ，４ａＳ）－２，４ａ，８，８－テ
トラメチルオクタヒドロシクロプロパ［ｄ］ナフタレン－３（１Ｈ）－オン；２－（（２
Ｒ，４ａＳ）－４ａ，８－ジメチル－１，２，３，４，４ａ，５，６，７－オクタヒドロ
ナフタレン－２－イル）プロパン－２－オール；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒ
ドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルプロピオネート；１－（１，１，２，３
，３，６－ヘキサメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－５－イル）エタン－１－
オン；（１Ｒ，４Ｓ，４ａＳ，６Ｒ，８ａＳ）－４，８ａ，９，９－テトラメチルオクタ
ヒドロ－１，６－メタノナフタレン－１（２Ｈ）－オール；３ａ，４，５，６，７，７ａ
－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルピバレート；（２Ｒ，４ａ’
Ｒ，８ａ’Ｒ）－３，７’－ジメチル－３’，４’，４ａ’，５’，８’，８ａ’－ヘキ
サヒドロ－１’Ｈ－スピロ［オキシラン－２，２’－［１，４］メタノナフタレン］；２
，２，７，９－テトラメチルスピロ（５．５）ウンデカ－８－エン－１－オン；（Ｚ）－
２－エチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ブタ－
２－エン－１－オール；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－２
－カルバルデヒド；（４ａＲ，６ａＳ，１０ａＳ，１０ｂＲ）－３，４ａ，７，７，１０
ａ－ペンタメチル－４ａ，５，６，６ａ，７，８，９，１０，１０ａ，１０ｂ－デカヒド
ロ－１Ｈ－ベンゾ［ｆ］クロメン；（１ａＲ，４ａＲ，７Ｓ，７ａＲ，７ｂＲ）－１，１
，７－トリメチル－４－メチレンデカヒドロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン－７－
オール；１－（スピロ［４．５］デカ－７－エン－７－イル）ペンタ－４－エン－１－オ
ン；（１ａＲ，４ａＳ）－２，４ａ，８，８－テトラメチル－１，１ａ，４，４ａ，５，
６，７，８－オクタヒドロシクロプロパ［ｄ］ナフタレン；（１Ｒ－（１α，３α，４ａ
α））－２，３，４，４ａ，５，６－ヘキサヒドロ－２，２－ジメチル－１，３－メタノ
ナフタレン－７（１Ｈ）－オン；２－（（２Ｒ，８Ｒ，８ａＳ）－８，８ａ－ジメチル－
１，２，３，４，６，７，８，８ａ－オクタヒドロナフタレン－２－イル）プロパン－２
－オール；１－（（３Ｒ，３ａＲ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチル－２
，３，４，７，８，８ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル）
エタン－１－オン；（Ｚ）－２－（（（２，４－ジメチルシクロヘキサ－３－エン－１－
イル）メチレン）アミノ）安息香酸メチル；４，８－ジメチル－２－（プロパン－２－イ
リデン）－１，２，３，３ａ，４，５，６，８ａ－オクタヒドロアズレン－６－イルアセ
テート；デカヒドロ－３Ｈ－スピロ［フラン－２，５’－［４，７］メタノインデン］；
（１ａＲ，４Ｓ，４ａＳ，７Ｒ，７ａＳ，７ｂＳ）－１，１，４，７－テトラメチルデカ
ヒドロ－１Ｈ－シクロプロパ［ｅ］アズレン－４－オール；３，５，５，６，７，８，８
－ヘプタメチル－５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－カルボニトリル；（１
Ｓ，２Ｓ，３Ｓ，５Ｒ）－２，６，６－トリメチルスピロ［ビシクロ［３．１．１］ヘプ
タン－３，１’－シクロヘキサン］－２’－エン－４’－オン；１’，１’，５’，５’
－テトラメチルヘキサヒドロ－２’Ｈ，５’Ｈ－スピロ［［１，３］ジオキソラン－２，
８’－［２，４ａ］メタノナフタレン］；（２’Ｓ，４ａ’Ｓ，８ａ’Ｓ）－１’，１’
，５’，５’－テトラメチルヘキサヒドロ－２’Ｈ，５’Ｈ－スピロ［［１，３］ジオキ
ソラン－２，８’－［２，４ａ］メタノナフタレン］；（７，７，８，８－テトラメチル
オクタヒドロ－２，３ｂ－メタノシクロペンタ［１，３］シクロプロパ［１，２］ベンゼ
ン－４－イル）メタノール；４，５－エポキシ－４，１１，１１－トリメチル－８－メチ
レンビシクロ（７．２．０）ウンデカン；１，３，４，６，７，８α－ヘキサヒドロ－１
，１，５，５－テトラメチル－２Ｈ－２，４α－メタノフタレン－８（５Ｈ）－オンおよ
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びこれらの混合物からなる群から選択され、最も好ましくは、前記悪臭低減材料は、（Ｅ
）－シクロヘキサデカ－５－エン－１－オン；２，２，７，７，８，９，９－ヘプタメチ
ルデカヒドロインデノ［４，３ａ－ｂ］フラン；２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル－
１Ｈ－インデン－５－プロパナール；３－（３，３－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ
－インデン－５－イル）プロパナール；４，５－エポキシ－４，１１，１１－トリメチル
－８－メチレンビシクロ（７．２．０）ウンデカン；１，３，４，６，７，８α－ヘキサ
ヒドロ－１，１，５，５－テトラメチル－２Ｈ－２，４α－メタノフタレン－８（５Ｈ）
－オンおよびこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１～６のいずれか一項に
記載の清浄組成物。
【請求項８】
　３以下のｌｏｇ　Ｐ、好ましくは、０．１～３のｌｏｇ　Ｐを有する１つ以上の悪臭低
減材料を含み、好ましくは、前記１つ以上の悪臭低減材料が、２－（ｐ－トリル）プロパ
ン－２－オール；４－メチル－１－オキサスピロ［５．５］ウンデカン－４－オール；７
－メチル－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ）－オン；２－メチル
－６－メチレンオクタ－７－エン－２－オール；４－メトキシ－６－プロパ－２－エニル
－１，３－ベンゾジオキソール；（Ｅ）－２，６－ジメチルオクタ－５，７－ジエン－２
－オール；（Ｅ）－２，７－ジメチルオクタ－１，５，７－トリエン－３－オール；１－
（３－メチルベンゾフラン－２－イル）エタン－１－オン；１－エチル－３－メトキシト
リシクロ［２．２．１．０２，６］ヘプタン；６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］
ヘプタ－２－エン－２－カルバルデヒド；３－メチル－４－フェニルブタン－２－オール
；４－フェニルブタン－２－オール；１－ヒドロキシデカン－３－オン；（Ｚ）－１，２
－ジメトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；４－アリル－１，２－ジ
メトキシベンゼン；２－（（１Ｒ，２Ｒ）－３－ｏｘｏ－２－（（Ｚ）－ペンタ－２－エ
ン－１－イル）シクロペンチル）酢酸メチル；２－（３－オキソ－２－ペンチルシクロペ
ンチル）酢酸メチル；ケイ皮酸メチル；７－メトキシ－３，７－ジメチルオクタナール；
オクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－１－カルバルデヒド；２，４－ジメチル
－４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；４
－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルバルデヒ
ド；（Ｚ）－３－ヘキセン１－イル－２－シクロペンテン－１－オン；２－（５－メチル
－５－ビニルテトラヒドロフラン－２－イル）プロパン－２－オール；６－メチル－２－
（オキシラン－２－イル）ヘプタ－５－エン－２－オール；（Ｅ）－１－（１－メトキシ
プロポキシ）ヘキサ－３－エン；（Ｅ）－１－（１－エトキシエトキシ）ヘキサ－３－エ
ン；（１Ｓ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサ－
２－エン－１－オール；３，６－ジメチルヘキサヒドロベンゾフラン－２（３Ｈ）－オン
；（Ｅ）－６－（ペンタ－３－エン－１－イル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－オン
；２－メチル－４－フェニル－１，３－ジオキソラン；（１Ｒ，２Ｓ，５Ｒ）－５－メチ
ル－２－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；４，９－ジメト
キシ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］クロメン－７－オン；２，５，６－トリメチルシクロヘ
キサ－３－エン－１－カルバルデヒド；４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１
，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；３，７－ジメチルオクタン－１，７－ジオール；３－
フェニルプロパン－１－オール；（１，１－ジメトキシプロパン－２－イル）ベンゼン；
５－エチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフラン－３（２Ｈ）－オン；２－ブチル－４，
４，６－トリメチル－１，３－ジオキサン；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ
－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルアセテート；５－（ジエトキシメチル）ベン
ゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール；３－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イ
ル）－２－メチルプロパナール；５－ペンチルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；５－
［（Ｚ）－ヘキサ－３－エニル］オキソラン－２－オン；５－ヘキシルジヒドロフラン－
２（３Ｈ）－オン；シクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ジエチル；２－イソブチル－
４－メチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－オール；（Ｚ）－６－エチリデンオクタヒ
ドロ－２Ｈ－５，８－メタノクロメン－２－オン；２－メトキシ－４－（４－メチレンテ
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トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）フェノール；４－アリル－２－メトキシフェニル
アセテート；４－アリル－２－メトキシフェノール；３－メチル－３－フェニルオキシラ
ン－２－カルボン酸エチル；ノナン－３－オン；３－フェニルオキシラン－２－カルボン
酸エチル；（２－（１－エトキシエトキシ）エチル）ベンゼン；（２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－
２，３，４，５－テトラヒドロキシペンタナール；２－（２－ヒドロキシプロポキシ）プ
ロパン－１－オール；２，６－ジメチルオクタ－７－エン－４－オン；２－メチル－５－
（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；２－ヘキシル－３－オキ
ソシクロペンタン－１－カルボン酸メチル；６－ペンチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－
２－オン；デカヒドロナフタレン－２－オール；１，４－ジオキサシクロヘキサデカン－
５，１６－ジオン；（４－イソプロピルフェニル）メタノール；１－（ベンゾフラン－２
－イル）エタン－１－オン；（１Ｒ，４Ｒ，６Ｓ）－１－メチル－４－（プロパ－１－エ
ン－２－イル）－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタン；（Ｚ）－ノナ－６－エン
－１－オール；（１Ｒ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シク
ロヘキサ－２－エン－１－オール；（３Ｚ，６Ｚ）－ノナ－３，６－ジエン－１－オール
；ギ酸シンナミル；酢酸シンナミル（Ｅ）－３－フェニルプロパ－２－エン－１－オール
；オクタン－１－オール；オクタン酸；３－（４－メトキシフェニル）－２－メチルプロ
パナール；１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２，３－ジオン；
１－ブトキシ－１－オキソプロパン－２－イルブチレート；１－メチル－４－（プロパ－
１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；（２，２－ジメトキシエチル）ベン
ゼン；（Ｚ）－４－（２，２，６－トリメチル－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプ
タン－１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；４－メトキシ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］
クロメン－７－オン；２－メチル－４－フェニルブタン－２－オール；２－メチル－１－
フェニルプロパン－２－オール；ベンゾフェノン；７－イソペンチル－２Ｈ－ベンゾ［ｂ
］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ）－オン；メチル（Ｅ）－オクタ－４，７－ジエノ
エート；（１Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－イソプロピル－４－メチルビシクロ［３．１．０］
ヘキサン－３－オン；１－フェニルペンタン－２－オール；２，３，４－トリメトキシベ
ンズアルデヒド；２，４，５－トリメトキシベンズアルデヒド；２，４，６－トリメトキ
シベンズアルデヒド；トランス，トランス－２，４－ノナジエン－１－アール；α，４－
ジメチルベンゼンプロパナール；２－（イソペンチルオキシ）酢酸アリル；１－（１－プ
ロポキシエトキシ）プロパン；（（１－（２－メトキシエトキシ）エトキシ）メチル）ベ
ンゼン；７－メトキシ－２Ｈ－クロメン－２－オン；２－メチル－５－（プロパ－１－エ
ン－２－イル）－２－ビニルテトラヒドロフラン；１－フェニルペンタ－４－エン－１－
オン；４－（４－メトキシフェニル）ブタン－２－オン；（Ｅ）－３－プロピリデンイソ
ベンゾフラン－１（３Ｈ）－オン；３－メチル－５－フェニルペンタナール；３，４，５
－トリメトキシベンズアルデヒド；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエナール；（Ｚ）
－３－（フラン－２－イル）－２－フェニルアクリルアルデヒド；２－フェノキシエタン
－１－オール；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエナール；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２
，６－ジエン－１－オール；（１Ｓ，２Ｓ，５Ｓ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エ
ン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；２－ヒドロキシ－１，２－ジフェニルエタ
ン－１－オン；（Ｅ）－１，２，４－トリメトキシ－５－（プロパ－１－エン－１－イル
）ベンゼン；２－（ｍ－トリル）エタン－１－オール；（３Ｅ，６Ｅ）－ノナ－３，６－
ジエン－１－オール；イソブタン酸ｐ－トリル；４－（プロパ－１－エン－２－イル）シ
クロヘキサ－１－エン－１－カルバルデヒド；２－フェニルエタン－１－オール；３－メ
チル－５－フェニルペンタン－１－オール；２－ベンジル－１，３－ジオキソラン；６，
６－ジメチル－２－メチレンビシクロ［３．１．１］ヘプタン－３－オール；４－（ベン
ゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）ブタン－２－オン；（４ａＲ，８ａＳ）－
７－メチルオクタヒドロ－１，４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オン；４－イソプロ
ピル－１－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－オール；プロパン－１，２－ジオール；
２－メチル－５－フェニルペンタン－１－オール；（１Ｓ，３Ｒ，５Ｓ）－１－イソプロ
ピル－４－メチレンビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－オール；５－アリルベンゾ［
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ｄ］［１，３］ジオキソール；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデ
ン－２－カルバルデヒド；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－
２－カルバルデヒド；（１Ｒ，３Ｒ，６Ｒ）－２’，２’，３，７，７－ペンタメチルス
ピロ［ビシクロ［４．１．０］ヘプタン－２，５’－［１，３］ジオキサン］；２－メチ
ル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］ウンデカン；２－（４－メチルチアゾール－５－
イル）エタン－１－オール；２－（２－メルカプトプロパン－２－イル）－５－メチルシ
クロヘキサン－１－オン；（２Ｚ，４Ｅ）－ノナ－２，４－ジエナール；（２Ｅ，６Ｚ）
－ノナ－２，６－ジエナール；（３Ｅ，６Ｚ）－ノナ－３，６－ジエン－１－オール；２
－（（１Ｓ，２Ｓ）－３－ｏｘｏ－２－ペンチルシクロペンチル）酢酸メチル；７－（１
，１－ジメチルエチル）－２Ｈ－１，５－ベンゾジオキセピン－３（４Ｈ）－オン；２－
ヒドロキシプロパン－１，２，３－トリカルボン酸トリエチル；４－ホルミル－２－メト
キシフェニルイソブチレート；２，４－ジヒドロキシ－３，６－ジメチル安息香酸メチル
；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルイソブチレート；（Ｚ）－シクロオクタ－４－エ
ン－１－イルメチルカーボネート；４－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）ブタ
ン－２－オン；（Ｅ）－３－（２－メトキシフェニル）アクリルアルデヒド；３，３－ジ
メチル－５（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－４－ペンテン
－２－オール；（Ｅ）－２，２－ジメチル－３－（３－メチルペンタ－２，４－ジエン－
１－イル）オキシラン；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルシクロプロパンカルボキシ
レート；プロピオン酸１－フェニルエチル；２－フェニル酢酸メチル；２－メチル－６－
オキサスピロ［４．５］デカン－７－オン；２－エトキシ－４－（メトキシメチル）フェ
ノール；２－シクロペンチリデン酢酸メチル；６－メトキシ－２，６－ジメチルヘプタナ
ール；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルメチルカーボネート；４－メチルキノリン；
２－メチル－５－（１－メチルエテニル）－２－シクロヘキセノン；４－メチルペンタ－
１－エン－３－オール；２－メチルブタン酸イソプロピル；４－メチルペンタ－４－エン
－２－イルイソブチレート；７－メチルオクタン－１－オール；（Ｚ）－２－メトキシ－
４－（プロパ－１－エン－１－イル）フェニルアセテート；（Ｚ）－２－メトキシ－４－
（プロパ－１－エン－１－イル）フェノール；１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２
．１］ヘプタン－２－オール；イソ酪酸イソペンチル；３－フェニルプロパン酸；２－フ
ェニルプロパン－１－オール；ヘプタン－１－オール；ヘプタナール；ベンゾ［ｄ］［１
，３］ジオキソール－５－カルバルデヒド；Ｎ，２－ジメチル－Ｎ－フェニルブタンアミ
ド；（Ｚ）－５－メチルヘプタ－２－エン－４－オン；１，３，３－トリメチルビシクロ
［２．２．１］ヘプタン－２－オール；１，３，３－トリメチル－２－オキサビシクロ［
２．２．２］オクタン；２－エトキシ－４－ホルミルフェニルアセテート；ケイ皮酸エチ
ル；（２Ｒ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン
－１－オン；３，３，５－トリメチルシクロヘキサン－１－オン；２－メトキシ－４－プ
ロピルフェノール；クロマン－２－オン；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イ
ル）シクロヘキサン－１－オン；２－ペンチルシクロペンタン－１－オン；２－メトキシ
－４－メチルフェノール；（Ｚ）－３－メチル－２－（ペンタ－２－エン－１－イル）シ
ク
ロペンタ－２－エン－１－オン；（Ｅ）－２－メトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－
イル）フェノール；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルプロピオネート；（Ｚ）－ヘキ
サ－３－エン－１－オール；（Ｚ）－ヘキサ－２－エン－１－オール；シンナモニトリル
；シンナムアルデヒド；シンナモニトリル；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－
イル）シクロヘキサ－２－エン－１－オン；２－（２－エトキシエトキシ）エタン－１－
オール；ヘキサン－１－オール；２－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン
－１－イル）アセトニトリル；１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン
－２－オン；（１Ｓ，２Ｒ，４Ｓ）－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘ
プタン－２－オール；６，６－ジメチルスピロ［ビシクロ［３．１．１］ヘプタン－２，
２’－オキシラン］；４－フェニルブタン－２－オン；イソ酪酸ベンジル；酪酸ベンジル
；フェニルメタノール；４－メトキシベンジルアセテート；４－メトキシベンジルホルメ
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ート；４－シクロヘキシルブタン－２－オール；（Ｅ）－２－メチル－３－フェニルアク
リルアルデヒド；４－メトキシ－２，５－ジメチルフラン－３（２Ｈ）－オン；２－フェ
ノキシ酢酸アリル；Ｎ－エチル－Ｎ－（ｍ－トリル）プロピオンアミド；３－ヒドロキシ
ブタン－２－オン；１－（４－メトキシフェニル）エタン－１－オン；６－メチルキノリ
ン；５－メチルヘプタン－３－オン；４－ビニルフェノール；（Ｅ）－３－（４－ヒドロ
キシ－３－メトキシフェニル）アクリルアルデヒド；４－エチル－２－メトキシフェノー
ル；３－メチル－４－フェニル－１Ｈ－ピラゾール；３－メチルシクロペンタン－１，２
－ジオン；３－メトキシ－５－メチルフェノール；３－メトキシ－３－メチルブタン－１
－オール；（Ｅ）－ヘキサ－３－エン－１－オール；酢酸フェネチル；プロピオン酸フェ
ネチル；２－（ｓｅｃ－ブチル）－３－メトキシピラジン；２－イソプロピル－Ｎ，２，
３－トリメチルブタンアミド；２－イソプロピル－４－メチルチアゾール；（Ｅ）－ヘキ
サ－２－エン－１－オール；２－ブトキシエタン－１－オール；（Ｚ）－ヘプタ－３－エ
ン－１－イルアセテート；（１Ｓ，５Ｓ）－４，６，６－トリメチルビシクロ［３．１．
１］ヘプタ－３－エン－２－オン；（Ｓ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－
イル）シクロヘキサ－２－エン－１－オン；２－メチル酪酸メチル；２－（シクロヘキシ
ルオキシ）酢酸アリル；１，５－ジメチルビシクロ［３．２．１］オクタン－８－オンオ
キシム；酢酸１－フェニルビニル；ギ酸フェネチル；２－（４－イソプロピルフェニル）
アセトアルデヒド；１，２－ジメチル－３－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロペン
タン－１－オール；１－（４－メトキシフェニル）プロパン－２－オン；４－（４－ヒド
ロキシフェニル）ブタン－２－オン；３，７－ジメチルオクタ－７－エン－１－オール；
５－イソプロピル－２－メチルビシクロ［３．１．０］ヘキサン－２－オール；１－オキ
サスピロ（４，５）デカン－２－オン；（Ｚ）－５－メチルヘプタン－３－オンオキシム
；酢酸１－フェニルエチル；（Ｅ）－ヘキサ－２－エン－１－オール；（１Ｒ，２Ｓ）－
２－（ｔｅｒｔ－ブチル）シクロヘキサン－１－オール；ケイ皮酸；（２Ｒ，５Ｒ）－２
－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オン；（Ｚ）－２
－メトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）フェノール；２－メルカプト－２－メ
チルペンタン－１－オール；４－ホルミル－２－メトキシフェニルアセテート；（Ｚ）－
２－エトキシ－５－（プロパ－１－エン－１－イル）フェノール；３，４－ジメトキシベ
ンズアルデヒド；（１Ｒ，５Ｒ）－４，６，６－トリメチルビシクロ［３．１．１］ヘプ
タ－３－エン－２－オン；２－（ｔｅｒｔ－ブチル）シクロヘキサン－１－オール；２，
４－ジエトキシ－５－メチルピリミジン；２，４－ジメチル－４，４ａ，５，９ｂ－テト
ラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；イソボルニルシクロヘキサノー
ルからなる群から選択され、さらに好ましくは、前記１つ以上の悪臭低減材料は、２－（
ｐ－トリル）プロパン－２－オール；４－メチル－１－オキサスピロ［５．５］ウンデカ
ン－４－オール；７－メチル－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ）
－オン；２－メチル－６－メチレンオクタ－７－エン－２－オール；４－メトキシ－６－
プロパ－２－エニル－１，３－ベンゾジオキソール；（Ｅ）－２，６－ジメチルオクタ－
５，７－ジエン－２－オール；（Ｅ）－２，７－ジメチルオクタ－１，５，７－トリエン
－３－オール；１－（３－メチルベンゾフラン－２－イル）エタン－１－オン；１－エチ
ル－３－メトキシトリシクロ［２．２．１．０２，６］ヘプタン；６，６－ジメチルビシ
クロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン－２－カルバルデヒド；３－メチル－４－フェニル
ブタン－２－オール；４－フェニルブタン－２－オール；１－ヒドロキシデカン－３－オ
ン；（Ｚ）－１，２－ジメトキシ－４－（プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン；４－
アリル－１，２－ジメトキシベンゼン；２－（（１Ｒ，２Ｒ）－３－ｏｘｏ－２－（（Ｚ
）－ペンタ－２－エン－１－イル）シクロペンチル）酢酸メチル；２－（３－ｏｘｏ－２
－ペンチルシクロペンチル）酢酸メチル；ケイ皮酸メチル；７－メトキシ－３，７－ジメ
チルオクタナール；オクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－１－カルバルデヒド
；２，４－ジメチル－４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，
３］ジオキシン；４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）シクロヘキサ－３－エン
－１－カルバルデヒド；（Ｚ）－３－ヘキセン１－イル－２－シクロペンテン－１－オン
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；２－（５－メチル－５－ビニルテトラヒドロフラン－２－イル）プロパン－２－オール
；６－メチル－２－（オキシラン－２－イル）ヘプタ－５－エン－２－オール；（Ｅ）－
１－（１－メトキシプロポキシ）ヘキサ－３－エン；（Ｅ）－１－（１－エトキシエトキ
シ）ヘキサ－３－エン；（１Ｓ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イ
ル）シクロヘキサ－２－エン－１－オール；３，６－ジメチルヘキサヒドロベンゾフラン
－２（３Ｈ）－オン；（Ｅ）－６－（ペンタ－３－エン－１－イル）テトラヒドロ－２Ｈ
－ピラン－２－オン；２－メチル－４－フェニル－１，３－ジオキソラン；（１Ｒ，２Ｓ
，５Ｒ）－５－メチル－２－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オー
ル；４，９－ジメトキシ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］クロメン－７－オン；２，５，６－
トリメチルシクロヘキサ－３－エン－１－カルバルデヒド；４，４ａ，５，９ｂ－テトラ
ヒドロインデノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；３，７－ジメチルオクタン－１，
７－ジオール；３－フェニルプロパン－１－オール；（１，１－ジメトキシプロパン－２
－イル）ベンゼン；５－エチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフラン－３（２Ｈ）－オン
；２－ブチル－４，４，６－トリメチル－１，３－ジオキサン；３ａ，４，５，６，７，
７ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルアセテート；５－（ジエ
トキシメチル）ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール；３－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジ
オキソール－５－イル）－２－メチルプロパナール；５－ペンチルジヒドロフラン－２（
３Ｈ）－オン；５－［（Ｚ）－ヘキサ－３－エニル］オキソラン－２－オン；５－ヘキシ
ルジヒドロフラン－２（３Ｈ）－オン；シクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ジエチル
；２－イソブチル－４－メチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－オール；（Ｚ）－６－
エチリデンオクタヒドロ－２Ｈ－５，８－メタノクロメン－２－オン；２－メトキシ－４
－（４－メチレンテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル）フェノール；４－アリル－２
－メトキシフェニルアセテート；４－アリル－２－メトキシフェノール；３－メチル－３
－フェニルオキシラン－２－カルボン酸エチル；ノナン－３－オン；３－フェニルオキシ
ラン－２－カルボン酸エチル；（２－（１－エトキシエトキシ）エチル）ベンゼン；（２
Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３，４，５－テトラヒドロキシペンタナール；２－（２－ヒドロ
キシプロポキシ）プロパン－１－オール；２，６－ジメチルオクタ－７－エン－４－オン
；２－メチル－５－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；２－
ヘキシル－３－オキソシクロペンタン－１－カルボン酸メチル；６－ペンチルテトラヒド
ロ－２Ｈ－ピラン－２－オン；デカヒドロナフタレン－２－オール；１，４－ジオキサシ
クロヘキサデカン－５，１６－ジオン；（４－イソプロピルフェニル）メタノール；１－
（ベンゾフラン－２－イル）エタン－１－オン；（１Ｒ，４Ｒ，６Ｓ）－１－メチル－４
－（プロパ－１－エン－２－イル）－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタン；（Ｚ
）－ノナ－６－エン－１－オール；（１Ｒ，５Ｒ）－２－メチル－５－（プロパ－１－エ
ン－２－イル）シクロヘキサ－２－エン－１－オール；（３Ｚ，６Ｚ）－ノナ－３，６－
ジエン－１－オール；ギ酸シンナミル；酢酸シンナミル（Ｅ）－３－フェニルプロパ－２
－エン－１－オール；オクタン－１－オール；オクタン酸；３－（４－メトキシフェニル
）－２－メチルプロパナール；１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン
－２，３－ジオン；１－ブトキシ－１－オキソプロパン－２－イルブチレート；１－メチ
ル－４－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；（２，２－ジメ
トキシエチル）ベンゼン；（Ｚ）－４－（２，２，６－トリメチル－７－オキサビシクロ
［４．１．０］ヘプタン－１－イル）ブタ－３－エン－２－オン；４－メトキシ－７Ｈ－
フロ［３，２－ｇ］クロメン－７－オン；２－メチル－４－フェニルブタン－２－オール
；２－メチル－１－フェニルプロパン－２－オール；ベンゾフェノン；７－イソペンチル
－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－３（４Ｈ）－オン；メチル（Ｅ）－オク
タ－４，７－ジエノエート；（１Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－イソプロピル－４－メチルビシ
クロ［３．１．０］ヘキサン－３－オン；１－フェニルペンタン－２－オール；２，３，
４－トリメトキシベンズアルデヒド；２，４，５－トリメトキシベンズアルデヒド；２，
４，６－トリメトキシベンズアルデヒド；トランス，トランス－２，４－ノナジエン－１
－アール；α，４－ジメチルベンゼンプロパナール；２－（イソペンチルオキシ）酢酸ア
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リル；１－（１－プロポキシエトキシ）プロパン；（（１－（２－メトキシエトキシ）エ
トキシ）メチル）ベンゼン；７－メトキシ－２Ｈ－クロメン－２－オン；２－メチル－５
－（プロパ－１－エン－２－イル）－２－ビニルテトラヒドロフラン；１－フェニルペン
タ－４－エン－１－オン；４－（４－メトキシフェニル）ブタン－２－オン；（Ｅ）－３
－プロピリデンイソベンゾフラン－１（３Ｈ）－オン；３－メチル－５－フェニルペンタ
ナール；３，４，５－トリメトキシベンズアルデヒド；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－
ジエナール；（Ｚ）－３－（フラン－２－イル）－２－フェニルアクリルアルデヒド；２
－フェノキシエタン－１－オール；（２Ｅ，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエナール；（２Ｅ
，６Ｅ）－ノナ－２，６－ジエン－１－オール；（１Ｓ，２Ｓ，５Ｓ）－２－メチル－５
－（プロパ－１－エン－２－イル）シクロヘキサン－１－オール；２－ヒドロキシ－１，
２－ジフェニルエタン－１－オン；（Ｅ）－１，２，４－トリメトキシ－５－（プロパ－
１－エン－１－イル）ベンゼン；２－（ｍ－トリル）エタン－１－オール；（３Ｅ，６Ｅ
）－ノナ－３，６－ジエン－１－オール；イソブタン酸ｐ－トリル；４－（プロパ－１－
エン－２－イル）シクロヘキサ－１－エン－１－カルバルデヒド；２－フェニルエタン－
１－オール；３－メチル－５－フェニルペンタン－１－オール；２－ベンジル－１，３－
ジオキソラン；６，６－ジメチル－２－メチレンビシクロ［３．１．１］ヘプタン－３－
オール；４－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）ブタン－２－オン；（
４
ａＲ，８ａＳ）－７－メチルオクタヒドロ－１，４－メタノナフタレン－６（２Ｈ）－オ
ン；４－イソプロピル－１－メチルシクロヘキサ－３－エン－１－オール；プロパン－１
，２－ジオール；２－メチル－５－フェニルペンタン－１－オール；（１Ｓ，３Ｒ，５Ｓ
）－１－イソプロピル－４－メチレンビシクロ［３．１．０］ヘキサン－３－オール；５
－アリルベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，
７－メタノインデン－２－カルバルデヒド；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－
メタノインデン－２－カルバルデヒド；（１Ｒ，３Ｒ，６Ｒ）－２’，２’，３，７，７
－ペンタメチルスピロ［ビシクロ［４．１．０］ヘプタン－２，５’－［１，３］ジオキ
サン］；２－メチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］ウンデカン；２－（４－メチル
チアゾール－５－イル）エタン－１－オール；２－（２－メルカプトプロパン－２－イル
）－５－メチルシクロヘキサン－１－オン；（２Ｚ，４Ｅ）－ノナ－２，４－ジエナール
；（２Ｅ，６Ｚ）－ノナ－２，６－ジエナール；（３Ｅ，６Ｚ）－ノナ－３，６－ジエン
－１－オール；２－（（１Ｓ，２Ｓ）－３－オキソ－２－ペンチルシクロペンチル）酢酸
メチル；７－（１，１－ジメチルエチル）－２Ｈ－１，５－ベンゾジオキセピン－３（４
Ｈ）－オン；２－ヒドロキシプロパン－１，２，３－トリカルボン酸トリエチル；４－ホ
ルミル－２－メトキシフェニルイソブチレート；２，４－ジヒドロキシ－３，６－ジメチ
ル安息香酸メチル；（Ｚ）－ヘキサ－３－エン－１－イルイソブチレート；（Ｚ）－シク
ロオクタ－４－エン－１－イルメチルカーボネート；４－（４－ヒドロキシ－３－メトキ
シフェニル）ブタン－２－オン；２，４－ジメチル－４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロ
インデノ［１，２－ｄ］［１，３］ジオキシン；イソボルニルシクロヘキサノールからな
る群から選択され、最も好ましくは、前記１つ以上の悪臭低減材料は、４，９－ジメトキ
シ－７Ｈ－フロ［３，２－ｇ］クロメン－７－オン；３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキ
サヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－６－イルアセテート；（Ｚ）－６－エチリデ
ンオクタヒドロ－２Ｈ－５，８－メタノクロメン－２－オン；（２，２－ジメトキシエチ
ル）ベンゼン；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メタノインデン－２－カルボ
アルデヒドおよびこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１～７のいずれか一
項に記載の清浄組成物。
【請求項９】
　悪臭低減材料と前記１つ以上の香料原材料を合わせた合計重量を基準として、１０％未
満、好ましくは、５％未満、さらに好ましくは、１％未満の前記悪臭低減材料および前記
１つ以上の香料原材料が、不飽和アルデヒド部分を含む、請求項１～８のいずれか一項に
記載の清浄組成物。



(41) JP 2017-537173 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　前記悪臭低減材料は、ゲラニルニトリル；ヘリオナール；ノナナール；リナロール；（
Ｓ）－（＋）－リナロール；（Ｒ）－（－）－リナロール；ネロール；テトラヒドロリナ
ロール；酢酸２－フェニルエチル；オイゲノール；エチルリナロール；アリルヘプトエー
ト；アグルメンニトリル；シトロニトリル；２，２－ジメチル－３－（ｍ－トリル）プロ
パン－１－オール；２－メチル－５－フェニルペンタン－１－オール；ドデカンニトリル
；２－ヘプチルシクロペンタン－１－オン；メチルノニルアセトアルデヒド；３－（２－
エチルフェニル）－２，２－ジメチルプロパナール；（Ｚ）－１－（２，６，６－トリメ
チルシクロヘキサ－２－エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オン；（Ｒ，Ｅ）－２－
メチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－エン－１－イル）ブタ－２－
エン－１－オール；４－（ｔｅｒｔ－ブチル）シクロヘキシルアセテート；１－シクロヘ
キシルエチル（Ｅ）－ブタ－２－エノエート；２－（シクロヘキシルオキシ）酢酸アリル
；酢酸α－テルピニル；酢酸β－テルピニル；酢酸γ－テルピニル；メチルドデシルエー
テル；２，４－ジメチル－４，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－ｄ］［
１，３］ジオキシン；イソブタン酸シンナミル；（Ｅ）－２－メチル－４－（２，６，６
－トリメチルシクロヘキサ－１－エン－１－イル）ブタ－２－エナール；γ－メチルイオ
ノン；エチル２，３，６－トリメチルシクロヘキシルカーボネートエチル２，３，６－ト
リメチルシクロヘキシルカーボネート；シトラールジメチルアセタール；ジメトキシシク
ロドデカン；１－（（２Ｓ，３Ｓ）－２，３，８，８－テトラメチル－１，２，３，４，
５，６，７，８－オクタヒドロナフタレン－２－イル）エタン－１－オン；オキサシクロ
ヘキサデカン－２－オン；４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－１，３，４，６，７
，８－ヘキサヒドロシクロペンタ［ｇ］イソクロメン；エチレンブラシレート；（Ｚ）－
２－（（３－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプロピリデン）アミノ
）安息香酸メチル；４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－５－オール，３ａ，４，５，６，
７，７ａ－ヘキサヒドロ－，５－アセテート；セドリルメチルエーテル；ベチベリルアセ
テート；１－（（３Ｒ，３ａＲ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチル－２，
３，４，７，８，８ａ－ヘキサヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル）エ
タン－１－オン；ベンゾフェノン；ファルネソール；トランス，トランス－ファルネソー
ル；３－（３－イソプロピルフェニル）ブタナール；２，６，１０－トリメチルウンデカ
－９－エナール；３－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）プロパナール；３－（４－
イソプロピルフェニル）－２－メチルプロパナール；シトロネラール（ｌ）；シトロネラ
ール（ｄ）；（Ｅ）－４，８－ジメチルデカ－４，９－ジエナール；ピノアセトアルデヒ
ド；３－（４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル）－２－メチルプロパナール；シンナムア
ルデヒド；シトラール；ゲラニアール；メトキシメロナール；ｏ－メトキシシンナムアル
デヒド；（Ｅ）－４－（（３ａＳ，７ａＳ）－オクタヒドロ－５Ｈ－４，７－メタノイン
デン－５－イリデン）ブタナール；メチルオクチルアセトアルデヒド；３－（４－メトキ
シフェニル）－２－メチルプロパナール；５－メトキシオクタヒドロ－１Ｈ－４，７－メ
タノインデン－２－カルバルデヒド；イソシクロシトラール；オクタナール；２－ウンデ
セナール；１０－ウンデセナール；トランス－トランス－２，６－ノナジエナール；トラ
ンス－２，シス－６－ノナジエナール；ヘリオトロピン；ヘキシルシンナムアルデヒド；
ｐ－メチル－α－ペンチルシンナムアルデヒド；α－メチルシンナムアルデヒド；３，４
－ジメトキシベンズアルデヒド；ミルテナール；ペリルアルデヒド；マセアル；パルミチ
ン酸メチル；メチルイソオイゲノールおよびこれらの混合物からなる群から選択されない
、請求項１～９のいずれか一項に記載の清浄組成物。
【請求項１１】
　悪臭低減材料と前記１つ以上の香料原材料を合わせた合計重量を基準として、５０％未
満、好ましくは、２５％未満、さらに好ましくは、１５％未満の前記悪臭低減材料および
前記１つ以上の香料原材料が、ｌｏｇ　Ｐ≧３を有し、好ましくは、前記組成物が水を含
む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の清浄組成物。
【請求項１２】
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　請求項１～１１のいずれか一項に記載の清浄組成物であって、前記組成物は、少なくと
も１２個の炭素原子を含むイソアルカン、四級アミン部分を含む化合物、潤滑剤、さらな
る溶媒グリコール、アルコール、シリコーン、防腐剤、抗菌剤、ｐＨ調整剤、キャリア、
昆虫忌避剤、金属塩、シクロデキストリン、機能性ポリマー、消泡剤、酸化防止剤、酸化
剤、キレート化剤、およびこれらの混合物からなる群から選択される補助成分を含み、
　（ａ）好ましくは、前記潤滑剤は、炭化水素、さらに好ましくは、２個以上の分岐を含
む炭化水素を含む潤滑剤からなる群から選択される材料を含み、
　（ｂ）好ましくは、四級アミン部分を含む化合物は、少なくとも１０個の炭素原子を含
む、清浄組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の清浄組成物を含むデバイスであって、好ましく
は、前記デバイスは、トリガー式噴霧器、手動のエアロゾル噴霧器、自動エアロゾル噴霧
器、芯を含有するデバイス、ファンデバイスおよびサーマルドロップオンデマンドデバイ
スからなる群から選択される、デバイス。
【請求項１４】
　悪臭を制御する方法であって、悪臭を含む場所および／または悪臭を発生しそうな場所
と、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物およびその混合物からなる群から選択
される製品とを接触させることを含む方法。
【請求項１５】
　前記接触させる工程が、前記場所と、十分な量の請求項１～１３に記載の組成物とを接
触させ、前記場所の計画された表面積１平方メートルあたり、０．１ミリグラム（ｍｇ）
～１０，０００ｍｇ、好ましくは、１ｍｇ～５，０００ｍｇ、最も好ましくは、５ｍｇ～
１０００ｍｇの前記総量の悪臭低減材料を用いて前記悪臭を与えることを含む、請求項１
４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、清浄組成物、および悪臭低減組成物を含み、粘度が約１ｍＰａ・ｓ～約５０
，０００ｍＰａ・ｓの組成物を含む、清浄組成物を含むデバイス、およびこのような組成
物の製造方法および使用方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無香料または低香料製品は、香料入り商品より自然で、より控え目と考えられる場合が
あり、消費者に好まれる。悪臭を抑制するための無香料または低香料製品のメーカーは、
悪臭を低減するうえで悪臭低減成分またはその他の技術（例えばフィルター）に頼ってい
る。しかし、例えば、アミン系の悪臭（例えば、魚および尿）、チオール系およびスルフ
ィド系の悪臭（例えば、ニンニクおよびタマネギ）、Ｃ2～Ｃ12カルボン酸系の悪臭（例
えば、身体およびペットの臭い）、インドール系の悪臭（例えば、糞便および臭い息）、
短鎖脂肪族アルデヒド系の悪臭（例えば、脂）およびゲオスミン系の悪臭（例えば、カビ
／白カビ）のような悪臭を効果的に制御することは困難な場合があり、ある製品が悪臭を
著しく減らすのに必要な時間は、悪臭に対する製品の効能について消費者に疑いを抱かせ
ることがある。多くの場合、メーカーは、これら困難な悪臭をマスキングするために芳香
香料を組み込んでいる。
【０００３】
　残念ながら、悪臭制御技術は、典型的には、悪臭をもっと強い香りで覆い隠すため、こ
の悪臭制御技術で処理された芳香を放つ場所または芳香を放たない場所の香りを妨害する
。したがって、現行の悪臭制御技術の限定的な性質は、特に制限されている。したがって
、必要なことは、香料コミュニティが多くの状況／用途で望ましいレベルの特徴を運ぶこ
とができるような、広範囲の悪臭制御技術である。驚くべきことに、出願人は、感覚細胞
への悪臭の到達をブロックすることに加え、望ましい目標を達成するために、悪臭制御技
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術は、このような感覚細胞が、他の分子（例えば、香り分子）に向かって開いたままでな
ければならないことを認識した。結果として、開示される悪臭低減組成物は、清浄組成物
の香りを過度に妨害せず、これらの技術を含むデバイス、およびこのような清浄組成物お
よびデバイスで処理された芳香を放つ場所または芳香を放たない場所の香りを過度に妨害
しない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、清浄組成物、および悪臭低減組成物を含み、粘度が約１ｍＰａ・ｓ～約５０
，０００ｍＰａ・ｓの組成物を含む、清浄組成物を含むデバイス、およびこのような組成
物の製造方法および使用方法に関する。開示される悪臭低減組成物は、清浄組成物の香り
を過度に妨害せず、これらの技術を含むデバイス、およびこのような清浄組成物およびデ
バイスで処理された芳香を放つ場所または芳香を放たない場所の香りを過度に妨害しない
。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本明細書で使用する場合、「ＭＯＲＶ」は、目的材料について計算された悪臭低減値で
ある。材料のＭＯＲＶは、このような材料が、１種類以上の悪臭の検知を減らすか、また
はなくしさえする能力を示す。本出願の目的のために、材料のＭＯＲＶは、本出願の試験
方法の章に見出される方法に従って計算される。
【０００６】
　本明細書で使用する場合、「香料」という用語は、悪臭低減材料を含まない。したがっ
て、組成物の香料部分は、香料の組成が決定されたとき、組成物中に見出される任意の悪
臭低減材料（例えば、本明細書に記載されるような悪臭低減材料）を含まない。簡単に言
うと、ある材料の悪臭低減値「ＭＯＲＶ」が、本特許請求の範囲に引用されるＭＯＲＶの
範囲内である場合、このような材料は、この特許請求の範囲の目的のための悪臭低減材料
である。
【０００７】
　本明細書で使用する場合、「悪臭」とは、排便にともなう複合臭のようなほとんどの人
々にとって一般的に不快であるか不愉快である化合物を意味する。
【０００８】
　本明細書で使用する場合、「中和する」または「中和」とは、化合物または製品が悪臭
化合物を低減するか、または除去する能力を意味する。臭気の中和は、所定の状況で複数
種の悪臭化合物のいくつかのみに作用するか、または１種の悪臭化合物の一部のみに作用
する、部分的なものであってよい。悪臭化合物は、新しい化学物質を生じる化学反応、金
属イオン封鎖、キレート化、会合、または悪臭化合物をそれほど悪臭が強くないかまたは
無悪臭にする他の相互作用によって中和されてもよい。臭気マスキングまたは臭気ブロッ
キングは、悪臭化合物の状態変化に相当する変化が一切ない、悪臭を知覚する能力の変化
であるのに対して、中和は、悪臭化合物の変化があるという点で、臭気マスキングや臭気
ブロッキングと区別することができる。悪臭中和は、知覚および分析測定可能（例えば、
ガスクロマトグラフ）な悪臭の低減をもたらす。したがって、ある悪臭低減組成物が真の
悪臭中和をもたらすならば、その組成物は気相および／または液相中の悪臭を低減するで
あろう。
【０００９】
　本願で使用する場合、用語「臭気ブロッキング」は、人間の嗅覚を鈍くすることができ
る化合物の能力を意味する。
【００１０】
　本明細書で使用する場合、用語「ａ」および「ａｎ」は、「少なくとも１つ」を意味す
る。
【００１１】
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　本明細書で使用する場合、用語「含む（include）」、「含む（includes）」、および
「含んでいる（including）」は、非限定的であることを意味する。
【００１２】
　別途指定されない限り、成分または組成物の濃度は全て、当該成分または組成物の活性
部分に関するものであり、このような成分または組成物の市販の供給源に存在し得る不純
物、例えば、残留溶媒または副生成物は除外される。
【００１３】
　全ての百分率および比率は、別途指定されない限り、重量で計算される。全ての百分率
および比率は、別途指定されない限り、全組成物を基準にして計算される。
【００１４】
　本明細書の全体を通じて与えられる全ての最大数値限定は、それよりも小さい数値限定
を、そのようなより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されているかのよう
に包含するものと理解すべきである。本明細書の全体を通じて与えられる全ての最小数値
限定は、より大きい全ての数値限定を、そのようなより大きい数値限定があたかも本明細
書に明確に記載されているかのように包含する。本明細書全体を通して与えられる全ての
数値範囲は、そのようなより広い数値範囲内に入るより狭い全ての数値範囲を、そのよう
な狭い数値範囲があたかも全て本明細書に明確に記載されているかのように包含する。
【００１５】
　悪臭低減材料
　適切な悪臭低減材料の非限定的なセットを以下の表に提示する。使用を簡単にするため
に、表１～３のそれぞれの材料は、「番号」に示されたそれぞれの表の列にみられる数識
別子が割り当てられる。表４は、表１の部分的なセットであり、表５は、表２の部分的な
セットであり、表６は、表３の部分的なセットであり、表４、５および６は、それぞれ表
１～３にみられる数識別子と同じ数識別子を使用する。
【００１６】
【表１】

【００１７】
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【表２－１】

【００１８】
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【表２－２】

【００１９】
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【表２－３】

【００２０】
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【表２－４】

【００２１】
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【表２－５】

【００２２】
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【表２－６】

【００２３】
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【表２－７】

【００２４】
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【表２－８】

【００２５】
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【表２－９】

【００２６】
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【表２－１０】

【００２７】
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【表２－１１】

【００２８】
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【表２－１２】

【００２９】
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【表２－１３】

【００３０】
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【表２－１４】

【００３１】
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【００３２】
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【表４－１】

【００３３】
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【表４－２】

【００３４】
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【表４－３】

【００３５】
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【００３６】
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【表４－５】

【００３７】
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【表４－６】

【００３８】



(66) JP 2017-537173 A 2017.12.14

10

20

30

40

【表５－１】

【００３９】
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【表５－２】

【００４０】
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【００４１】
【表６】

【００４２】
【表７】

【００４３】
　表１～６の材料は、以下の１つ以上によって供給することができる。
　プレインズボロ、ＮＪ、米国のＦｉｒｍｅｎｉｃｈ　Ｉｎｃ．ニューヨーク、ＮＹのＩ
ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｆｌａｖｏｒ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｉｎｃ．米国
；Ｔａｋａｓａｇｏ　Ｃｏｒｐ．テターボロ、ＮＪ　ＵＳＡ；Ｔａｋａｓａｇｏ　Ｃｏｒ
ｐ．テターボロ、ＮＪ　ＵＳＡ；Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ／ＳＡＦＣ　Ｉｎｃ．カー
ルスバッド，ＣＡ　ＵＳＡ；およびＢｅｄｏｕｋｉａｎ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｉｎｃ．ダ
ンベリー，ＣＴ　ＵＳＡ。
【００４４】
　上の表１～６に列挙したそれぞれの材料の実際のＭＯＲＶ値は、以下の通りである。
【００４５】
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【表８－１】

【００４６】
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【表８－２】

【００４７】
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【表８－３】

【００４８】



(72) JP 2017-537173 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

【表８－４】

【００４９】
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【表８－５】

【００５０】
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【表８－６】

【００５１】
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【表８－７】

【００５２】
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【表８－８】

【００５３】
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【表８－９】

【００５４】
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【表８－１０】

【００５５】
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【表８－１１】

【００５６】
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【表８－１２】

【００５７】
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【表８－１３】

【００５８】
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【表８－１４】

【００５９】
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【表８－１５】

【００６０】
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【表８－１６】

【００６１】
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【表８－１７】

【００６２】
　清浄組成物および方法
　清浄組成物であって、粘度が、約１ｍＰａ・ｓ～約５０，０００ｍＰａ・ｓ、好ましく
は、約１ｍＰａ・ｓ～約２０００ｍＰａ・ｓ、最も好ましくは、約１ｍＰａ・ｓ～約４０
０ｍＰａ・ｓであり、ｐＨが、約３～約１０、好ましくは、約４～約８、最も好ましくは
、約５～約８であり、前記清浄組成物が、清浄組成物全体の重量を基準として、
　（ａ）総量が約０．０００１％～約２％、好ましくは、約０．０００１％～約１．５％
、さらに好ましくは、約０．００１％～約１％、最も好ましくは、約０．００７％～約０
．７％の１種類以上の悪臭低減材料、好ましくは、１～約７５種類の悪臭低減材料、さら
に好ましくは、１～約５０種類の悪臭低減材料、さらに好ましくは、１～約３５種類の悪
臭低減材料、最も好ましくは、１～約２０種類の悪臭低減材料であって、前記悪臭低減材
料は、それぞれ、ＭＯＲＶが少なくとも０．５、好ましくは、０．５～１０、さらに好ま
しくは、１～１０、最も好ましくは、１～５であり、好ましくは、前記悪臭低減材料は、
それぞれ、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＭＯＲＶを有するか、または、前記総量の悪臭低減材料
は、Ｂｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘが３未満、さらに好ましくは、約２．５未満、さらにな
お好ましくは、約２未満、さらになお好ましくは、約１未満、最も好ましくは、０であり
、および／または、Ｂｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘの平均が３～約０．００１である、悪臭
低減材料；および
　（ｂ）約０．０１％～約３％、好ましくは、約０．４％～約１％、さらに好ましくは、
約０．１％～約０．５％、最も好ましくは、約０．１％～約０．３％の可溶化剤であって
、好ましくは、前記可溶化剤は界面活性剤、溶媒およびこれらの混合物からなる群から選
択され、好ましくは
　　（ｉ）好ましくは、前記界面活性剤は、非イオン性界面活性剤を含み；
　　（ｉｉ）好ましくは、前記溶媒は、アルコール、ポリオールおよびこれらの混合物を
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含む、可溶化剤；
　（ｃ）場合により、補助成分を含む、清浄組成物
　が開示される。
【００６３】
　粘度が下がるにつれて、噴霧能力が向上し、布地への浸透性が向上する。酸性の臭気お
よび塩基性の臭気の両方を中和するために、ｐＨ５～８が有用であり、このことが、臭気
中和組成物で有用である。また、ある種の成分が極端なｐＨで安定ではない場合であって
も、香料の安定性を高めるのに役立つ。少ない材料を用いるので、配合の複雑さを減らす
のに役立ち、そのため、組成物の製造費用を安くするのに役立つ。臭気低減材料のブロッ
カー指数（ＢＩ）が小さいほど、悪臭の検知が小さくなる。
【００６４】
　可溶化剤の範囲が狭くなるにつれて、処理中または使用中に望ましい気泡が存在せずに
、必要な可溶化を維持することができる。費用の理由から、量が少ない方がよい。最後に
、非イオン性界面活性剤は、カチオン性抗菌剤（「ｑｕａｔ」）、ＰＥＩポリマーなどの
他の成分との適合性が高い。
【００６５】
　前記清浄組成物の一態様において、前記総量の悪臭低減材料は、Ｂｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎ
ｄｅｘが３未満、さらに好ましくは約２．５未満、さらになお好ましくは、約２未満、さ
らになお好ましくは、約１未満、最も好ましくは、０であり、および／またはＢｌｏｃｋ
ｅｒ　Ｉｎｄｅｘの平均が３～約０．００１である。
【００６６】
　前記清浄組成物の一態様において、前記悪臭低減材料は、それぞれ、ＭＯＲＶが少なく
とも０．５、好ましくは、０．５～１０、さらに好ましくは、１～１０、最も好ましくは
、１～５であり、好ましくは、前記悪臭低減材料は、それぞれ、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍ
ＯＲＶを有する。
【００６７】
　前記清浄組成物の一態様において、前記総量の悪臭低減材料は、Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　
Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘの平均が３～約０．００１Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅ
ｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘであり、好ましくは、前記総量の悪臭低減材料中の悪臭低減材料の
総量は、Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘが３未満、好ましくは、２
未満、さらに好ましくは、１未満であり、最も好ましくは、前記総量の悪臭低減材料中の
悪臭低減材料は、それぞれ、Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘが０で
ある。
【００６８】
　前記清浄組成物の一態様において、前記清浄組成物は、１つ以上の香料原材料を含み、
前記悪臭低減材料の部分と香料の部分の重量比率は、約１：２０，０００～約３０００：
１、好ましくは、約１：１０，０００～１，０００：１、さらに好ましくは、５０００：
１～約５００：１、最も好ましくは、約１：１５～約２：１である。この比率の範囲が狭
いほど、ＭＯＲＶ材料に由来する臭気と、香料の香りのバランスが向上する。
【００６９】
　前記清浄組成物の一態様において、前記悪臭低減材料は、表１の材料およびこれらの混
合物からなる群から選択され、好ましくは、前記材料は、表１の材料１、２、３、４、７
、９、１０、１１、１３、１４、１６、１７、１８、２１、２２、２３、２５、２８、２
９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４２、４３、４７
、４８、４９、５０、５２、５７、６１、６２、６３、６４、６５、６７、６８、６９、
７０、７１、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８０、８２、８３、８５、９１、９
２、９３、９８、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０８、
１０９、１１０、１１２、１１３、１１４、１１７、１１９、１２０、１２２、１２３、
１２６、１２８、１３０、１３４、１３５、１３７、１４０、１４１、１４２、１４３、
１４５、１４６、１４８、１４９、１５２、１５３、１５５、１５６、１５８、１５９、
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１６１、１６２、１６７、１６８、１７０、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、
１７９、１８２、１８３、１８４、１８５、１８６、１８７、１８９、１９０、１９２、
１９３、１９５、１９６、１９７、１９９、２０６、２０８、２０９、２１０、２１１、
２１２、２１５、２１８、２２１、２２７、２２８、２２９、２３０、２３１、２３３、
２３４、２３８、２４２、２４３、２４４、２４６、２４７、２４９、２５２、２５３、
２５４、２５６、２５９、２６０、２６１、２６３、２６７、２６９、２７１、２７４、
２７６、２７７、２７８、２８０、２８１、２８５、２８６、２８８、２８９、２９０、
２９２、２９３、２９４、２９５、２９６、３００、３０１、３０３、３０７、３１６、
３１７、３１８、３２１、３２２、３２３、３２４、３２５、３２８、３２９、３３０、
３３１、３３２、３３３、３３４、３３５、３３６、３３８、３３９、３４２、３４３、
３４４、３４７、３４９、３５０、３５２、３５３、３５６、３５８、３５９、３６０、
３６１、３６２、３６３、３６４、３６８、３６９、３７０、３７１、３７２、３７３、
３７４、３７５、３７７、３７８、３８１、３８５、３８６、３８８、３９０、３９１、
３９４、３９７、３９８、４０７、４１３、４１４、４１５、４１６、４１７、４１８、
４２１、４２４、４２５、４２６、４２８、４２９、４３２、４３６、４４１、４４４、
４４５、４４９、４５０、４５３、４５７、４５９、４６１、４６２、４６３、４６４、
４６５、４６６、４６７、４６８、４７０、４７１、４７３、４７４、４７５、４７８、
４７９、４８０、４８２、４８４、４８５、４８６、４８７、４８８、４９１、４９３、
４９７、４９８、５０１、５０２、５０３、５０５、５１９、５２０、５２１、５２４、
５２７、５２９、５３０、５３１、５３２、５３４、５３７、５４１、５４４、５４６、
５４８、５５０、５５１、５５２、５５３、５５５、５５８、５５９、５６０、５６１、
５６２、５６３、５６５、５６６、５６７、５６８、５６９、５７０、５７１、５７２、
５７３、５７４、５７７、５７８、５８０、５８１、５８２、５８４、５８６、５８７、
５８９、５９１、５９２、５９４、５９５、５９９、６００、６０１、６０３、６０４、
６０６、６０７、６０８、６０９、６１０、６１１、６１２、６１３、６１４、６１５、
６１６、６１８、６２０、６２１、６２４、６２５、６２６、６２７、６２８、６３１、
６３２、６３３、６３５、６３６、６３８、６３９、６４４、６４９、６５０、６５３、
６５５、６５８、６５９、６６０、６６１、６６３、６６８、６７１、６７３、６７４、
６７５、６７６、６７７、６７８、６７９、６８０、６８１、６８２、６８３、６８４、
６８６、６９１、６９２、６９３、６９４、６９６、６９７、６９８、７００、７０２、
７０４、７０６、７０７、７０８、７０９、７１０、７１１、７１２、７１３、７１４、
７１５、７１６、７１７、７１８、７１９、７２０、７２１、７２２、７２３、７２４、
７２５、７２６、７２７、７３０、７３１、７３３、７３５、７３６、７３８、７４１、
７４２、７４６、７４８、７５０、７５２、７５４、７５７、７５８、７６３、７６４、
７６６、７６７、７６８、７６９、７７０、７７１、７７２、７７４、７７５、７７６、
７７８、７８１、７８２、７８６、７８８、７９１、７９２、８００、８０２、８０３、
８０４、８０５、８０６、８０７、８１４、８２１、８２４、８２６、８２７、８２８、
８２９、８３１、８３３、８３４、８３７、８３９、８４０、８４９、８５０、８５２、
８５６、８６４、８６５、８６６、８６８、８６９、８７０、８７１、８７２、８７３、
８７６、８７７、８７８、８７９、８８１、８８４、８８５、８８６、８９０、８９２、
８９３、８９４、８９７、９０５、９０８、９１２、９１３、９１４、９１６、９１９、
９２０、９２２、９２３、９２４、９２５、９２６、９２７、９２８、９２９、９３０、
９３３、９３７、９３９、９４１、９４２、９４３、９４５、９４６、９４７、９４８、
９５０、９５１、９５３、９５４、９５５、９５９、９６２、９６５、９６７、９６９、
９７３、９７４、９７６、９７８、９８０、９８２、９８５、９８８、９９３、９９８、
１０００、１００３、１００６、１００７、１００８、１００９、１０１０、１０１２、
１０１６、１０２０、１０２１、１０２２、１０２３、１０２４、１０２５、１０２６、
１０２７、１０２８、１０２９、１０３１、１０３２、１０３３、１０３５、１０３６、
１０３７、１０３８、１０４２、１０４３、１０４５、１０４６、１０４７、１０５３、
１０５７、１０５９、１０６０、１０６２、１０６３、１０６４、１０６５、１０６６、



(88) JP 2017-537173 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

１０６７、１０７０、１０７２、１０７３、１０７５、１０７７、１０７８、１０８２、
１０８３、１０８５、１０８９、１０９０、１０９１、１０９３、１０９５、１０９７、
１０９９、１１０２、１１０４、１１０５、１１０７、１１１１、１１１３、１１１６、
１１１７、１１２０、１１２１、１１２５、１１２６、１１２９、１１３１、１１３５、
１１３６、１１３７、１１３８、１１３９、１１４０、１１４２、１１４３、１１４４、
１１４５、１１４６、１１４７、１１４８、１１４９、表２の材料２、２３、１４１、１
８５、２２７、２３０、２４６、２４８、３４３、３５９、５６５、６３１、６５９、６
７４、６７８、６７９、７１５、７５８、１０２８、１０９７、表３の材料１２、１９、
２０、２４、２６、２７、５３、５４、５５、５９、７２、７３、８１、８４、９６、９
７、１０７、１１１、１１５、１１６、１２５、１３３、１４７、１５０、１５１、１５
４、１５７、１６３、１６６、１６９、１８１、１９１、１９４、１９８、２０１、２０
４、２０５、２１３、２１４、２３２、２３７、２３９、２５５、２５８、２６４、２７
０、２７３、２７５、２８２、２８３、２８４、２８７、３０２、３０６、３０８、３１
０、３１２、３１４、３１９、３４６、３５４、３５５、３６５、３６６、３７６、３７
９、３８７、４００、４１２、４１９、４２０、４３７、４３８、４３９、４４０、４４
２、４４３、４４７、４４８、４５４、４５５、４６９、４７２、４７７、４８１、４９
２、４９５、４９６、５０４、５０９、５１０、５１２、５１５、５１７、５１８、５２
２、５２５、５２６、５２８、５３５、５３６、５３８、５４０、５４２、５４７、５４
９、５５４、５５６、５５７、５７５、５７６、５７９、５８３、５８５、５８８、６０
２、６０５、６１７、６１９、６４０、６４１、６４５、６４７、６５１、６５２、６６
２、６６４、６６５、６６７、６７２、６８７、６９９、７０１、７０３、７４０、７４
３、７４４、７４５、７５５、７６０、７６１、７７７、７７９、７８４、７８９、７９
６、７９７、７９９、８０８、８１０、８１１、８１２、８１７、８１９、８２０、８３
２、８３５、８３６、８３８、８４５、８４６、８４７、８４８、８５１、８５８、８７
５、８８０、８８２、８８３、８８８、８８９、８９１、８９９、９００、９０１、９０
２、９０３、９０４、９０９、９１８、９２１、９３１、９４０、９５６、９５８、９６
０、９７１、９７７、９８１、９８３、９８６、９８７、９９４、９９５、１００１、１
００２、１００４、１００５、１０１１、１０１７、１０１８、１０１９、１０３０、１
０３９、１０４０、１０４１、１０５１、１０５２、１０５４、１０５５、１０５８、１
０６１、１０６９、１０７１、１０７４、１０７６、１０７９、１０８１、１０８４、１
０８８、１０９８、１１１０、１１１２、１１１５、１１１８、１１１９、１１２２、１
１２７、１１２８、１１３３、１１３４、１１４１およびこれらの混合物からなる群から
選択され；前記材料は、表１の材料１、２、３、４、７、９、１０、１１、１３、１４、
１６、１７、１８、２１、２２、２３、２５、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３
４、３５、３６、３７、３８、３９、４２、４３、４７、４８、４９、５０、５２、５７
、６１、６２、６３、６４、６５、６７、６８、６９、７０、７１、７４、７５、７６、
７７、７８、７９、８０、８２、８３、８５、９１、９２、９３、９８、１００、１０１
、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０８、１０９、１１０、１１２、１１３
、１１４、１１７、１１９、１２０、１２２、１２３、１２６、１２８、１３０、１３４
、１３５、１３７、１４０、１４１、１４２、１４３、１４５、１４６、１４８、１４９
、１５２、１５３、１５５、１５６、１５８、１５９、１６１、１６２、１６７、１６８
、１７０、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８２、１８３、１８４
、１８５、１８６、１８７、１８９、１９０、１９２、１９３、１９５、１９６、１９７
、１９９、２０６、２０８、２０９、２１０、２１１、２１２、２１５、２１８、２２１
、２２７、２２８、２２９、２３０、２３１、２３３、２３４、２３８、２４２、２４３
、２４４、２４６、２４７、２４９、２５２、２５３、２５４、２５６、２５９、２６０
、２６１、２６３、２６７、２６９、２７１、２７４、２７６、２７７、２７８、２８０
、２８１、２８５、２８６、２８８、２８９、２９０、２９２、２９３、２９４、２９５
、２９６、３００、３０１、３０３、３０７、３１６、３１７、３１８、３２１、３２２
、３２３、３２４、３２５、３２８、３２９、３３０、３３１、３３２、３３３、３３４
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、３３５、３３６、３３８、３３９、３４２、３４３、３４４、３４７、３４９、３５０
、３５２、３５３、３５６、３５８、３５９、３６０、３６１、３６２、３６３、３６４
、３６８、３６９、３７０、３７１、３７２、３７３、３７４、３７５、３７７、３７８
、３８１、３８５、３８６、３８８、３９０、３９１、３９４、３９７、３９８、４０７
、４１３、４１４、４１５、４１６、４１７、４１８、４２１、４２４、４２５、４２６
、４２８、４２９、４３２、４３６、４４１、４４４、４４５、４４９、４５０、４５３
、４５７、４５９、４６１、４６２、４６３、４６４、４６５、４６６、４６７、４６８
、４７０、４７１、４７３、４７４、４７５、４７８、４７９、４８０、４８２、４８４
、４８５、４８６、４８７、４８８、４９１、４９３、４９７、４９８、５０１、５０２
、５０３、５０５、５１９、５２０、５２１、５２４、５２７、５２９、５３０、５３１
、５３２、５３４、５３７、５４１、５４４、５４６、５４８、５５０、５５１、５５２
、５５３、５５５、５５８、５５９、５６０、５６１、５６２、５６３、５６５、５６６
、５６７、５６８、５６９、５７０、５７１、５７２、５７３、５７４、５７７、５７８
、５８０、５８１、５８２、５８４、５８６、５８７、５８９、５９１、５９２、５９４
、５９５、５９９、６００、６０１、６０３、６０４、６０６、６０７、６０８、６０９
、６１０、６１１、６１２、６１３、６１４、６１５、６１６、６１８、６２０、６２１
、６２４、６２５、６２６、６２７、６２８、６３１、６３２、６３３、６３５、６３６
、６３８、６３９、６４４、６４９、６５０、６５３、６５５、６５８、６５９、６６０
、
６６１、６６３、６６８、６７１、６７３、６７４、６７５、６７６、６７７、６７８、
６７９、６８０、６８１、６８２、６８３、６８４、６８６、６９１、６９２、６９３、
６９４、６９６、６９７、６９８、７００、７０２、７０４、７０６、７０７、７０８、
７０９、７１０、７１１、７１２、７１３、７１４、７１５、７１６、７１７、７１８、
７１９、７２０、７２１、７２２、７２３、７２４、７２５、７２６、７２７、７３０、
７３１、７３３、７３５、７３６、７３８、７４１、７４２、７４６、７４８、７５０、
７５２、７５４、７５７、７５８、７６３、７６４、７６６、７６７、７６８、７６９、
７７０、７７１、７７２、７７４、７７５、７７６、７７８、７８１、７８２、７８６、
７８８、７９１、７９２、８００、８０２、８０３、８０４、８０５、８０６、８０７、
８１４、８２１、８２４、８２６、８２７、８２８、８２９、８３１、８３３、８３４、
８３７、８３９、８４０、８４９、８５０、８５２、８５６、８６４、８６５、８６６、
８６８、８６９、８７０、８７１、８７２、８７３、８７６、８７７、８７８、８７９、
８８１、８８４、８８５、８８６、８９０、８９２、８９３、８９４、８９７、９０５、
９０８、９１２、９１３、９１４、９１６、９１９、９２０、９２２、９２３、９２４、
９２５、９２６、９２７、９２８、９２９、９３０、９３３、９３７、９３９、９４１、
９４２、９４３、９４５、９４６、９４７、９４８、９５０、９５１、９５３、９５４、
９５５、９５９、９６２、９６５、９６７、９６９、９７３、９７４、９７６、９７８、
９８０、９８２、９８５、９８８、９９３、９９８、１０００、１００３、１００６、１
００７、１００８、１００９、１０１０、１０１２、１０１６、１０２０、１０２１、１
０２２、１０２３、１０２４、１０２５、１０２６、１０２７、１０２８、１０２９、１
０３１、１０３２、１０３３、１０３５、１０３６、１０３７、１０３８、１０４２、１
０４３、１０４５、１０４６、１０４７、１０５３、１０５７、１０５９、１０６０、１
０６２、１０６３、１０６４、１０６５、１０６６、１０６７、１０７０、１０７２、１
０７３、１０７５、１０７７、１０７８、１０８２、１０８３、１０８５、１０８９、１
０９０、１０９１、１０９３、１０９５、１０９７、１０９９、１１０２、１１０４、１
１０５、１１０７、１１１１、１１１３、１１１６、１１１７、１１２０、１１２１、１
１２５、１１２６、１１２９、１１３１、１１３５、１１３６、１１３７、１１３８、１
１３９、１１４０、１１４２、１１４３、１１４４、１１４５、１１４６、１１４７、１
１４８、１１４９、表２の材料２、２３、１４１、１８５、２２７、２３０、２４６、２
４８、３４３、３５９、５６５、６３１、６５９、６７４、６７８、６７９、７１５、７
５８、１０２８、１０９７およびこれらの混合物からなる群から選択され、さらに好まし
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くは、前記材料は、表４の材料７、１４、３９、４８、１８３、１９９、２０６、２１２
、２１５、２２９、２６０、２６１、２８１、３２９、３３５、３５３、３６０、４４１
、４８４、４８７、４８８、５０１、５６６、５６７、５６９、５７０、５７３、５７４
、６０３、６１６、６２１、６２４、６２７、６３２、６６３、６８０、６８４、６９４
、６９６、７０８、７１２、７１４、７２６、７５０、７６４、７７５、７７６、７８８
、８０４、８７２、９１９、９２７、９３３、９７８、１００７、１０２２、１０２４、
１０２７、１０２９、１０３５、１０３８、１０６０、１０８９、１１０７、１１２９、
１１３１、１１３６、１１３７、１１４０、１１４２、１１４３、１１４４、１１４５、
１１４８、１１４９、表５の材料２４８からなる群から選択され、最も好ましくは、前記
材料は、表４の材料２６１、６８０、７８８、１１２９、１１４８、１１４９およびこれ
らの混合物からなる群から選択される。
【００７０】
　前記清浄組成物の一態様において、前記清浄組成物は、３以下のｌｏｇ　Ｐ、好ましく
は、０．１～３のｌｏｇ　Ｐを有する１つ以上の悪臭低減材料を含む悪臭低減材料を含み
、好ましくは、前記１つ以上の悪臭低減材料は、表１の材料４；１６；１７；３４；３７
；４２；４３；６１；６５；７０；８２；９８；１０６；１０８；１１０；１１２；１１
３；１１７；１２６；１３０；１４１；１４３；１４６；１５５；１５６；１６７；１６
８；１７０；１７９；１８７；１９０；１９３；１９９；２１８；２４７；２４９；２５
４；２５６；２５９；２７８；２８１；２８６；２８８；３２１；３２３；３３２；３５
０；３５３；３７３；３７４；３７５；３７７；３９４；４０７；４１７；４２５；４３
６；４４５；４５０；４６４；４７４；４８５；４９３；５２７；５３０；５３１；５４
６；５５１；５５３；５５５；５８０；５８１；５８６；５８７；５９５；６１２；６３
６；６３８；６３９；６４９；６５５；６５８；７３０；７３３；７３６；７３８；７４
２；７４８；７６７；７６８；７９２；８０３；８０７；８２４；８２９；８３３；８３
４；８６４；８９７；９２３；９２８；９２９；９３７；９４６；９５５；９６２；９７
４；９７６；９８２；９９３；１０１２；１０２０；１０２１；１０２６；１０３６；１
０３７；１０５９；１０６４；１０６６；１０７２；１０８３；１０８５；１１１１；１
１１７；１１２５；１１３９；１１４６；１９４；２；１４１；２０４；３；２２８；２
６；３４；３７；４３；５３；６５；７０；７３；８２；８４；９６；９７；９８；１０
６；１０７；１０８；１１０；１１５；１１６；１２５；１２６；１４３；１４６；１６
３；１６６；１６９；１８７；１９４；１９８；２０１；２０５；２１３；２１４；２３
９；２５４；２５５；２５６；２５８；２８２；２８４；２８６；２８８；３１４；３２
３；３６５；３６６；３７４；３７５；３７６；３７９；４００；４０７；４１７；４１
９；４３９；４４２；４４３；４７４；４８５；４９１；４９２；５２６；５２８；５３
８；５４２；５４９；５５４；５５５；５５６；５７６；５７９；５８５；５８８；６１
７；６３６；６３８；６４０；６４７；６５１；６６４；６６５；６９９；７０１；７３
０；７４０；７４２；７４３；７６０；７６１；７７７；７８４；７８９；７９２；７９
６；７９７；８０５；８０７；８１０；８１１；８１２；８１７；８３２；８３３；８４
５；８４６；８５１；８５８；８６５；８８２；８８３；９０２；９１８；９２１；９３
１；９３７；９４６；９５６；９７７；９８１；１００２；１００４；１０２０；１０２
６；１０３６；１０３９；１０４０；１０４１；１０７１；１０７９；１０８４；１０９
１；１０９８；１１１０；１１１１；１１１２；１１１９；１１２２；１１３３；１１３
９；１１４６；およびこれらの混合物からなる群から選択され、さらに好ましくは、前記
悪臭低減材料は、表１の材料４；１６；１７；３４；３７；４２；４３；６１；６５；７
０；９８；１０６；１０８；１１０；１１２；１１３；１２６；１３０；１４１；１４３
；１４６；１５５；１５６；１６７；１６８；１７０；１７９；１８７；１９０；１９３
；１９９；２１８；２４７；２４９；２５６；２５９；２７８；２８１；２８６；２８８
；３３２；３４７；３５０；３５３；３７３；３７４；３７５；３７７；３９４；４０７
；４１５；４１７；４２５；４３６；４４５；２５４；２５６；２５８；１７８；４５０
；４６４；４７４；４８５；４９１；４９３；２０５；２２８；２３１；５２７；５３０
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；５３１；５４６；５５１；５５３；５８０；５８１；５８６；５８７；５９５；６１２
；６３８；６３９；６５５；６５８；６６８；６８３；７３０；７３３；７３８；７４２
；７６７；７６８；７７２；７８６；７９２；８０３；８２４；８２９；８３４；８６４
；８６５；８９７；９２３；９２４；９３７；９４６；９６２；９６９；９７４；９７６
；９８０；９８２；１０２０；１０２１；１０２７；１０３６；１０３７；１０４２；１
０５９；１０６４；１０８３；１０８５；１０９１；１１１１；１１１７；１１２５；１
１３９；１１４６、表２の材料１４１およびこれらの混合物からなる群から選択され、最
も好ましくは、前記悪臭低減材料は、表４の材料１９９；２８１；３５３；６２７；１０
２７およびこれらの混合物からなる群から選択される。上述のすべての材料は、ｌｏｇ　
Ｐが３未満であるため、清浄組成物の水相に留まり、これを含む溶液に長く留まり、硬質
表面を良好に処理する。上述の材料のなかで、さらに好ましいもの、最も好ましいものは
、鍵となるすべての悪臭を中和するのに効果的であるため、特に好ましい。
【００７１】
　前記清浄組成物の一態様において、悪臭低減材料と前記１つ以上の香料原材料を合わせ
た合計重量を基準として、１０％未満、好ましくは、５％未満、さらに好ましくは、１％
未満の前記悪臭低減材料および前記１つ以上の香料原材料が、不飽和アルデヒド部分を含
む。
【００７２】
　前記清浄組成物の一態様において、前記悪臭低減材料は、表１～３の悪臭低減材料３０
２；２８８；５０；１５７；１０１７；８８８；６４；１０５４；８３２；３７５；７４
５；５０４；５０５；１４０；１０１２；４９８；１０３；３５６；９０８；１１２７；
４７５；９１８；６８７；６１１；９；１４１；６０２；９１３；１００５；５２１；１
０；２１５；３３５；３７８；３６０；５６５；１１３６；１１２９；６５５；３６９；
９１４；７５７；４７８；８８９；８９１；３５８；９７３；１６２；５５４；５２２；
１２５；２６；４１８；９２；５８６；１０２６；２１８；３１；８７１；８２９；１０
６６；２８７；２６９；７６９；７０１；１１１８；７０；９４６；１４２；１０９；１
０８またはこれらの混合物からなる群から選択されない。
【００７３】
　前記清浄組成物の一態様において、悪臭低減材料と前記１つ以上の香料原材料を合わせ
た合計重量を基準として、５０％未満、好ましくは、２５％未満、さらに好ましくは、１
５％未満の前記悪臭低減材料および前記１つ以上の香料原材料が、ｌｏｇ　Ｐが３以上を
有し、好ましくは、前記組成物は水を含む。
【００７４】
　前記清浄組成物の一態様において、前記組成物は、少なくとも１２個の炭素原子を含む
イソアルカン、四級アミン部分を含む化合物、潤滑剤、さらなる溶媒グリコール、アルコ
ール、シリコーン、防腐剤、抗菌剤、ｐＨ調整剤、キャリア、昆虫忌避剤、金属塩、シク
ロデキストリン、機能性ポリマー、消泡剤、酸化防止剤、酸化剤、キレート化剤およびこ
れらの混合物からなる群から選択される補助成分を含み、
　（ａ）好ましくは、前記潤滑剤は、炭化水素、さらに好ましくは、２個以上の分岐を含
む炭化水素を含む潤滑剤からなる群から選択される材料を含み、
　（ｂ）好ましくは、四級アミン部分を含む化合物は、少なくとも１０個の炭素原子を含
む。
【００７５】
　出願人の清浄組成物を含むデバイスであって、前記デバイスが、好ましくは、トリガー
式噴霧器、手動のエアロゾル噴霧器、自動エアロゾル噴霧器、芯を含有するデバイス、フ
ァンデバイスおよびサーマルドロップオンデマンドデバイスからなる群から選択されるデ
バイスが開示される。
【００７６】
　悪臭を制御する方法であって、悪臭を含む場所および／または悪臭を発生しそうな場所
と、本明細書に記載する清浄組成物およびその混合物からなる群から選択される生成物と
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を接触させることを含む方法が開示される。
【００７７】
　前記方法の一態様において、前記接触させる工程が、前記場所と、十分な量の本明細書
に開示される組成物とを接触させ、前記臭気に対し、前記場所の計画された表面積１平方
メートルあたり、約０．１ミリグラム（ｍｇ）～約１０，０００ｍｇ、好ましくは、約１
ｍｇ～５，０００ｎｇ、最も好ましくは、約５ｍｇ～約１０００ｍｇの前記総量の悪臭低
減材料を与えることを含む。一態様において、少ない範囲の悪食低減材料は、多い量より
も良好に機能し、その場所が過剰に濃厚になるのを防ぐ。
【００７８】
　移動系
　カウンタートップ、テーブルおよび床を洗浄するために一般的に用いられるような本発
明の組成物を、硬質表面洗浄剤と共に使用してもよい。適切な床洗浄液は、本譲受人によ
って、ＷｅｔＪｅｔの名称で交換可能な容器に入れて販売される。洗浄溶液は、特に、同
一譲受人の米国特許第６，８１４，０８８号の教示に従って製造されてもよい。使い捨て
の床シートと組み合わせて、容器を、床洗浄設備と共に使用し、床洗浄設備から分注され
てもよい。適切なスプレー設備も、本譲受人によって、ＷｅｔＪｅｔの名称で販売される
。適切な容器およびそのための備品は、同一譲受人の米国特許第６，３８６，３９２号お
よび／または第７，１７２，０９９号の教示に従って製造されてもよい。床洗浄設備は、
共有されているＵＳ　２０１３／０３１９４６３号の教示に従って、蒸気を分注してもよ
い。または、再充填可能な容器を利用してもよい。
【００７９】
　所望な場合、本発明の組成物を、あらかじめ湿らせたシートと共に使用してもよい。洗
浄シートをあらかじめ湿らせた場合、好ましくは、目標とする表面（例えば、床）を洗浄
する液体であらかじめ湿らせるが、洗浄後のすすぎ操作を必要としない。洗浄シートに、
乾燥基材１グラムあたり、少なくとも１、１．５または２グラムの洗浄溶液を乗せてもよ
いが、典型的には、１グラムあたり５グラム以下であってもよい。同一譲受人のＵＳ　６
，７１６，８０５号の教示に従って、典型的にはすすぎ操作が存在しないため、洗浄溶液
は、ストリーキングを最低限にする界面活性剤（例えば、ＡＰＧ界面活性剤）を含んでい
てもよい。
【００８０】
　Ｍｒ．ＣｌｅａｎおよびＭｒ．Ｐｒｏｐｅｒ．の名称で本譲受人によって販売されるよ
うな、盛り上がった固い表面のために本発明の組成物を使用してもよい。組成物を、当該
技術分野でよく知られているように、トリガー噴霧器またはエアロゾル噴霧器から分注し
てもよい。エアロゾル噴霧器は、噴射剤の圧力を用いて組成物を分注し、一方、トリガー
噴霧器は、手動での操作によって組成物を圧送することによって、組成物を分注する。適
切なエアロゾル分注器は、バルブに浸漬管または袋を有していてもよく、同一譲受人のＵ
Ｓ　２０１５／０１０８１６３号および／またはＵＳ　２０１１／０３０３７６６号に従
っていてもよい。適切なトリガー噴霧器は、同一譲受人のＵＳ　８，３２２，６３１号に
従っていてもよい。
【００８１】
　補助材料
　本発明の目的には必須でないが、以下に例示される補助剤の非限定的なリストは、本発
明の組成物に使用するのに適しており、例えば、本発明の特定の態様に望ましく組み込ま
れ、混合物の相安定性を補助または向上させるために、布地への清浄組成物の移動を補助
または向上させるために、生物学的汚染物質による清浄組成物の分解を防ぐために、さら
なる利点を付け加えるために、または、香料、着色料、染料などの場合にように、組成物
の審美性を変えてもよい。このような追加成分の正確な性質およびそれを組み込む濃度は
、組成物の物理形態および使用される作業の性質に依存する。適切な補助材料としては、
限定されないが、ｐＨ緩衝剤、可溶化助剤、抗菌剤、防腐剤、湿潤剤、溶媒、香料または
他の成分が挙げられる。
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【００８２】
　上述の通り、補助成分は、本出願人らの組成物には必須ではない。したがって、出願人
の組成物の特定の態様は、以下の補助材料の１つ以上を含まない。ｐＨ緩衝剤、可溶化助
剤、抗菌剤、防腐剤、湿潤剤、溶媒、香料または他の成分。しかしながら、１つ以上の補
助剤が存在する場合、かかる１つ以上の補助剤は、以下に詳述されるように存在すること
ができる。
【００８３】
　緩衝剤
　本発明の清浄組成物は、緩衝剤を含んでいてもよく、緩衝剤は、カルボン酸、またはマ
レイン酸のようなジカルボン酸、クエン酸またはポリアクリル酸のような多塩基酸であっ
てもよい。この酸は立体的に安定していてもよく、所望のｐＨを維持するために、本発明
の組成物で使用してもよい。緩衝剤は、トリエタノールアミンのような塩基、またはクエ
ン酸ナトリウムのような有機酸塩を含んでいてもよい。本発明の清浄組成物のｐＨは約３
～約８、あるいは約４～約７、あるいは約５～約８、あるいは約６～約８、あるいは約６
～約７、あるいは約７、あるいは約６．５であってもよい。
【００８４】
　クエン酸のようなカルボン酸は、金属イオンキレートとして機能する場合があり、水溶
性の低い金属塩を形成することができる。このように、ある実施形態において、清浄組成
物は、クエン酸を本質的に含まない。緩衝剤は、アルカリ性、酸性、または中性であって
もよい。
【００８５】
　本発明の清浄組成物用のその他の好適な緩衝剤としては、生物学的緩衝剤が挙げられる
。いくつかの例は、窒素含有物質、３－（Ｎ－モルホリノ）プロパンスルホン酸（ＭＯＰ
Ｓ）またはＮ－（２－アセトアミド）－２－アミノエタンスルホン酸（ＡＣＥＳ）のよう
なスルホン酸緩衝剤であり、これらのｐＫａは中性付近の６．２～７．５であり、中性の
ｐＨにおいて十分な緩衝力を発揮する。他の例は、リシンのようなアミノ酸、またはモノ
エタノールアミン、ジエタノールアミンおよびトリエタノールアミンのような低級アルコ
ールアミンである。他の窒素含有緩衝剤は、トリ（ヒドロキシメチル）アミノメタン（Ｈ
ＯＣＨ２）３ＣＮＨ３（トリス）、２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール
、２－アミノ－２－メチル－プロパノール、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパノ
ール、グルタミン酸二ナトリウム、Ｎ－メチルジエタノールアミド、２－ジメチルアミノ
－２－メチルプロパノール（ＤＭＡＭＰ）、１，３－ビス（メチルアミン）－シクロヘキ
サン、１，３－ジアミノ－プロパノールＮ，Ｎ’－テトラ－メチル－１，３－ジアミノ－
２－プロパノール、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）グリシン（ビシン）、および
Ｎ－トリス（ヒドロキシメチル）メチルグリシン（トリシン）である。上記のいずれかの
混合物も許容可能である。
【００８６】
　清浄組成物は、緩衝剤をその組成物の少なくとも約０重量％、あるいは少なくとも約０
．００１重量％、あるいは少なくとも約０．０１重量％含んでもよい。また、本発明の組
成物は、緩衝剤をその組成物の約１％以下、あるいは約０．７５重量％以下、あるいは約
０．５重量％以下含んでもよい。
【００８７】
　可溶化剤
　本発明の清浄組成物は、無色透明の溶液を生成するために、過剰な疎水性有機材料、特
に、ある種の本発明の悪臭低減材料、香料材料、さらに、組成物に加えてもよいが、組成
物に容易に溶解しない任意成分（例えば、害虫忌避剤、酸化防止剤など）を可溶化するた
めに、可溶化助剤を含んでもよい。好適な可溶化助剤は、非起泡性または低起泡性界面活
性剤のような界面活性剤である。好適な界面活性剤は、非イオン性界面活性剤、カチオン
性界面活性剤、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、およびこれらの混合物である。
【００８８】
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　ある実施形態において、清浄組成物は、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤
およびこれらの混合物を含有する。一実施形態において、本発明の清浄組成物は、エトキ
シル化された硬化ヒマシ油を含む。本組成物中で使用可能な１種類の好適な硬化ヒマシ油
は、Ｂａｓｏｐｈｏｒ（商標）（ＢＡＳＦから入手可能）として販売される。
【００８９】
　アニオン性界面活性剤および／または洗剤用界面活性剤を含む清浄組成物では、布地が
汚れの影響を受けやすくなる場合があり、および／または、溶液が布地から蒸発すると、
許容できない目に見える染みが布地上に残る場合がある。一部の実施形態において、清浄
組成物は、アニオン性界面活性剤および／または洗剤用界面活性剤を含まない。
【００９０】
　可溶化剤が存在するとき、可溶化剤は典型的には、清浄組成物の約０．０１重量％～約
３重量％、あるいは約０．０５重量％～約１重量％、あるいは約０．０１重量％～約０．
０５重量％の濃度で存在する。
【００９１】
　抗菌性化合物
　本発明の清浄組成物は、空気中または無生物表面上の微生物を減少させる化合物を有効
量含んでもよい。抗菌性化合物は、ヒトの皮膚またはペットと接触した室内表面（カウチ
、枕、ペットの寝具およびカーペッ等）の上に典型的に存在するグラム陰性およびグラム
陽性の菌および真菌に有効である。このような微生物種は、肺炎杆菌（Klebsiella pneum
oniae）、黄色ブドウ球菌（Staphylococcus aureus）、黒カビ（Aspergillus niger）、
肺炎杆菌（Klebsiella pneumoniae）、化膿レンサ球菌（Streptococcus pyogenes）、豚
コレラ菌（Salmonella choleraesuis）、大腸菌（Escherichia coli）、毛瘡白癬菌（Tri
chophyton mentagrophytes）および緑膿菌（Pseudomonas aeruginosa）を含む。ある実施
形態において、抗菌性化合物は、Ｈ１－Ｎ１、ライノウイルス、ＲＳウイルス、１型ポリ
オウイルス、ロタウイルス、Ａ型インフルエンザ、１型および２型単純ヘルペス、Ａ型肝
炎およびヒトコロナウイルスのようなウイルスにも有効である。
【００９２】
　本発明の清浄組成物に適した抗菌性化合物は、布地の外観を損傷（例えば、変色、黄変
などの着色、脱色）させない任意の有機物質でもあることができる。水溶性抗菌性化合物
としては、有機硫黄化合物、ハロゲン化化合物、環状有機窒素化合物、低分子量アルデヒ
ド、四級化合物、デヒドロ酢酸、フェニルおよびフェノキシ化合物、またはこれらの混合
物が挙げられる。
【００９３】
　一実施形態において、四級化合物が使用される。清浄組成物に使用するのに適した市販
の四級化合物の例は、Ｌｏｎｚａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＢａｒｑｕａ
ｔ；Ｌｏｎｚａ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからＢａｒｄａｃ（登録商標）２２５０の商品
名で販売されるジデシルジメチルアンモニウムクロリドクワットである。
【００９４】
　抗菌性化合物は、清浄組成物の約５００重量ｐｐｍ～約７０００重量ｐｐｍ、あるいは
約１０００重量ｐｐｍ～約５０００重量ｐｐｍ、あるいは約１０００重量ｐｐｍ～約３０
００重量ｐｐｍ、あるいは約１４００重量ｐｐｍ～約２５００重量ｐｐｍの量で存在して
もよい。
【００９５】
　防腐剤
　本発明の清浄組成物は防腐剤を含んでもよい。防腐剤は、本発明中に、所定期間にわた
って腐敗を防ぐか、または、不注意にも入り込んでしまった微生物の増殖を防ぐのに十分
であるが、清浄組成物の臭気中和性能に寄与するのに十分ではない量で含まれる。換言す
れば、防腐剤は、微生物によって生じる臭気を消す目的で組成物を堆積させる表面上の微
生物を殺す抗菌性化合物として使用されているのではない。むしろ、清浄組成物の貯蔵寿
命を長くする目的で、清浄組成物の腐敗を防ぐために防腐剤が用いられる。
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【００９６】
　防腐剤は、布地の外観に損傷（例えば変色、着色、脱色）を生じさせない任意の有機防
腐剤の物質であってもよい。好適な水溶性防腐剤としては、有機硫黄化合物、ハロゲン化
化合物、環状有機窒素化合物、低分子量アルデヒド、パラベン、プロパンジオール物質、
イソチアゾリノン、四級化合物、ベンゾエート、低分子量アルコール、デヒドロ酢酸、フ
ェニルおよびフェノキシ化合物、またはこれらの混合物が挙げられる。
【００９７】
　本発明で使用するための市販の水溶性防腐剤の非限定的な例とは、Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　
Ｈａａｓ　Ｃｏ．によってＫａｔｈｏｎ（登録商標）ＣＧの商品名で１．５％水溶液とし
て入手可能な防腐剤である、約７７％の５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－
３－オンと約２３％の２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンの混合物；Ｈｅｎｋｅ
ｌからＢｒｏｎｉｄｏｘ　Ｌ（登録商標）の商品名で入手可能な５－ブロモ－５－ニトロ
－１，３－ジオキサン；ＩｎｏｌｅｘからＢｒｏｎｏｐｏｌ（登録商標）の商品名で入手
可能な２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール；クロロヘキシジンおよび例
えば、酢酸およびジグルコン酸を用いたその塩として一般的に知られる、１，１’－ヘキ
サメチレンビス（５－（ｐ－クロロフェニル）ビグアニド；ＬｏｎｚａからＧｌｙｄａｎ
ｔ　Ｐｌｕｓ（登録商標）の名称で入手可能な、１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－５
，５－ジメチル－２，４－イミダゾリジンジオンと３－ブチル－２－ヨードプロピニルカ
ルバメートの９５：５混合物；Ｓｕｔｔｏｎ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．から
Ｇｅｒｍａｌｌ（登録商標）の商品名で入手可能であり、ジアゾリジニルウレアとして一
般的に知られる、Ｎ－［１，３－ビス（ヒドロキシメチル）２，５－ジオキソ－４－イミ
ダゾリジニル］－Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシ－メチル）ウレア；イミダゾリジニルウレ
アとして一般的に知られる、例えば、Ａｂｉｏｌ（登録商標）の商品名で３Ｖ－Ｓｉｇｍ
ａから、Ｕｎｉｃｉｄｅ　Ｕ－１３（登録商標）の商品名でＩｎｄｕｃｈｅｍから、Ｇｅ
ｒｍａｌｌ　１１５（登録商標）の商品名でＳｕｔｔｏｎ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，
Ｉｎｃ．から入手可能なＮ，Ｎ”－メチレンビス｛Ｎ’－［１－（ヒドロキシメチル）－
２，５－ジオキソ－４－イミダゾリジニル］ウレア｝；Ｎｕｏｓｅｐｔ（登録商標）Ｃの
商品名でＨｕｅｌｓ　Ａｍｅｒｉｃａから入手可能なポリメトキシ二環オキサゾリジン；
ホルムアルデヒド；グルタルアルデヒド；Ｃｏｓｍｏｃｉｌ　ＣＱ（登録商標）の商品名
でＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ，Ｉｎｃ．から入手可能であるか、またはＭｉｋｒｏｋｉｌ
ｌ（登録商標）の商品名でＢｒｏｏｋｓ，Ｉｎｃから入手可能なポリアミノプロピルビグ
アニドデヒドロ酢酸；およびＫｏｒａｌｏｎｅＴＭＢ－１１９の商品名でＲｏｈｍ　ａｎ
ｄ　Ｈａｓｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なベンズイソチアゾリノンが挙げら
れる。
【００９８】
　防腐剤の好適な濃度は、清浄組成物の約０．０００１重量％～約０．５重量％、あるい
は約０．０００２重量％～約０．２重量％、あるいは約０．０００３重量％～約０．１重
量％である。
【００９９】
　本発明の清浄組成物は、ポリエステルおよびナイロンのような疎水性表面上に、清浄組
成物が容易かつより均一に広がるような低い表面張力を与える湿潤剤を含んでもよい。本
発明の水溶液は、このような湿潤剤がないと、十分には広がらないことがわかっている。
本組成物によって処理した物質をユーザーがすぐに使える状態にできるように、組成物が
広がることによって、組成物がより速く乾く。さらに、湿潤剤を含有する組成物は、改良
された悪臭中和のために、疎水性の油性汚れによりよく浸透するだろう。湿潤剤を含有す
る組成物は、「衣服着用中」の静電気制御性を向上させることもできる。濃縮組成物では
、湿潤剤は、濃縮水性組成物中の抗菌性活性物質および香料のような多くの活性物質の分
散を促す。
【０１００】
　湿潤剤の非限定的な例としては、エチレンオキシドとプロピレンオキシドのブロックコ
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ポリマーが挙げられる。好適なブロックポリオキシエチレン－ポリプロピレンポリマー界
面活性剤としては、初期の反応性水素化合物として、エチレングリコール、プロピレング
リコール、グリセロール、トリメチロールプロパンおよびエチレンジアミンに基づくもの
が挙げられる。初期化合物とＣ12～18脂肪族アルコールなどの単一の反応性水素原子との
連続したエトキシル化およびプロポキシル化によって作られるポリマー化合物は、一般に
、シクロデキストリンと相溶性ではない。ＢＡＳＦ－Ｗｙａｎｄｏｔｔｅ　Ｃｏｒｐ．（
ワイアンドット、ミシガン）によってＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）およびＴｅｔｒｏｎ
ｉｃ（登録商標）と命名された特定のブロックポリマー界面活性剤化合物は、容易に入手
可能である。
【０１０１】
　この種の湿潤剤の非限定的な例は、米国特許第５，７１４，１３７号に記載されており
、例えば、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ａｌｂａ
ｎｙ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋから入手可能なＳｉｌｗｅｔ（登録商標）界面活性剤が挙げられ
る。例示的なＳｉｌｗｅｔ界面活性剤は、以下の通りである。
【０１０２】
【表９】

　およびこれらの混合物。
【０１０３】
　本発明の別の態様において、清浄組成物は、布地を回復させ、例えば、その表面の外観
（しわの減少、改良された色外観、改良または回復された布地の形状）を回復させる。布
地の外観の回復に役立つ補助成分は、安定で分離しない組成物を生成するのに必要な界面
活性剤、乳化剤および溶媒と合わせて、水溶性または混和性の四級アンモニウム界面活性
剤および水不溶性油成分から選択される。ある種の非限定的な好ましい乳化剤は、ソルビ
タンエステル、およびアルキレンオキシドで修飾されたソルビタンエステル、例えば、Ｔ
ｗｅｅｎ（登録商標）２０ポリオキシエチレン（２０）ソルビタンモノラウレート、分岐
型界面活性剤、例えばＧｕｅｒｂｅｔアルコール、またはＧｕｅｒｂｅｔアルコールで修
飾されたアルキレンオキシド、例えば、Ｌｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）ＸＬ　７０（オキ
シラン，モノ（２－プロピルヘプチル）エーテルを有するオキシラン，２－メチル－，ポ
リマー、ＢＡＳＦ）である。本発明のこの態様において、湿潤剤を含むことは任意である
が、好ましい。湿潤剤は、組成物を広げるのに役立ち、噴霧中の組成物の起泡を減らすの
に役立つ。ある種の好ましい湿潤剤としては、超湿潤剤として当該技術分野で知られる種
類の湿潤剤が挙げられる。理論によって束縛されないが、超湿潤剤は、表面に非常に効率
よく充填され、きわめて低い平衡表面張力が得られる。このような界面活性剤の非限定的
な例としては、Ｓｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標）４６５およびＳｕｒｆｙｎｏｌ（登録商標
）１０４ＰＧ　５０（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）のようなＳｕｒｆｙｎｏｌｓ（登録
商標）が挙げられる。
【０１０４】
　水溶性または混和性の四級アンモニウム界面活性剤：
　典型的には、本発明の組成物に含まれる最低濃度の水溶性クアットは、組成物の合計重
量を基準として、少なくとも約０．０１重量％、好ましくは、少なくとも約０．０５重量
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％、さらに好ましくは、少なくとも約０．１重量％、さらになお好ましくは、少なくとも
約０．２重量％である。典型的には、組成物に含まれる最大濃度の水溶性四級剤は、組成
物の合計重量を基準として、約２０％まで、好ましくは、約１０％未満、さらに好ましく
は、約３％未満である。典型的には、水溶性四級剤は、組成物中に約０．２％～約１．０
％の量で存在する。
【０１０５】
　具体的には、好ましい水溶性四級化合物は、ジアルキル四級界面活性剤化合物である。
適切な四級界面活性剤としては、限定されないが、下式を有する四級アンモニウム界面活
性剤が挙げられ、
【０１０６】
【化１】

　式中、Ｒ1およびＲ2は、独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ヒドロキシアルキル、
ベンジルおよび－（Ｃ2Ｈ4Ｏ）xＨからなる群から選択され、ｘは、約２～約５の値を有
し；Ｘは、アニオンであり；（１）Ｒ3およびＲ4は、それぞれ、Ｃ6～Ｃ14アルキルであ
るか、または（２）Ｒ3は、Ｃ6～Ｃ18アルキルであり、Ｒ4は、Ｃ1～Ｃ10アルキル、Ｃ1

～Ｃ10ヒドロキシアルキル、ベンジルおよび－（Ｃ2Ｈ4Ｏ）xＨからなる群から選択され
、ｘは、２～５の値を有する。本発明において好ましい非対称性四級化合物は、Ｒ３およ
びＲ４が同一ではなく、好ましくは一方が分枝状で、もう一方が直鎖状の化合物である。
【０１０７】
　非対称性四級化合物の一例は、Ｘがメチルサルフェートイオンであり、Ｒ１およびＲ２
がメチル基であり、Ｒ３が、モノ不飽和部が５％未満の水素添加タロー基であり、Ｒ４が
２－エチルヘキシル基である、ＡＲＱＵＡＤ　ＨＴＬ８－ＭＳである。ＡＲＱＵＡＤ　Ｈ
ＴＬ８－ＭＳは、オランダのＡｒｎｈｅｍのＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌか
ら入手できる。
【０１０８】
　対称性四級化合物の一例は、Ｘが炭酸塩および重炭酸塩であり、Ｒ１およびＲ２がメチ
ル基であり、Ｒ３およびＲ４がＣ１０アルキル基である、ＵＮＩＱＵＡＴ　２２ｃ５０で
ある。ＵＮＩＱＵＡＴ　２２ｃ５０は、北アメリカのＬｏｎｚａの登録商標であり、アレ
ンデール、ニュージャージーのＬｏｎｚａ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄから入手可能であ
る。
【０１０９】
　適切な水溶性四級化合物の別の例は、Ｌｏｎｚａから入手可能であり、以下の構造を有
するＮ－セチルエチルモルホリニウムエトサルフェートであるＢＡＲＱＵＡＴ　ＣＭＥ－
３５である。
【０１１０】
【化２】

【０１１１】
　油成分
　本発明の油成分は、マイクロエマルションによって組成物に組み込まれる実質的に水不
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溶性の材料を表す。前記油成分は、非香料原材料であり、非悪臭低減材料である。典型的
には、組成物に含まれる油成分の最小濃度は、少なくとも約０．００１％、好ましくは、
少なくとも約０．００５％、さらに好ましくは、少なくとも約０．０１％であり、典型的
には、油成分の最大濃度は、約５％まで、好ましくは、約３％未満、さらに好ましくは、
１．５未満であり；典型的な濃度は、約０．０５％～約１％の範囲である。油成分は、単
一成分または混合物であってもよく、通常は、ある種の有益剤を組成物に組み込むことを
表し、例えば、非限定的な例は、柔軟性またはしわ低減／開放の利益を与える。典型的に
は、油成分は、置換または非置換の炭化水素などを含む。噴霧製品のために、組成物への
組み込みを容易にし、乾燥したときにノズルが詰まる可能性を減らすために、油成分また
は混合物が室温で液体であることが好ましい。
【０１１２】
　本発明の油成分は、実質的に水不溶性であり、マイクロエマルションを形成する。実質
的に水不溶性とは、成分のｌｏｇ　Ｐが約１より大きいことを意味する。約１のｌｏｇ　
Ｐは、その成分が、水よりもオクタノールに約１０倍分配される傾向があることを示す。
油混合物中のいくつかの好ましいが、非限定的な構成要素は、分岐した炭化水素であり、
香料が使用されるときは、香料である。
【０１１３】
　水性キャリア
　本発明の清浄組成物は水性キャリアを含んでもよい。使用される水性キャリアは、蒸留
水、脱イオン水または水道水であってもよい。水は、水溶液である組成物に任意の量で存
在していてもよい。ある実施形態において、水は、前記清浄組成物の約８５％～９９．５
％、または約９０％～約９９．５％、または約９２％～約９９．５％、または約９５％の
量で存在していてもよい。少量の低分子量一価アルコール（例えば、エタノール、メタノ
ールおよびイソプロパノール）またはポリオール（例えば、エチレングリコールおよびプ
ロピレングリコール）を含有する水も有用な場合がある。しかし、揮発性低分子量一価ア
ルコール（例えば、エタノールおよび／またはイソプロパノール）は、これらの揮発性有
機化合物が、燃焼性の問題および環境汚染の問題の両方に寄与し得るため、限定されるべ
きである。少量の低分子量一価アルコールが、本発明の組成物中に存在する場合、香料お
よびある種の防腐剤のための安定化剤としてのこれらのアルコールの添加に起因して、一
価アルコールの濃度は、清浄組成物の１重量％～約５重量％、または約６重量％未満、ま
たは約３重量％未満、または約１重量％未満であってもよい。
【０１１４】
　他の成分
　また清浄組成物は、快楽効果を供給するだけの（すなわち、悪臭を中和しないが、快い
香りは供給する）香料原材料を含んでもよい。適切な香料は、米国特許第６，２４８，１
３５号に開示され、その全体が参考として本明細書に組み込まれる。例えば、清浄組成物
は、悪臭を中和するための揮発性アルデヒドと快楽をもたらす香料アルデヒドの混合物を
含んでよい。
【０１１５】
　本発明の清浄組成物に悪臭制御成分中の揮発性アルデヒド以外の香料が配合される場合
、香料と悪臭制御成分中の揮発性アルデヒドの総量は、清浄組成物の約０．０１５重量％
～約１重量％、あるいは約０．０１重量％～約０．５重量％、あるいは約０．０１５重量
％～約０．３重量％であってよい。
【０１１６】
　清浄組成物はさらに希釈剤を含んでもよい。例示的な希釈剤としては、ジプロピレング
リコールメチルエーテルおよび３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノールおよびこれら
の混合物が挙げられる。
【０１１７】
　場合により、既知の目的のために、本発明の清浄組成物に補助剤を加えてもよい。この
ような補助剤としては、限定されないが、亜鉛塩、銅塩およびこれらの混合物を含む水溶
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性金属塩；静電防止剤；昆虫および蛾の忌避剤；着色剤；酸化防止剤；アロマセラピー剤
およびこれらの混合物が挙げられる。
【０１１８】
　清浄組成物は、本発明の悪臭低減組成物に加え、他の悪臭低減技術を含んでいてもよい
。限定されないが、アミン官能性ポリマー、金属イオン、シクロデキストリン、シクロデ
キストリン誘導体、ポリオール、酸化剤、活性炭およびこれらの組み合わせが挙げられる
だろう。
【０１１９】
　香料移動技術
　本発明の組成物は、処理された基材からの香料成分の堆積および放出を安定化し、高め
る１つ以上の香料移動技術を含んでいてもよい。このような香料移動技術を使用し、処理
された基材から香料が放出する寿命を長くすることもできる。香料移動技術、特定の香料
移動技術を製造する方法、およびこの種の香料移動技術の使用は、米国特許出願公開第２
００７／０２７５８６６（Ａ１）号に開示されている。
【０１２０】
　一態様において、本発明の組成物は、約０．００１％～約２０％、または約０．０１％
～約１０％、または約０．０５％～約５％、またはさらに、約０．１％～約０．５％の香
料移動技術を含んでいてもよい。一態様において、前記香料移動技術は、香料マイクロカ
プセル、プロ香料、ポリマー粒子、官能基化されたシリコーン、ポリマー支援型移動、分
子支援型移動、繊維支援型移動、アミン支援型移動、シクロデキストリン、デンプンに包
まれたアコード（accord）、ゼオライトおよび無機キャリア、およびこれらの混合物から
なる群から選択されてもよい。
【０１２１】
　一態様において、前記香料移動技術は、有益剤を壁材料で少なくとも部分的に包み込む
ことによって作られる香料マイクロカプセルを含んでいてもよい。前記有益剤は、３－（
４－ｔ－ブチルフェニル）－２－メチルプロパナール、３－（４－ｔ－ブチルフェニル）
－プロパナール、３－（４－イソプロピルフェニル）－２－メチルプロパナール、３－（
３，４－メチレンジオキシフェニル）－２－メチルプロパナール、および２，６－ジメチ
ル－５－ヘプテナール、α－ダマスコン、β－ダマスコン、δ－ダマスコン、β－ダマセ
ノン、６，７－ジヒドロ－１，１，２，３，３－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノン
、メチル－７，３－ジヒドロ－２Ｈ－１，５－ベンゾジオキセピン－３－オン、２－［２
－（４－メチル－３－シクロヘキセニル－１－イル）プロピル］シクロペンタン－２－オ
ン、２－ｓｅｃ－ブチルシクロヘキサノン、およびβ－ジヒドロイオノン、リナロール、
エチルリナロール、テトラヒドロリナロール、およびジヒドロミルセノールのような香料
からなる群から選択される材料を含んでいてもよい。好適な香料材料は、Ｇｉｖａｕｄａ
ｎ　Ｃｏｒｐ．（Ｍｏｕｎｔ　Ｏｌｉｖｅ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ，ＵＳＡ）、Ｉｎｔｅ
ｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｆｌａｖｏｒｓ　＆　Ｆｒａｇｒａｎｃｅｓ　Ｃｏｒｐ．（Ｓｏｕ
ｔｈ　Ｂｒｕｎｓｗｉｃｋ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ，ＵＳＡ）、またはＱｕｅｓｔ　Ｃｏ
ｒｐ．（Ｎａａｒｄｅｎ，Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ）から入手することができる。一態様
において、マイクロカプセルの壁材料は、メラミン、ポリアクリルアミド、シリコーン、
シリカ、ポリスチレン、ポリウレア、ポリウレタン、ポリアクリレート系材料、ゼラチン
、スチレン無水リンゴ酸、ポリアミド、およびこれらの混合物を含んでいてもよい。一態
様において、前記メラミン壁材料は、ホルムアルデヒドで架橋したメラミン、ホルムアル
デヒドで架橋したメラミン－ジメトキシエタノール、およびこれらの混合物を含んでいて
もよい。一態様において、前記ポリスチレン壁材料は、ジビニルベンゼンで架橋したポリ
スチレンを含んでいてもよい。一態様において、前記ポリウレア壁材料は、ホルムアミド
で架橋した尿素、グルタルアルデヒドで架橋した尿素、およびこれらの混合物を含んでい
てもよい。一態様において、上記ポリアクリレート系材料は、メチルメタクリレート／ジ
メチルアミノメチルメタクリレートから形成されたポリアクリレート、アミンアクリレー
トおよび／またはメタクリレートと強酸とから形成されたポリアクリレート、カルボン酸
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アクリレートおよび／またはメタクリレートモノマーと強塩基とから形成されたポリアク
リレート、アミンアクリレートおよび／またはメタクリレートモノマーとカルボン酸アク
リレートおよび／またはカルボン酸メタクリレートモノマーとから形成されたポリアクリ
レート、およびこれらの混合物を含んでいてもよい。一態様において、香料マイクロカプ
セルは、堆積助剤、カチオン性ポリマー、非イオン性ポリマー、アニオン性ポリマー、ま
たはこれらの混合物でコーティングされていてもよい。好適なコーティングは、ポリビニ
ルホルムアルデヒド、部分ヒドロキシル化ポリビニル、ホルムアルデヒド、ポリビニルア
ミン、ポリエチレンイミン、エトキシル化ポリエチレンイミン、ポリビニルアルコール、
ポリアクリレート、およびこれらの組み合わせからなる群から選択されてもよい。一態様
において、マイクロカプセルは、香料マイクロカプセルを含んでもよい。一態様において
、１種類以上のマイクロカプセル（例えば、異なる有益剤を含む２種類のマイクロカプセ
ル）を使用してもよい。
【０１２２】
　一態様において、前記香料送達技術は、アミン反応製品（ＡＲＰ）またはチオ反応製品
を含んでいてもよい。アミン官能基および／またはチオ官能基が１つ以上のＰＲＭと予備
反応して反応生成物を生成することから、「反応性」ポリマー性アミンまたはポリマーチ
オールという呼び方をすることもできる。典型的には、反応性アミンは、一級および／ま
たは二級アミンであり、ポリマーの一部であってもモノマー（非ポリマー）であってもよ
い。また、このようなＡＲＰは、さらなるＰＲＭと混合されてポリマー支援型送達効果お
よび／またはアミン支援型送達効果を提供することもできる。ポリマー性アミンの非限定
的な例としては、ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）などのポリアルキルイミン、またはポリ
ビニルアミン（ＰＶＡｍ）に基づくポリマーが挙げられる。モノマー（非ポリマー）アミ
ンの非限定的な例としては、ヒドロキシルアミン（例えば、２－アミノエタノール）およ
びそのアルキル置換誘導体、ならびに香料族アミン（例えば、アントラニレート）が挙げ
られる。ＡＲＰは、香料とあらかじめ混合しておいてもよく、リーブオン用途またはリン
スオフ用途では別個に添加してもよい。別の態様において、例えば、酸素、リンまたはセ
レンなどの窒素および／または硫黄以外のヘテロ原子を含有する物質をアミン化合物の代
わりに使用することができる。さらに別の態様では、前述の代替化合物をアミン化合物と
併用してもよい。さらなる別の態様では、１つの分子が、アミン部分と、代替ヘテロ原子
部分（例えば、チオール、ホスフィン、およびセレノール）のうちの１つ以上とを含有し
ていてよい。その効果としては、香料の送達が向上すること、ならびに香料の放出制御が
挙げられる。好適なＡＲＰならびにその製造方法は、米国特許出願第２００５／０００３
９８０（Ａ１）号および米国特許第６，４１３，９２０（Ｂ１）号に見ることができる。
【０１２３】
　空気および布地を清浄する送達形態
　本発明の組成物を、大気または不活性表面（例えば、布地清浄剤としての布地表面）に
揮発性物質を運ぶためのデバイスに使用してもよい。このようなデバイスを、種々の様式
で構築してもよい。
【０１２４】
　例えば、このデバイスは、通電された空気清浄機（すなわち、電気、または化学反応に
よって動く。例えば、触媒燃料系、または太陽電池によって動くなど）として使用するよ
うに構成されていてもよい。例示的な通電された空気清浄デバイスとしては、加熱要素、
ファンアセンブリなどを含んでいてもよい電力移動補助手段が挙げられる。さらに特定的
には、デバイスは、米国特許第７，２２３，３６１号に記載される電源プラグ型の空気清
浄機；加熱要素および／またはファン要素を備える電池（再充電可能な電池）によって働
く空気清浄機であってもよい。通電されたデバイスにおいて、揮発性材料移動エンジンを
、揮発性芳香材料を核酸するための電力移動補助手段の近くに配置してもよい。移動補助
手段を最適に拡散するために、揮発性芳香材料を配合してもよい。
【０１２５】
　通電されていない空気清浄機として使用するために、デバイスを構成してもよい。例示
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的な通電されていない空気清浄機は、材料を揮発させ、受動的に（すなわち、通電手段を
備えていない）空気に拡散するのを補助するような容器、および場合により、毛細管手段
または吸い取り手段、または発散する表面を含む。さらに具体的な例としては、米国特許
第８，７０９，３３７号および第８，９３１，７１１号に開示されるように、揮発性材料
を入れるための液体容器を備える移動エンジン、液体容器を閉じ込めるための多孔性膜が
挙げられる。
【０１２６】
　デバイスは、従来のトリガー噴霧器および事前の圧縮および／または中の流体のための
バッファー系を有するトリガー噴霧器を含め、エアロゾル－噴霧器またはノナエアロゾル
噴霧器として使用するように構成されてもよい。この実施形態では、送達エンジンは、ユ
ーザーの要望時に、または自動的に大気に揮発性材料を送達するプログラムによって、揮
発性材料を送達することができる。
【０１２７】
　装置はまた、精製された空気および揮発性材料の両方を大気に送達するために、空気浄
化システムと共に使用するために構成されてもよい。非限定的な例には、小さな空間（例
えば、寝室、バスルーム、自動車等）、および家全体の集中空調／暖房（例えばＨＶＡＣ
）における使用のために、イオン化および／または濾過技術を使用する空気浄化システム
が挙げられる。
【０１２８】
　試験方法
　混合物、限定されないが、最終製品（例えば、消費成否に）から悪臭低減材料を分離し
、ＧＣ－ＭＳおよび／またはＮＭＲを含む分析方法によって同定してもよい。
【０１２９】
　粘度試験方法
　直径４０ｍｍの平行な鋼鉄板と、５００μｍのギャップサイズを用い、ＴＡ　ｉｎｓｔ
ｒｕｍｅｎｔｓ（ニューキャッスル、ＤＥ、ＵＳＡ）製のＡＲ　５５０レオメーター／粘
度計を用い、粘度を測定する。２０ｓ-1での高い剪断粘度は、対数剪断速度を０．１ｓ-1

～２５ｓ-1まで２１℃で３分間かけて変えることによって得られる。
【０１３０】
　飽和蒸気圧（ＶＰ）を決定するための試験方法
　試験する芳香混合物中の各ＰＲＭについて、飽和蒸気圧（ＶＰ）値を計算する。個々の
ＰＲＭのＶＰは、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｉ
ｎｃ．（ＡＣＤ／Ｌａｂｓ）（トロント、カナダ）から入手可能なＶＰ　Ｃｏｍｐｕｔａ
ｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｄｅｌ、バージョン１４．０２（Ｌｉｎｕｘ）を用いて計算され、ｔ
ｏｒｒの単位で表される２５°でのＶＰ値を与える。ＡＣＤ／実験室の蒸気圧モデルは、
ＡＣＤ／実験室モデルの装置の一部である。
【０１３１】
　オクタノール／水分配係数の対数（ｌｏｇＰ）を決定するための試験方法
　試験する芳香混合物中の各ＰＲＭについて、オクタノール／水の分配係数のｌｏｆ値（
ｌｏｇＰ）を計算する。個々のＰＲＭのｌｏｇＰ値は、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｃｈｅｍｉｓ
ｔｒｙ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｉｎｃ．（ＡＣＤ／Ｌａｂ）（トロント、カナダ）か
ら入手可能なＣｏｎｓｅｎｓｕｓ　ｌｏｇＰ　Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｄｅｌ
、バージョン１４．０２（Ｌｉｎｕｘ）を用いて計算され、無単位のｌｏｇＰ値が得られ
る。ＡＣＤ／ＬａｂのＣｏｎｓｅｎｓｕｓ　ｌｏｇＰ　Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ　Ｍ
ｏｄｅｌは、ＡＣＤ／実験室モデルの装置の一部である。
【０１３２】
　分子記述子の作成のための試験方法
　本明細書に記載するコンピュータによる値試験方法に関与する計算を行うために、必要
な最初の情報は、試験する芳香中の各ＰＲＭの属性、芳香の割合としての重量％、モル％
を含み、芳香組成物中のすべてのＰＲＭが計算に含まれる。さらに、これらのＰＲＭそれ
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ぞれについて、本明細書に記載する分子記述子の作成のための試験方法に従って決定され
るように、分子構造、種々のコンピュータによって誘導される分子記述子の値も必要であ
る。
【０１３３】
　芳香混合物または組成物中の各ＰＲＭについて、その分子構造を使用し、種々の分子記
述子を計算する。分子構造は、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ（
コロンブス、オハイオ、米国）の一部門であるＣｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ（「ＣＡＳ」）によって与えられるグラフィック分子構造図によって決定さ
れる。これらの分子構造は、各ＰＲＭのインデックス名またはＣＡＳ番号を探すことによ
って、ＣＡＳ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　Ｓｙｓｔｅｍデータベースから得
てもよい。ＰＲＭについて、その試験がＣＡＳ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　
Ｓｙｓｔｅｍデータベースにまだ列挙されていない場合には、他のデータベースまたは情
報源を使用し、その構造を決定してもよい。潜在的に１つより多い異性体が存在するＰＲ
Ｍの場合、分子記述子の計算は、ＰＲＭを表すように選択される異性体の１つの分子構造
を用いて行われる。異性体の選択は、異性体の分子構造の相対的な伸長量によって決定さ
れる。この異性体は、所与のＰＲＭのすべての異性体の中で、ＰＲＭを表すために選択さ
れる最も関係がある異性体である。ＰＲＭの他の潜在的な異性体の構造は、この計算から
除外される。最も関係がある異性体の分子構造を、ＰＲＭの濃度と組み合わせ、この濃度
は、存在するＰＲＭのすべての異性体の存在を反映している。
【０１３４】
　分子エディターまたは分子スケッチングソフトウエアプログラム、例えば、ＣｈｅｍＤ
ｒａｗ（ＣａｍｂｒｉｄｇｅＳｏｆｔ／ＰｅｒｋｉｎＥｌｍｅｒ　Ｉｎｃ．，Ｗａｌｔｈ
ａｍ，Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ，Ｕ．Ｓ．Ａ．）を使用し、各ＰＲＭを表す二次元分
子構造を複製する。分子構造は、接続していないフラグメント（例えば、対イオンを含ま
ない単一構造）を有する中性種として表されるべきである（四級窒素原子は許容される）
。以下に記載するｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎプログラムは、適切な数の水素原子を加えること
によって、脱プロトン化された官能基を中性形態に変換することができ、対イオンを捨て
るだろう。
【０１３５】
　各ＰＲＭの場合、分子スケッチングソフトウエアを使用し、ＰＲＭの分子構造を記述す
るファイルを作成する。その後、各ＰＲＭの種々の分子記述子を誘導するために、ＰＲＭ
の分子構造を記述するファイルは、コンピュータソフトウエアプログラムｗｉｎＭｏｌｃ
ｏｎｎ、バージョン１．０．１．３（Ｈａｌｌ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ　Ｃｏｎｓｕｌｔ
ｉｎｇ，Ｑｕｉｎｃｙ，Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ，Ｕ．Ｓ．Ａ．、ｗｗｗ．ｍｏｌｃ
ｏｎｎ．ｃｏｍ）に伝達される。このように、ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎソフトウエアプログ
ラムは、許容範囲の選択しである構造の記述方法とファイルフォーマットを示す。これら
の選択肢としては、ＭＡＣＣＳ　ＳＤＦフォーマット化されたファイル（すなわち、Ｓｔ
ｒｕｃｔｕｒｅ－Ｄａｔａ　Ｆｉｌｅ）；またはＳｉｍｐｌｉｆｉｅｄ　Ｍｏｌｅｃｕｌ
ａｒ　Ｉｎｐｕｔ　Ｌｉｎｅ　Ｅｎｔｒｙ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ（すなわち、Ｓ
ＭＩＬＥＳストリング構造ラインの記述法）のいずれかが挙げられ、単純なテキストファ
イルに、「．ｓｍｉ」または「．ｔｘｔ」の拡張子と共に一般的に使用される。ＳＤＦフ
ァイルは、マルチラインレコードのフォーマットでそれぞれの分子構造を表し、一方、Ｓ
ＭＩＬＥＳ構造のためのｓｙｎｔａｘは、白いスペースが存在しない単一のテキスト列で
ある。ＳＭＩＬＥＳストリングの後の同じ列に構造名または識別子を加え、空間によって
分割することによって、ＳＭＩＬＥＳストリングに構造名または識別子を加えてもよい（
例えば、Ｃ１＝ＣＣ＝ＣＣ＝Ｃ１ベンゼン）。
【０１３６】
　ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎソフトウエアプログラムを使用し、各ＰＲＭについて多くの分子
記述子を作成し、次いで、これを表のフォーマットで出力する。その後、ｗｉｎＭｏｌｃ
ｏｎｎによって誘導される具体的な分子識別子を、各ＰＲＭについて、飽和蒸気圧（ＶＰ
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）；沸点（ＢＰ）；オクタノール／水分配係数の対数（ｌｏｇＰ）；臭気検出閾値（ＯＤ
Ｔ）；悪臭低減値（ＭＯＲＶ）；および／または普遍的な悪臭低減値（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　ＭＯＲＶ）のような値を計算するために、種々のコンピュータモデル試験方法のため
に入力として（すなわち、数式の変数項として）使用する。このモデルの試験法の計算に
使用される分子記述子のラベルは、ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎプログラムによって報告される
のと同じラベルであり、その記載および定義は、ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎの書籍に列挙され
るだろう。以下は、ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎソフトウエアプログラムをどのように実行し、
組成物中の各ＰＲＭの必要な分子構造記述子を作成するのかについての一般的な記載であ
る。
【０１３７】
　ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎを用いた分子構造記述子の計算。
　（１）ＭＡＣＣＳ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ－Ｄａｔａ　Ｆｉｌｅ（ＳＤＦファイルまたは
ＳＭＩＬＥＳファイルとも呼ばれる）の形態で、１つ以上の芳香成分の分子構造をアセン
ブリングする。
　（２）バージョン１．０．１．３のｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎプログラムを用い、適切なコ
ンピュータで実施し、上述のＳＤＦファイルまたはＳＭＩＬＥＳファイルを入力として用
い、このプログラムから入手可能な分子記述子全体を計算する。
　　ａ．ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎの出力は、ＡＳＣＩＩテキストファイルの形態であり、典
型的には、スペース区切りされており、入力ファイルのそれぞれの構造について、第１の
列に構造識別子を含み、残りの列にそれぞれの分子記述子を含んでいる。
　（３）スプレッドシートソフトウエアプログラムまたはある種の他の適切な技術を用い
、テキストファイルを列に分ける。分子記述子のラベルは、得られた表の第１列にみつか
る。
　（４）分子記述子のラベルによって特定され、それぞれのモデルに必要な入力に対応す
る記述子の列を発見し、抽出する。
　　ａ．ｗｉｎＭｏｌｃｏｎｎ分子記述子のラベルは、ケースセンシティブであることを
注記しておく。
【０１３８】
　ＭＯＲＶおよびＵｎｉｖｅｒｓａｌ　ＭＯＲＶの計算
　１．）入力分子記述子の値は、以下の４つの式において、上の方法によって決定される
ような値である。
　　ａ）ＭＯＲＶ＝－８．５０９６＋２．８５９７×（ｄｘｐ９）＋１．１２５３×（ｋ
ｎｏｔｐｖ）－０．３４４８４×（ｅ１Ｃ２Ｏ２）－０．０００４６２３１×（ｉｄｗ）
＋３．３５０９×（ｉｄｃｂａｒ）＋０．１１１５８×（ｎ２ｐａｇ２２）
　　ｂ）ＭＯＲＶ＝－５．２９１７＋２．１７４１×（ｄｘｖｐ５）－２．６５９５×（
ｄｘｖｐ８）＋０．４５２９７×（ｅ１Ｃ２Ｃ２ｄ）－０．６２０２×（ｃ１Ｃ２Ｏ２）
＋１．３５４２×（ＣｄＣＨ２）＋０．６８１０５×（ＣａａｓＣ）＋１．７１２９×（
ｉｄｃｂａｒ）
　　ｃ）ＭＯＲＶ＝－０．００３５＋０．８０２８×（ＳＨＣｓａｔｕ）＋２．１６７３
×（ｘｖｐ７）－１．３５０７×（ｃ１Ｃ１Ｃ３ｄ）＋０．６１４９６×（ｃ１Ｃ１Ｏ２
）＋０．００４０３×（ｉｄｃ）－０．２３２８６×（ｎｄ２）
　　ｄ）ＭＯＲＶ＝－０．９９２６　－　０．０３８８２×（ＳｄＯ）　＋　０．１８６
９×（Ｓｓｐ３ＯＨ）＋２．１８４７×（ｘｐ７）＋０．３４３４４×（ｅ１Ｃ３Ｏ２）
－０．４５７６７×（ｃ１Ｃ２Ｃ３）＋０．７６８４×（ＣＫｅｔｏｎｅ）
　式（ａ）は、悪臭であるトランス－３－メチル－２－ヘキセン酸（カルボン酸系の悪臭
）を減らすことにおける材料の有効性に関係する。
　式（ｂ）は、悪臭であるトリメチルアミン（アミン系の悪臭）を減らすことにおける材
料の有効性に関係する。
　式（ｃ）は、悪臭である３－メルカプト－３－メチルヘキサン－１－オール（チオール
系の悪臭）を減らすことにおける材料の有効性に関係する。
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　式（ｄ）は、悪臭であるスカトール（インドール系の悪臭）を減らすことにおける材料
の有効性に関係する。
　２．）本明細書の目的のために、材料のＭＯＲＶは、式（１）（ａ）～（１）（ｄ）か
らの最も高いＭＯＲＶ値である。
　３．）上の式（１）（ａ）～（１）（ｄ）からのすべてのＭＯＲＶ値が０．５より大き
い場合、その材料は、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＭＯＲＶを有する。
【０１３９】
　悪臭低減化合物にＦｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘ（ＦＦＩ）およ
びＢｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘ（ＢＩ）を割り当てるための方法
　本発明の消費製品で使用するのに適したブロッカー材料は、香りの検知を妨害せずに悪
臭を減らすという能力について選択される。材料の選択は、臭気の強さをランク付けする
ための２つの参照スケールから試験サンプル材料に２つの指数を割り当てることによって
行われる。この２つの参照スケールは、Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄ
ｅｘ（ＦＦＩ）スケールとＢｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘ（ＢＩ）スケールである。ＦＦＩ
は、試験サンプル材料が、別の香料と合わせたときに緩衝し得る検知可能な臭気を付与す
る能力をランク分けしており、ＢＩは、試験サンプル材料が悪臭の検知を減らす能力をラ
ンク分けしている。ＦＦＩおよびＢＩの参照スケールについて、試験サンプルに指数を割
り当てるための２つの方法を以下に与える。
【０１４０】
　試験サンプルにＦＦＩを割り当てるための方法
　ＦＦＩ参照スケールについて、試験サンプルにＦＦＩを割り当てるための方法の第１の
工程は、ＦＦＩ参照見本を作成することである。このスケールのための見本は、きれいな
布地見本を既知の量の既知の濃度のエチルバニリン溶液で処理することによって作られる
。この試験のための布地見本は、ＥＭＣからＰＣ５０／５０として注文される白いポリコ
ットン編み地（１０センチメートル×１０センチメートル（４インチ×４インチ））の見
本である。供給業者は、最初に見本を作成するように指示され、この作成は、香料を含ま
ない洗剤で２回洗浄し、３回すすぐことを含む。
【０１４１】
　ＦＦＩ参照見本の製造
　５０％／５０％　ＥｔＯＨ／水を、２５ｐｐｍ、１２０ｐｐｍ、１０００ｐｐｍの濃度
で希釈剤として用い、エチルバニリンの３種類の溶液を製造する。３種類の溶液１３μＬ
をそれぞれピペットできれいな見本の中央に置き、見本の中央部に直径約１ｃｍの溶液を
得た。これにより、見本にピペットで置かれた溶液の濃度に基づき、３種類の異なる臭気
レベルの官能スケールを作成する。換気フードの中で３０分間乾燥させた後、見本をアル
ミホイル箔で包み、処理した見本に臭気が混入するのを防ぐ。きれいな未処理の見本も、
ＦＦＩスケールの臭気強度について、最も低い参照固定点として含まれる。ＦＦＩ参照ス
ケール見本は、０．５～１２時間以内に使用し、１２時間後には廃棄すべきである。グレ
ーダーが試験サンプルを評価するとき、見本をスケール固定点として使用し、表７に示さ
れるようなＦｒａｇｒａｎｃｅ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘ（ＦＦＩ）を割り当てる
。
【０１４２】
　少なくとも４の香気判定者／専門的なグレーダーを使用し、ＦＦＩスケールにおいて、
エチルバニリン見本をランク分けする。香気判定者／専門的なグレーダーは、スケールに
対する十分な識別能力を示すことが必要である。香気判定者／専門的なグレーダーは、０
～３のスケールに従って、見本をランク分けする。表７に示されるように、パネルは、見
本間に統計的な差を示さなければならない。
【０１４３】
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【表１０】

【０１４４】
　専門的なグレーダーは、４つの見本のうち、２．５の全範囲で、許容範囲で識別しなけ
ればならない。表１のグレーダー２は、わずか２の範囲しかないため、パネルから除外す
る。専門的なグレーダーのパネルは、スケールの中で見本を統計学的に識別する能力も示
さなければならない。
【０１４５】

【表１１】

【０１４６】
　参照見本は、ＦＦＩ参照スケールについて、０、１、２および３のＦＦＩを表す（表９
）。専門的なグレーダーは、それぞれ、０（最も低い臭気強度）から開始し、３（最も高
い臭気強度）で終わるように臭いをかぐことによって、ＦＦＩ参照見本の臭気の強度を自
分で習得すべきである。試験サンプル材料によって見本が処理される前に、この作業を行
うべきである。
【０１４７】
【表１２】

【０１４８】
　試験材料で処理された見本の製造
　きれいな見本を１３μＬの既知の濃度の試験サンプル材料で処理し、きれいな見本の上
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３０分間乾燥させ、次いで、汚染を防ぐためにアルミニウム箔で包む。試験材料見本およ
びＦＦＩ参照見本は、互いに２時間以内に製造すべきである。試験材料見本は、０．５～
１２時間以内に使用し、１２時間後には廃棄しなければならない。
【０１４９】
　試験材料へのＦＦＩの割り当て
　少なくとも２の香気判定者／専門的なグレーダーを用い、試験サンプルにＦＦＩグレー
ドを割り当てる。香気判定者／専門的なグレーダーは、見本を、鼻の中央部を覆うように
鼻から２．５センチメートル（１インチ）の位置に保持し、試験サンプルを布地の上にピ
ペットで置くことによって試験サンプル見本の臭いをかぎ、次いで、ＦＦＩ参照スケール
固定見本を参照として使用し、試験サンプルにＦＦＩグレードを割り当てる。試験サンプ
ル見本に、表９に示されるＦＦＩスケールについて、ＦＦＩグレードまたはいくつかの数
を割り当てる。試験サンプル材料が、３より大きなグレードに割り当てられる場合、その
試験材料は、ブロッカー材料ではなく、または、低い濃度で悪臭ブロッカー機能を有する
かどうかを決定するために、材料濃度を下げ、再評価する必要がある。
【０１５０】
　試験サンプルにＢＩを割り当てるための方法
　ＢＩ参照スケールについて、試験サンプルにＢＩを割り当てるための方法の第１の工程
は、ＢＩ参照見本を作成することである。このスケールのための見本は、きれいな布地見
本を既知の量の既知の濃度のイソ吉草酸溶液で処理することによって作られる。この試験
のための布地見本は、ＥＭＣからＰＣ５０／５０として注文される白いポリコットン編み
地（１０センチメートル×１０センチメートル（４インチ×４インチ））の見本である。
供給業者は、最初に見本を作成するように指示され、この作成は、香料を含まない洗剤で
２回洗浄し、３回すすぐことを含む。
【０１５１】
　ＢＩ参照見本の製造
　５０％／５０％のＥｔＯＨ／水を希釈剤として用い、０．０８％イソ吉草酸の１種類の
溶液を製造する。ＢＩスケールは、悪臭を適用していない１つのきれいな見本を含む。３
種類の他の見本は、それぞれ、異なる体積の０．０８％イソ吉草酸が適用される。１つの
きれいな見本には、２μＬの０．０８％イソ吉草酸溶液をピペットで置き、次の見本には
５μＬの０．０８％イソ吉草酸溶液をピペットで置き、最後のきれいな見本には、２０μ
Ｌのイソ吉草酸をピペットで置く。これらの溶液は、見本の中央部にピペットで置かれる
。これにより、見本にピペットで置かれた０．０８％イソ吉草酸溶液の体積に基づき、３
種類の異なる臭気レベルの官能スケールを作成する。換気フードの中で３０分間乾燥させ
た後、見本をアルミホイル箔で包み、処理した見本に臭気が混入するのを防ぐ。きれいな
未処理の見本も、ＢＩスケールの臭気強度について、最も低い参照固定点として含まれる
。ＢＩ参照スケール見本は、０．５～１２時間以内に使用し、１２時間後には廃棄すべき
である。グレーダーが試験サンプルを評価するとき、見本をスケール固定点として使用し
、表１２に示されるようなＢｌｏｃｋｅｒ　Ｉｎｄｅｘ（ＢＩ）を割り当てる。
【０１５２】
　少なくとも４の香気判定者／専門的なグレーダーを使用し、ＢＩスケールにおいて、イ
ソ吉草酸見本をランク分けする。香気判定者／専門的なグレーダーは、スケールに対する
十分な識別能力を示すことが必要である。香気判定者／専門的なグレーダーは、０～３の
スケールに従って、見本をランク分けする。表１０に示されるように、グレーダーのパネ
ルは、見本間に統計的な差を示さなければならない。
【０１５３】
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【表１３】

【０１５４】
　専門的なグレーダーは、４つの見本のうち、２．５の全範囲で、許容範囲で識別しなけ
ればならない。専門的なグレーダーのパネルは、スケールの中で見本を統計学的に識別す
る能力も示さなければならない。専門的なグレーダー２は、見本間を識別する能力を示さ
ず、パネルから除外される（表１１を参照）。
【０１５５】

【表１４】

【０１５６】
　参照見本は、ＢＩ参照スケールについて、０、１、２および３のＢＩを表す（表１２）
。専門的なグレーダーは、それぞれ、０（最も低い臭気強度）から開始し、３（最も高い
臭気強度）で終わるように臭いをかぐことによって、ＢＩ参照見本の臭気の強度を自分で
習得すべきである。このことは、試験材料で見本が処理される前に行われるべきである。
【０１５７】

【表１５】

【０１５８】
　悪臭見本を製造し、試験材料で処理
　ＢＩを評価するために、試験材料を悪臭のする見本に適用し、試験材料の悪臭をどのよ
うにブロックするかを決定する。悪臭のついた見本は、きれいな見本を２０μＬの０．０
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いた見本を換気フード中、３０分間乾燥させる。悪臭のついた見本を乾燥させた後、既知
の濃度の試験材料溶液（１ｐｐｍ～１００ｐｐｍ）を、悪臭のついた見本にピペットで置
く。試験材料溶液を、イソ吉草酸溶液を適用し、直径約１ｃｍのスポットを作った場所の
上から試験材料溶液を適用する。ＢＩ参照見本と同様に、イソ吉草酸＋試験材料見本を換
気フードの中で３０分間乾燥させ、次いで、汚染を防ぐためにアルミニウム箔で包む。イ
ソ吉草酸＋試験材料の見本およびＢＩ参照見本は、互いに２時間以内に製造すべきである
。イソ吉草酸＋試験材料見本は、参照見本と同様に１～１２時間で塩得しなければならな
い。ＢＩを決定するために、時には、試験材料を約１～約１００ｐｐｍのいくつかのレベ
ルで評価する必要がある。
【０１５９】
　試験材料へのＢＩの割り当て
　少なくとも２の香気判定者／専門的なグレーダーを用い、試験サンプルにＢＩグレード
を割り当てる。専門的なグレーダーは、見本を、鼻の中央部を覆うように鼻から２．５セ
ンチメートル（１インチ）の位置に保持し、試験サンプルを布地の上にピペットで置くこ
とによってイソ吉草酸／試験材料見本の臭いをかぎ、次いで、ＢＩ参照スケール固定見本
を参照として使用し、イソ吉草酸／試験材料見本にＢＩグレードを割り当てる。試験サン
プル見本に、表のＢＩスケールについて、ＢＩグレードまたはいくつかの数を割り当てる
。イソ吉草酸＋試験材料見本の周囲がＢＩ参照スケールで３より大きい場合には、この材
料がブロッカーではなく、ブロッカー機能を達成するために、試験材料の濃度を下げる必
要があることを示す。
【０１６０】
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【表１６】

【０１６１】
　低い濃度で優れた性能を有する悪臭制御化合物
　悪臭制御化合物が、低い濃度で優れた悪臭制御を与えるという好ましい挙動の非限定例
を以下にいくつか示す。これらの非限定的なデータは、悪臭がブロックされ、マスキング
されているのではないさらなる匹敵するデータを与える。
【０１６２】

【表１７】

【０１６３】
　低い濃度での悪臭低減化合物の再試験
　以下の実施例は、悪臭制御化合物が高濃度で臭気ブロッキング（ＢＩ＞２．５）を示す
ことができなかった場合に、もっと低い濃度で合格するかどうかを再試験すべきであるこ
とを示す。
【０１６４】
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【表１８】

【実施例】
【０１６５】
　実施例１　悪臭低減化合物を含む組成物
　本発明において、嗅覚によって気づくことができるようになる前に、ブレンドは、もっ
と割合が高い生成物の組成物で有用であるため、ブレンドは、もっと強力な悪臭低減を可
能にする。以下は、悪臭低減化合物の非限定例である。
【０１６６】
【表１９】

【０１６７】
　実施例２　悪臭低減化合物を含む組成物
【０１６８】
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【表２０】

【０１６９】
　実施例３　悪臭低減組成物
【０１７０】
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【０１７１】
　実施例４　悪臭低減組成物
【０１７２】
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【表２２】

【０１７３】
　実施例５　悪臭低減組成物
【０１７４】
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【表２３】

【０１７５】
　実施例６　悪臭低減組成物
【０１７６】
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【表２４】

【０１７７】
　実施例７　悪臭低減組成物
　以下の悪臭低減悪臭低減組成物を、列挙した成分を合わせることによって製造する。す
べての成分は、全悪臭低減組成物の重量パーセントである。
【０１７８】
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【表２５】

【０１７９】
　実施例８　布地噴霧用の液体布地清浄組成物
　悪臭低減組成物を含有する、布地清浄組成物として使用するための液体組成物の例
【０１８０】
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【表２６】

【０１８１】
　得られる布地用洗浄噴霧製品は、布地表面を処理するために使用したとき、処理された
表面の悪臭を減らすのに効果的である。この実施例の組成物について、上述のＦＦＩおよ
びＢＩを試験した。結果を以下に示す。
【０１８２】

【表２７】

【０１８３】
　実施例９　布地噴霧組成物
　実施例４に示される組成物を利用して、悪臭低減組成物を用いて布地清浄噴霧組成物を
調製する。
【０１８４】
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【表２８】

【０１８５】
　実施例９の組成物は、悪臭低減組成物に加え、臭気に与える影響が小さな香料を含む。
以下に示すデータは、ブロッキング材料を用い、臭気に与える影響が小さいまま維持され
ている。
【０１８６】

【表２９】

【０１８７】
　本明細書で開示する寸法および値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理
解されるべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような各寸法は、記載された値
およびその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば、「４０
ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１８８】
　あらゆる相互参照または関連特許、または関連出願を含む、本明細書に引用される全て
の文献は、明確に除外ないしは別の方法で限定されない限り、参照によりその全体が本明
細書に組み込まれる。いずれの文献の引用も、その文献が本願で開示または特許請求され
る全ての発明に対する先行技術であることを認めるものではなく、またはその文献が単独
で、あるいは任意のその他の参照文献との任意の組み合わせにおいて、かかる発明のいず
れかを参照、教示、示唆または開示することを認めるものでもない。さらに、本文書にお
ける用語の任意の意味または定義が、参照することによって組み込まれた文書内の同じ用
語の意味または定義と競合する程度に、本文書におけるその用語に与えられた意味または
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定義が適用されるものとする。
【０１８９】
　以上、本発明の特定の諸実施形態を図示、説明したが、本発明の趣旨および範囲から逸
脱することなく他の様々な変更および改変を行いうる点は当業者には自明であろう。した
がって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更および修正が、添付の特許請求の範
囲に網羅されるものとする。
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